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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　とよた瑣織




　目　次







ＰＲＯＬＯＧＵＥ　Ｉ


ＰＲＯＬＯＧＵＥ　II




第一章　悪あく魔ま王おう


第二章　英えい雄ゆう王おう


第三章　勇者王


第四章　人間の王




追つい憶おくから未来へ──







　あとがき








[image: ]







　ＰＲＯＬＯＧＵＥ　Ｉ







　人はどうしてこうも脆もろいのだろう？


　と、《彼かれ》らは笑った。


　どうしてこうも悲しいのだろう？


　と、《彼》らは泣いた。


　そして今日も見る。


《彼》らは見る。





　すると北に住む、とある《人間》が叫さけんだ。





「俺おれは殺さつ戮りく者だ。殺戮の王だ。呪のろえるものなら、呪ってくれ。だが、それでも。それでも俺は、この剣けんを振ふるう。いまから奪うばう命よりも、よりおおくの命を救うために」


　そう叫びながら、泣いているのが、見えた。


　もう人を殺したくないと。誰だれも傷きず付つけたくないと。この狂くるった世界で剣を振るい続けることに耐たえられないと、そう叫びながら、それでもその《人間》は剣を振るう。


《彼》らが与あたえた剣を振るう。


　悲しいほどに剣を振るう。


　それに《彼》らは笑う。


　それに《彼》らは泣く。


　そして自分たちが張はり巡めぐらせた仕組みが、うまく機き能のうしていることを確かく信しんする。





　すると今度は南に住む、とある《人間》が叫んだ。





「もし戻もどれるなら……もしも戻って、そしてなにもかもを取りもどせるのなら……ライナや、フェリスと過すごしたあの日々を取りもどせるのならきっと、この命さえ惜おしくないのに……」


　そう叫びながら、しかしその《人間》は歩くことをやめない。


　友を裏うら切ぎり、自分を傷付け、もう、立っていられないほどにぼろぼろになりながら、それでもその《人間》は、歩くことをやめない。


　それに《彼》らは笑う。


　それに《彼》らは泣く。


　そして自分たちが張り巡らせた仕組みが、うまく回っていることを確かく認にんする。


　悲しい《人間》や、《女め神がみ》どもを使った、すべての仕組みがうまく回っていることを確認する。





　だがそこで、少しだけ雑音ノイズが聞こえているのに、気づく。その雑音がなんなのかも、《彼》らは知っている。


　いつものことだ。いつもいつも、あいつはこの完かん璧ぺきな仕組みにノイズをさしはさんでくるのだ。


　そのノイズが、揺ゆれる。


　そのノイズが、揺らぐ。


《人間》の姿すがたをしたノイズが、ぐるぐると回る。


　しかしそいつは《人間》ではない。


　少なくとも《彼》らが知っている種類の《人間》とは違ちがう。


《女神》どもはそいつのことを、悪あく魔まと呼んでいた。


　悪魔。


　悪魔。


　悪魔。





　そんなものを造つくった記き憶おくはない。





　悪魔。


　悪魔。


　悪魔。





　その、深い闇やみの底で居い眠ねむりをしていたはずの悪魔が、うっすらと緩ゆるんだ瞳ひとみを開いて──





「………………………………」




　ＰＲＯＬＯＧＵＥ　II







「悪魔が生まれる」


　と、彼女は言う。


「……悪魔？」


　彼が聞き返すと、彼女はうなずく。


「そう。とても悲しい、寂さびしがりやの悪魔が……」


　その言葉に、彼は彼女を見つめた。


　するとそこには、とても美しい少女がいる。年のころは十二、三歳さいに見える。


　力を使うことによって成長することができなくなってしまった細身の、幼おさない体。


　毒に冒おかされ、紫むらさき色いろに染そまっていってしまう長い髪かみに、ひどく憔しよう悴すいした表情。


　白い肌はだに、閉とじられた瞳。


　その閉じた瞳で、彼女は景色を見る。


　誰だれも見ることができないはずの、遠い遠い場所の景色を見る。


　その場所の名前は、未来。


　彼女が見る景色は、未来の光景だった。





『未来眼トーチ・カース』





　そう呼ばれる呪われた瞳で、彼女は未来の景色を見る。


　そしてその彼女が言う。


　悪魔が生まれる、と、そう言う。


　それに彼は聞く。


「……悪魔っていうのは、文も字じどおりの悪魔のことかな？　お伽とぎ話ばなしに出てくるような」


　すると彼女は目を開く。するとその瞳も紫に染まっている。本当は黒いはずの瞳が、もう、明るい、白く見えるほどに明るい紫に染まってしまっている。このまま力を使い続ければおそらく、彼女の命は、長くはもたないだろう。


　それに彼は、


「あまり無理をしないでください、エーネ」


　と、彼女の名を呼んだ。


　するとエーネは微笑ほほえみ、こちらを見る。


　しかし彼女の目は彼の姿を映うつしてはいない。あまりに力を使いすぎて、もう、彼女は現実を見つめる視し力りよくを失ってしまっているのだ。


　十年前は。


　ほんの十年前はまだ、彼女の綺き麗れいな黒い瞳は彼の姿を映すことができたのに、いまの彼女の紫色の瞳にはもう、彼の姿は映らない。


　しかしそれでも彼女は、嬉うれしそうな顔でこちらを見つめる。


　そして、


「……あまり優やさしくしないで、ティーア。死ぬのが怖こわくなるから」


　なんてことを言う。


　それにティーアは目を細めた。


「あなたに死なないでほしいと思っています」


　しかしその言葉にまた、


「だ～から優しくしないでって、もぉ～」


　と、彼女は悲しく笑う。見えていない瞳が、泣きそうに微笑む。


　それにティーアは、言葉を続けた。


「それにいま、あなたに死なれるのは、困こまる。この先も僕ぼくら神の眼めの保ほ持じ者しやたちを率ひきいてくれなくては」


　するとそれにエーネは笑って、言う。


「あなたがいれば大だい丈じよう夫ぶよ」


「僕ではだめなんです。僕の中にはあなたのような他者を魅ひきつける光がない」


「あるわ」


「ありません」


　と、ティーアが言うと、エーネはうふふと笑う。


「あるよ。ティーアが気付いていないだけ。じゃなきゃ私、あなたについてこんなところまできてないもの」


　そう言って、彼女は空を見上げるように、上を向く。彼女がいる場所は狭せまく、小さな部屋だから、彼女が見たさきには空なんてないはずなのだが、彼女の瞳はいつも遠く、高い空を見ているように見える。


　そのまま彼女は一度瞳を閉じる。


　再ふたたび開く。


　するとその瞳の中央に、奇き妙みような紋もん様ようが浮うかびあがる。まるで鳥が飛びたとうとしているような形をした、朱しゆ色いろの紋様。


　そして彼女は、見るのだ。


　自分の命を削けずって、未来を見るのだ。


　その未来は不確かで、彼女が望んだものが見えるわけではないのだという。


　ただ、彼女は仲間の未来を、見ることができる。


　神の眼の保持者たちの。


　人間どもには魔ま眼がん保持者と呼ばれ、貶さげすまれている者たちの未来を見ることができる。


　見て、触ふれて、その運命を少しだけ、変えることができる。


　そしていま、彼女が見ようとしているのは──





「悲しい、悪魔が生まれるわ」


　とまた、エーネは言った。


　それにティーアは聞く。


「それはあなたがずっと気にしていた、彼のことかな？」


　すると彼女はうなずく。


「ええ。彼は変へん革かくをもたらす、大事な人だから」


「ライナ・リュート？」


「ええ」


「あの人間の中に残った、馬ば鹿かのことかい？」


　すると彼女は笑って、


「そう。人間をあきらめられない、優しい人のこと。でも彼はいま、絶ぜつ望ぼうの中にいる」


　という言葉に、ティーアは顔を曇くもらせる。そしてうめくように、


「やはりか……ライナを人間の中に置いてきたのはやはり、間ま違ちがいだった。だから僕は無理矢理にでもこちら側に彼を引きこもうと……」


　が、それにエーネは首を振ふる。


「それはだめよ、ティーア。彼を人と引き離はなすのは、彼のためにはならない。彼は人に絶望しないから。どんなに傷きず付つけられても、彼は人に絶望できないから」


「だがなら、あいつの心はどうなる？　『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者はみな、裏うら切ぎられ続けて、最後は暴ぼう走そうして死ぬじゃないか。ライナだって……」


「彼は大丈夫」


「たった独ひとりで人間の中に残って、大丈夫なはずが……」


　しかしその言葉を遮さえぎって、エーネはもう一度、言った。


「彼は大丈夫なのよ、ティーア。彼を支ささえてくれる人間がたくさん──彼を愛してくれる人間がたくさんいるから。そして彼は私たちと人間を繫つなぐ懸かけ橋に……」


「そんな懸け橋は、必要ない。人を信じて、君はいままで、どんな目にあった？　いや、ここにいる、神の目の保持者の仲間たちはいったい、どんな目にあわされてきた？　奴やつら人間どもがやることは、いつも同じじゃないか。貶んで、馬鹿にして、裏切って、あげくにこの力だけを利用しようとする。そんな人間どもとの懸け橋なんて、僕は必要だとは思わない」


　とそう、ティーアは言った。


　するとそれに、エーネが立ち上がる。優しい顔でこちらを見つめ、近付いてくる。手を真まっ直すぐ伸のばし、目が見えていないはずなのに、真っ直ぐに彼の頰ほおに触れる。
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　そして、


「……その、あなたの心に刻きざまれた傷さえ、ライナが癒いやしてくれるわ」


　それにティーアは自分の頰に触れた彼女の手を握にぎり、言う。


「……僕の心に、傷なんてないよ」


　しかしそれにも、エーネは小さく、それでいて悲しく微笑ほほえんで、言う。


「そう？」


「ああ」


「そう……でも、あなたにも彼が必要よ。私たち魔眼の保持者たちはみな、彼を必要としている。すべての絶望の式を解といてくれる、ライナ・リュートの存そん在ざいを」


　そのまま再ふたたび彼女は天を見上げる。


　未来を見上げる。


　そして、少しだけ強気そうな、笑みを浮うかべて突とつ然ぜん、


「……ねぇ、そこで見ているあなたたち。彼が怖こわいでしょう？」


　なんてことを言いだす。


　それが誰に向けてかけられた言葉なのか、それはわからない。


　だが彼女にしか見えない、なにかに向かって、彼女は続ける。


「優しさをあきらめることができない、人をあきらめることができない、友達をあきらめることができない寂しがりやの悪魔ライナ・エリス・リードが、怖いでしょう？　理り解かいができないから。あなたたちの理ことわりじゃ理解ができないから、ひどく、ひどく怖いでしょう？」


　なんてことを、言う。その言葉の内ない容ようが、ほとんどティーアには理解できない。


　だが、彼女は独り、続ける。


「いい気味。でも、もっと怖くなるわ。私たちも彼を助けるから。そしてなにもかもをあなたたちの思い通りにはさせない。彼を助けて、あなたたちの描えがくつまらない筋書シナリオを、ねじ曲げてあげる。シオン・アスタールを、レファル・エディアを、ライナ・リュートを──あなたたちの思い通りにはさせない。あなたたちの邪じや魔まをできるなら私は、この命を捨ててもいいわ」


　とそう、言う。


　それにティーアは、


「……君はいったい、誰と会話してるんだ？」


　そう聞く。


　すると彼女はこちらを見ないまま、


「神よ」


　と、言った。


「神？」


「もしくは、すべての理を操あやつれていると勘かん違ちがいしている、馬鹿ども」


　その言葉に、ティーアは彼女を見つめ、それから彼女が見る、なにもない部屋の天てん井じようを見上げて、言った。


「……ああ、出で来き損そこないの……自分を責めてばかりで泣くことしかできないような僕らを作った、馬鹿どものことか？」


　するとそれに彼女は笑う。


　こちらを見て笑う。


　そして、


「やっぱりティーアも、傷付いてるじゃない」


　なんてことを言う。


　また、彼の頰を手で触れてくる。


「私たちは出来損ないなんかじゃないよ、ティーア。私たち魔ま眼がん保ほ持じ者しやたちは、出来損ないなんかじゃない。意味があって、生まれた。それをこれから証明するの」


　それにティーアは、笑みを浮かべる。


「神に逆さからって？」


　すると彼女も笑う。


「神気取りの化ばけ物ものに逆らって、よ」


「いったいそいつらは、誰だ」


「司祭」


「司祭？」


「ええ。でも、いまはそれはいいわ。それよりもティーア、また、旅に出てくれる？　もう一度彼を救ってほしい」


「ライナか？」


「うん。彼を助けて。彼は人間たちの王になろうとしているから」


「……人間の、王？　それを阻そ止しすればいいのかい？」


　が、彼女はまた、首を振った。


「逆ぎやくよ。それを手伝ってきて。そして彼を、人間と、そして私たち魔眼保持者たち、両方の王にする」


　そのまま彼女は手をあげる。ティーアの頰に触れていた手をそのまま、天井へとあげる。


　そして、


「血と、絶望と、死体の山から立ち上がって、それでもなにもあきらめることのできない、心を絶望で埋うめつくすことのできない……誰かを救うためなら神すらも殺すことができる優しい、悪魔の王に──」








　とそう、彼女は言った。




　第一章　悪あく魔ま王おう







　地じ響ひびきが聞こえる。


　馬が走る音。


　軍ぐん勢ぜいが走る音。


　そして、人が死ぬ音。


「…………」


　そのすべてに、ライナは聞き覚えがあった。


「……戦争が、始まる」


　と、彼は呟つぶやく。


　目を細め、大地の先を見る。眠ねむそうな、それでいて気け怠だるげな黒い瞳ひとみ。寝ねぐせのついた黒い髪かみ。


　猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀くを折りまげて、ゆっくりとしゃがみこむと、彼は地面に触ふれる。


　するとその地面はかすかに震ふるえている。もう、そう遠くない場所で戦せん闘とうが行われているのが、わかる。


　それもこの感じだと、ライナが見たこともないほどに大規き模ぼな戦闘が。


　とそこで、


「おいライナ」


　と、後ろから声をかけられる。


　それに彼は振ふり向く。


　すると後ろには、相あい棒ぼうが立っている。


　艶つややかな金色の長い髪に、無表情だが、人とはとても思えないほどに整った美しい顔。細身の体に、腰こしには長ちよう剣けんといういつもの姿。


　だがいま、彼女が着き込こんでいる鎧よろいが、いつものものとは違った。


　ローランドに所しよ属ぞくしていたころに着ていた革かわ製せいの鎧とも、ちょっと前まで着ていた、ワンピースのような服とも、違う。


　彼女がいま着ているのは、白と紺こんを基調にした、戦闘服だった。


　その戦闘服がいまいちどんな素材で作られているのかはわからないが、それにライナは、


「……それがヴォイスが金と魔ま導どう技ぎ術じゆつの粋すいを集めて作ったっていう、戦闘服？」


　と聞くと、フェリスはうなずく。


「ああ」


「動きやすいか？」


「さて、まだ着たばかりだからな。しかし軽い」


「へぇ、そりゃよさそうだね」


「ああ」


「それに、似に合あってるよ。おまえ、白似合うのな」


　とライナが言うと、フェリスはそれに大きくうなずき、


「当然だ。私を誰だと思っている」


「だよね～」


　と、ライナは笑う。それから再ふたたび彼女から目をそらし、前を向く。


　おそらくはガスタークの軍勢が攻せめてきている、北側へと目を向ける。


　いま彼らがいるのは、ゲイルフィックラントの首都から北へだいぶ離はなれた、辺へん境きようの地だった。


　といってもここらへんにはかつてゲイルフィックラントに取り込こまれる前にあった小さな国の首都がそのまま大都市として残っているので、人口は多い。


　とても避ひ難なんさせることができないほどに、人が多い。


　なのでこのあたりを戦場にするわけにはいかない。


　ここからもう少し北側に離れた砦とりでを中心とした防ぼう衛えい線でガスタークの兵を止めなければ、想そう像ぞうするのも怖くなってしまうほどの数の民間人が犠ぎ牲せいになってしまうだろう。


「……もしくは、ガスタークの奴やつらが砦に到とう達たつする前に、奇き襲しゆうをかけてその進軍を止めるか……」


　なんてことを彼は、小さく呟く。


　それからいま、こちらがおかれている状じよう況きようや、向こうの軍の状況なんかを、頭の中に展てん開かいしてみる。


　地の利はこちらにあるはずだった。


　ゲイルフィックラントは自国の領りよう土どについてのかなり精度の高い地図を持っており、地形を生かした戦い方を、いくらでも考え付くだろう。


　おまけにこちらにはいくつもの砦があり、補ほ給きゆう基き地ちがあり、兵の数でも相手を大おお幅はばに上回っている。


　負けるはずがない、戦いくさ。


　少なくともこの周辺に住む、ファームル地方の民たみはそう思っているはずだった。


　だがその負けるはずがないと思っていた国々を潰つぶして、ガスターク帝てい国こくはいま、ここまでやってきている。


　それは勇者の遺い物ぶつの力や、さらにそれよりも大きな破は壊かいの力を持ったなにかを使って。


　何万、何十万もの人間を殺して、ここまでやってきている。


　それにライナは、


「……なぁフェリス」


　と、いつの間にか横に並ならんできていた彼女に、言った。


　すると彼女はこちらを見ないまま、


「ん？」


　と言う。


「あのさ」


「うむ」


「やっぱこの戦争に参加するのは、まずいと思うんだよねぇ～。特におまえや、キファ、トアレやイリスがここにいる必要は、全然ないじゃん？」


　というその言葉に、


「…………」


　しかしフェリスはなにも言わない。


　ただ、真っ直ぐ前を。おそらくは戦争が──殺し合いが行われているであろう場所を、見つめている。


　それにライナは、続けた。


「……俺はさ、なんか、ヴォイスの馬ば鹿かがこの戦争に参加すれば俺のこの目の秘ひ密みつがわかるとかなんとか、ほんとかどうかはわかんねぇけど、まあでも、参加してもいいかなって思えるようなこと言ってたから、参加する意味もあるんだけどさ」


「…………」


「でもおまえは……おまえらは俺についてこんな馬鹿げた戦争に参加しなくても」


　が、それを遮さえぎって突とつ然ぜん、


「なぜ私がおまえの言うことを聞く必要がある？」


　なんてことを、フェリスが言う。


「私は常つねに命令する側だ。私に命令するな」


　なんて馬鹿なことを、彼女は言う。


　それにライナは、フェリスの綺き麗れいな横顔を見て、


「……命令じゃなくて、お願いなんだけど？」


「お願い？」


「ああ」


「なら土ど下げ座ざして頼たのめ」


「うん？　土下座したら、お願い聞いてくれんの？」


「おまえの願いなど聞かん」


「えええ～」


　と、ライナは困こまったように笑う。それから彼女のほうを見つめ、


「でも、冗じよう談だんじゃなくてさ。ここはイリスたち連れて、引き返してくんないかな？」


　と、彼が言うと、フェリスはうなずき、


「そうだな。イリスは避ひ難なんさせよう」


「いや、一いつ緒しよにおまえも……」


　しかしその言葉を遮って、フェリスは続けた。


「キファとかいう女やトアレたちも、変へん態たい色しき情じよう狂きようと心中なんて真っ平ごめ～んとか、さっきひそひそ話しあっていたしな。どうせ逃にげるだろう」


「って、それがほんとだといいんだけどさ～……でも、ならおまえも一緒に逃げてくれると助か……」


　が、その言葉を言い終える前に、彼女が言う。


「おまえの命令は聞かん」


「だ～から」


「絶ぜつ対たいに聞かん」


「う～ん。んじゃ、あれだよ。ええと、言うこと聞いてくれたら、今度だんごいっぱいおごるからさ」


　と、言った瞬しゆん間かん、彼女の体がびくっと震ふるえる。


「……い、いっぱい？」


　と、言う。


　それにライナは笑って、


「うん」


　とうなずく。


　するとフェリスはさらに、


「本当か？　私にとってのいっぱいというのは、百セット以上のことだぞ？　おまえにそんな金は……」


「ああ～、なくても、頑がん張ばって金作って、おごるよ」


「本気か？」


「うん。だからさ、今回は、ちょっとだけ言うこと聞いてくんないかな？　しばらくの間避難してさ、俺とはあとで合流ってことで、どうよ？」


　と、ライナが聞くと、それに彼女がこちらを向いた。


　澄すんだ、切れ長の青い瞳ひとみ。


　その瞳がこちらを見上げてくる。


　そして、


「ライナ」


　と、彼女は言う。


　いつも無表情で、愛あい想その欠片かけらもない瞳を、突然悲しげに歪ゆがませて、


「ふざけるのもたいがいにしろ。これ以上、私におまえから離れろと言い続けるつもりなら、殺すぞ」


　なんてことを、言った。


　そのまま彼女は続ける。


「それともなにか？　私が独ひとりで、死ぬかもしれない危き険けんな場所へいくといったら、おまえは私から離れて、逃げるか？」


「……いや、でもそれとこれは違ちが……」


「違わない」


「違うよ。ほんとにこの戦争は、危険……」


「そんなことはわかっている。だが私はおまえのそばにいる。問題あるか？」


「……いや、あるから言っ……」


　が、そこでフェリスが突然、


「……おまえは化け物だ」


　なんてことを、言いだす。


　それにライナは、


「…………」


　なにも言えなくなってしまう。彼女の口からそんな言葉が飛びだしてくるとは思っていなかったから、動けなくなってしまう。


　だが彼女は続ける。


「人を殺す、化け物。周囲に殺さつ戮りくを撒まき散らす化け物……おまえは自分のことを、そう思っている。そうだろう？」


　と、彼女は言う。


　それにライナは、


「……いったい、いきなりおまえはなんの話を……」


　が、フェリスは続けた。


「答えろ。おまえは自分のことを、いまもそう思ってるんだろう？」


　という問いに、ライナはうなずいた。


「ああ」


　すると彼女の瞳がさらに悲しげに、歪む。


「ならおまえは──おまえの瞳は、化け物だ」


「ああ」


「そしてその瞳がいったいどんなものなのか、この戦場で確かく認にんする。そうだな？」


「そうだ」


　と、ライナが言うと、彼女はうなずく。


「なら、私もいく必要があるだろう？　約束を忘わすれたのか？　次におまえが暴ぼう走そうしたら──おまえを殺せと、私に頼たのんだのを忘れたのか？」


　そんなことを彼女が言って。


　それにライナは、思いだす。


　彼女と交かわした、最悪な約束のことを。


　彼女だけが嫌いやな思いをする、最悪な約束のことを。


　いつも自分に自信がなくて、逃げてばかりの彼を引き戻もどすために、彼女がしてくれた約束のことを。


　それを思いだし、ライナは彼女を見つめた。


　そして、


「……やっぱ俺、この戦争で暴走するかね？」


　と言うと、彼女は当然だろうと言わんばかりの顔で、


「おまえは化け物だからな。なにか問題があれば、どこでも暴走する。おまけにこの戦場で、ヴォイスはおまえの瞳めの謎なぞが解とけると言った。なら、さらにその可か能のう性せいは高いだろう」


　なんてことを言われてしまって、それにライナは、顔が歪みそうになる。


　彼女の口から。


　フェリスの口から、どういうわけか何度も、化け物という言葉が出てきてしまって、それに彼は、薄うすく、笑みを浮うかべ、


「だよね～」


　と、言った。


「じゃあ、そうか。戦場で暴走した俺を殺す奴やつが、必要だよな」


　と、言った。


　その約束を、彼女は守ってくれるつもりのようだった。


　化け物が、人を殺さないように。


　人を殺す化け物が、暴走して人を殺したりしないように。


　そのために、


「……フェリスは俺を殺すために、ついてきてくれるのか」


　と、そう、ライナが言うと、それにフェリスはこちらを見つめて、


「いや、暴走したおまえを、守るためにいく」


　なんてことを、言った。


「おまえは化け物かもしれない。人を殺す化け物かもしれない。だが私には関係のないことだ。おまえがどれほど人間を殺そうと、どれほど殺戮を撒き散らそうと、私には関係ない。前も言ったろう？　おまえは私の大切な相あい棒ぼうだ。もしもこの戦場でおまえの中のなにかが変わったとしても、本当の化け物になってしまったとしても、それがどうした？　おまえがもしも本当の化け物だったとしても、知るか。私はおまえのそばにいる」


　なんてことを、言いだして。


　それにライナは、フェリスを見つめる。緊きん張ちようしたような顔で、彼女を見つめる。その緊張が少しでも緩ゆるんだら、泣いてしまいそうだったから、必死でそれをこらえて彼女を見つめ、


「でも……でも俺のそばにいたら……」


　だがフェリスはまた、それを遮さえぎり、


「おまえのそばにいるのは楽しい。だからそばにいる。問題あるか？」


「…………」


「だからもう、化け物と言われて泣きそうな顔をするな。むしろ胸むねを張はれ。でなきゃその化け物なおまえと一緒にいて、楽しいと思う私が馬ば鹿かみたいだろう？　おまえは私が選んだ最高の相棒だ。他の誰がなんと言おうと、私はそう思っている。その言葉で足りないなら……足りないなら……」


　とそこで、少しだけ彼女は言葉に詰つまる。そして言葉を探さがすように目をきょろきょろと動かす。困こまったように、悲しそうに顔を歪ゆがめ、そして、


「……それで足りないなら……もう、私はどうしたらいい？　どうしたらおまえが私から離れないようにできる？　どうしたら……私はおまえの傷きずを消すことができるんだ？」


　なんてことを、言った。


　心底困ったような顔で、言った。


　その、言葉に、ライナは彼女を見つめる。思いつめたような顔をしている、彼女を見つめる。


　いつも傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、だんごのことしか考えていないような顔をしているはずの彼女が、こんな、泣きそうな顔をしてしまっていて。


　そしてそのすべてが彼のわがままのせいで。彼の弱さのせいで。


　それにライナは、


「……ごめん」


　と、言った。


「……もうとっくに、傷は癒いえてるよ」


　と、彼は言った。


「おまえがそばにいて。シオンや、キファや、トアレや……みんなが俺を受け入れてくれてるんだ。だからもうとっくに、気づいているよ。俺も生きてていいって……俺みたいな化け物でも生きてていいって、わかってる」


　すると彼女はこちらをにらみ、


「なら」


　しかしその彼女の言葉を遮り、ライナは続けた。


「でもそれでも、この戦場にはいく必要がある。だがそれは俺のためじゃない。これは俺が化け物なのかどうかを確認しにいくんじゃない」


　と言うと、フェリスが聞く。


「なら、なんのためにいく」


　その問いに、ライナは答えた。


　右手をあげ、その手の平を見つめ、


「力を、手に入れるために」


　そう言って、それから彼は、顔をあげる。彼女の背はい後ごを、見る。彼女の後ろの、南側に広がっている、空を見上げ、


「……俺みたいなのを受け入れてくれた、おまえたちのそばにいられるようになるための、力を手に入れにいくんだ」


　と、そう言った。


　それにフェリスはこちらを見て、


「シオンを救うための力か？」


「ああ」


「ならその手伝いを私もする」


「いやでもさ、やっぱこの戦場にいくのはすげぇ危あぶないんだって」


「だから私がおまえを守ってやる」


「ええと」


「あ、それに一つ言っておくが、おまえが暴走しても、私はおまえを殺さないぞ？」


「って、ええ？　それ、それおまえ、全然約束が違……」


「知るか」


「知るかっておまえ……」


「とにかく私はおまえを殺さない。それどころか暴走したおまえを止めるために人間どもが襲おそってきたら、私はおまえを守る。そして人間どもは知るだろう。化け物ライナ・リュートを飼かっていたのは、実はあの大魔ま王おうフェリス・エリス様だったということにな」


　と、少しだけ楽しげに言う彼女の顔を見つめ、ライナはもう、呆あきれたようにため息をついた。


　こんなことを言っていても、


「…………」


　こんなことを言ってくれていても、それでもいざというときは、彼女はきちんと動いてくれるのだ。


　いや、そうせざるをえなくなる。


　この瞳は。


　この呪のろわれた『複写眼アルフア・ステイグマ』は、一度暴走を始めれば、彼の意思を無む視しして、周囲にいるものをすべて破は壊かいしてしまうのだから。


　もしもその破壊の力が彼女や、彼女の大切にしているものにまで及およべば、彼女もなにもしないわけにはいかないだろう。


　でも、それでも、


「…………」


　それでも彼女の言葉は嬉うれしかった。


　なにが起きようと。


　ライナがどんな化物だったとしても、ずっと味方でいてくれる、という言葉は、嬉しかった。


　そしてそんな奇き特とくなことを言ってくれる優しい相棒を、この危険な戦場には絶対に連れていきたくないのだが、


「……おまえ、ついてくんなって言っても、言うこと聞いてくんないよな？」


　とライナが言うと、彼女はうなずく。


「当然だ」


「じゃあもう、仕方ねぇなぁ……」


　と、ライナは言った。


　もちろん仕方ないですむことじゃないのだが。いやそもそも、いく必要のない戦争に参加するだなんて、馬鹿としか思えない行動なのだが。


「ライナ～、見てみてこれ」


　なんていう声が、突とつ然ぜんあがる。


　ライナはその声がしたほうを見る。


　すると馬車の中からキファが出てきていた。肩かたまで伸のびた赤毛に、いつも優しげな、やはり赤い瞳。彼女が着ているのは、フェリスが着ているものとはまた別の、戦せん闘とう服だった。だがいまいちそれが、戦闘服に見えない。まるでキファに合わせて作られたかのような、赤を差し色にした、かわいらしい服。


　彼女は嬉うれしそうにその、着がえた服をこちらに見せてきて。


　それにライナはうなずくと、


「かわいいね」


　と言う。


　するとキファはまた、嬉しそうに、それでいてちょっとだけ恥はずかしそうに、笑う。


　しかしその服もやはり、戦闘服なのだ。


　ヴォイスが用意した、戦闘服。


　戦場へ赴おもむくための服。


　キファも、フェリスも、戦う必要がないのに、戦闘服を着込んでライナについてくるというのだ。


　逃げてくれと言っても、まるで言うことを聞いてくれずに、こんな化物と一緒にいたいと言ってくれていて。


　それに彼は、少しだけうんざりしたような顔で、


「……まいったな、こりゃ」


　と呟つぶやく。


　それから再び、北を見る。


　ガスタークの軍勢が攻せめてきているであろう、北側の大地を見る。


　そしてヴォイスの言った言葉を思いだす。


　ガスタークは勇者の遺い物ぶつを超こえる、一発で世界を変えてしまうような強大な兵器を持っていて、それを使って大国を次々と潰つぶし、ここまでやってきたのだという。


　以前それをストオルという大国に対して使ったとき、ストオルの軍ぐん勢ぜい八十万が、たった一発で消し飛んでしまったのだという。


　八十万。


　八十万人の、人間が、だ。


　そんな規き模ぼの破壊は、いまの魔ま導どう技ぎ術じゆつで作りだすのは、不可能だった。


　じゃあそれは勇者の遺物なのか？　というと、おそらくそれも、違うはずだ。いまの魔導学では解明できていない勇者の遺物でさえ、そこまでデタラメな力は持っていなかった。


　だがその異い常じような力を、ガスタークは持っているのだという。


　一発で世界が変わってしまうだけの強大な力を、ガスタークは持っているのだという。


　そんな化物といったい、どうやって戦う？


「…………」


　そんな化物が棲すむ戦場へ出むいていって、どうやって仲間を守る？


　その方法が、まるで思い付かなかった。


　もう、戦せん略りやくがどうこう、戦術がどうこうといったことが通用する相手では、ないのだ。


　自分たちよりあきらかに強力な兵器を相手が持っていて。


　それが一度発動してしまえば、こちら側の仲間たちは皆みな殺ごろしなのだという。


　ならそれはもう、戦争じゃない。


　争いですらない。


　自殺だ。


　この戦争を回かい避ひしない、というのは、自殺とかわらない。


　そこに大切な仲間を連れていくなんて、できるはずが……


　が、そこで。


「さてさてライナさん。馬車があきましたよ。ライナさんも着がえてください」


　と、また別の場所から声があがった。


　その声のほうを見る。


　するとそこには、ヴォイスがいる。


　ヴォイス・フューレル。


　綺き麗れいな黒くろ髪かみに、利発そうなつり気味の黒い瞳。巫み女こ服のようなものを着込んだ、十三、四歳さいくらいの少年。


　その少年がこちらを見つめ、


「もうライナさんの戦闘服も、馬車の中に用意しています。着がえてください」


　と、言った。


　それにライナは、


「それがさ、ヴォイス。俺、ちょっと考えたんだが」


　という、言葉を遮ってヴォイスが、


「ああ、ライナさんライナさん。その発言、ちょっと遅おそいですよ」


　なんてことを言ってきて、それにライナは、


「ああん？　俺、まだなんも言ってねーんだけど」


　と言うと、ヴォイスは笑う。


「どうせ逃げたいとか、言いだすんでしょう？　こんな危険な戦地に仲間を連れていけない、とか」


　という、あまりに図星な言葉にライナが顔を歪ゆがめると、ヴォイスはますます楽しそうに笑って、


「やっぱりですか。しかし残念。もうとっくに手後れです。なにせすでにここは、ガスタークが使う兵器の、射しや程てい圏けん内ないですから」


　という言葉に、


「なっ」


　と、ライナは思わず、驚おどろいたような声をあげてしまった。


　横にいたフェリスも驚いたようで、言う。


「しかしまだ、敵てきの兵の姿すがたも見えてないのだぞ？」


　するとそれに、ヴォイスはうなずいて、


「ほんとですよね～。姿も見えないほどの遠くから発動した兵器が、この辺いったい、すべての地域の人間を殺すほどの威い力りよくを持っている。ああ～もう、なんて卑ひ怯きようなんでしょう。私ももう怒おこっちゃいますよ。キー!?　ってね」


　と、楽しそうな顔で言う。


　だが、それはもう、笑いごとですむような話ではなかった。もしも本当にこの場所がすでに敵の兵器の射程圏内なら、


「いま、この瞬しゆん間かんにも……」


　と、ライナが言うと、やはり楽しげにヴォイスは言う。


「死ぬかもしれません。あ～怖こわい」


「っておまえ、そんなあっさり言っていいことじゃ……」


　が、さらにヴォイスは続ける。


「でもまあ、それは別に普ふ通つうのことでしょう？　いま、この瞬間に心しん臓ぞう発ほつ作さで死ぬかもしれない。街を歩いていたら馬車に轢ひかれて死ぬかもしれない。それどころか性せい格かくの悪い貴族の前でくしゃみをしただけで、ローランドあたりでは殺されることだってあったでしょう？　それと一緒ですよ。とりあえずは死なんてありふれ過ぎてて、別に目新しくない」


　なんて言葉に、ライナはヴォイスをにらみ、


「……だがここで死ぬのと、馬車に轢かれて死ぬのは、違うぞ」


　そう言うと、ヴォイスは首をかしげ、


「そうですかね？」


「全然違うだろうが。おまえはここが敵の兵器の射程圏内だとわかっていて、なのにそれを俺らに教えなかった」


　するとそれにヴォイスは肩をすくめ、


「教えたらここまできてくれなかったでしょう？」


「あたりまえだろうが。少なくともここが敵の兵器の射程圏内なら、使う戦略が変わって……」


　が、それを遮り、ヴォイスが笑う。


「あはは、笑わせないでください。八十万の軍勢を一いち撃げきで消し去ることができる兵器を前に、戦略？　そんなすごい戦略があるのなら、私にこそこそっと教えてください。その素す晴ばらしい、神のように天才的な戦略を使って、私はいまから世界征せい服ふくへでかけますよ」


　と、馬鹿にしたように言った。


　そしてその言葉は、間ま違ちがっていなかった。


　いま、このガスタークの軍ぐん勢ぜいを止めることができるなら、きっとそのまま世界征服だってできるだろう。


　それほどにいま、ガスタークが持っている力は、大きかった。


　それにライナが黙だまり込こんでしまうと、ヴォイスは馬車を指差す。


「さあもう、馬鹿なことばかり言ってないで着がえてください。今日の昼にはゲイルフィックラント軍の本隊がガスターク軍とぶつかります。そこで向こうは例の兵器を使うでしょう。それを止められなければ私たちだけじゃなく、このへん一帯の住民もすべて消えます。そうならないために、少しでも努力しないと……」


　という言葉に、ライナは顔を歪め、


「努力する余よ地ちが、あんのかよ」


　そう言うと、ヴォイスはまた笑う。


「ありません。前にも言いましたが、あなたの瞳の中に隠かくされた力が、ガスタークの持つ兵器より弱ければ、これは自殺です」


「っておまえ……」


「ですが私が聞いた限かぎりでは、あなたの力はガスタークに対たい抗こうできるはずだ」


「聞いたっておまえ、そりゃ……」


　とそこで、言葉が終わる前に、ヴォイスが言う。


「『女め神がみ』に聞きました。αアルフアは──あなたの中にある破は壊かいの力は、もっとも大きな力の種類の一つなのだそうです」


　というその言葉に、ライナはヴォイスを見つめる。そして、


「……で？」


　と、聞く。


　自分の瞳の情じよう報ほうについて、聞く。


　そしてそのとき、自分が少しだけ緊きん張ちようしたのが、わかった。


　自分の瞳について聞くとき。


　自分のことについて知ろうとするとき、いつも恐きよう怖ふが、胸の奥おくで膨ふくれあがってきて、それを必死にこらえて、ライナは言う。


「……で？」


　するとヴォイスがこちらを見て、


「で、とは？」


　なんてとぼけたことを言ってくるので、ライナは彼をにらみつけ、


「とぼけんじゃねぇよ。もっと他にも情報があんだろ？　俺の目がすげぇ力を秘ひめてるらしいと『女神』が言ってた──それはわかった。だが、そのすげぇ力って、なんだよ？　どんな条じよう件けんで発動して、どれほどの規模の破壊の力があって、この瞳がいったいなんなのか、おまえはほんとは知ってんだろう？　じゃなきゃ、おまえはこんな危険な場所に一緒にきたりしない」


　と、言った。そしてヴォイスから目をそらし、ガスタークの兵がいるであろう場所へと目を向ける。


　ガスタークの姿はまだ見えないが、ヴォイスに言わせるとすでにここは奴らの兵器の射しや程てい圏けん内ないなのだという。


　つまりいま、この瞬間にもその兵器が発動して、ここにいる者たちは全員消し飛んでしまう可能性があるのだ。


　そんな危険な場所に、この噓うそしかつかないような詐さ欺ぎ師し──ヴォイス・フューレルが、ライナの目がすごいらしい、などという不確実な情報だけでやってくるはずがないのだ。


　つまりこいつは、もっといろいろ、情報を握にぎっているはずで。


　その情報を、


「……おまえの知ってる情報を、すべて教えろ、ヴォイス。じゃなきゃおまえの計画手伝うの、やめるぞ」


　と、ライナが言うと、それにヴォイスはこちらを見上げて、また笑う。


「あらあら、ここまできて、まだそんなめんどうなことを……」


「言うに、決まってんだろうが」


　と、ライナはヴォイスの言葉を遮って言った。


「そうじゃなくても俺は大事な仲間を何人もここに連れてきてんだ。仲間の命を抱かかえてここまできてんだよ。なのになんの確かく証しようもない、馬鹿げた自殺行こう為いなら、俺は仲間を連れて、ここからすぐに逃げる必要がある」


　するとそれにヴォイスは少しだけ驚いたような顔を作って、


「ほう。逃げる？」


「そうだ」


「それはまた、お優やさしいライナさんには珍めずらしい、決意に満ちた発言ですねぇ。つまりは仲間を守るために、ゲイルフィックラントの兵や民たみは見殺しにする、ということですか？」


　なんて言ってくるが、ライナは惑まどわされない。


「そりゃ論点が違うだろ、ヴォイス。俺が参加してもガスタークに勝てるとは思えない。少なくともいまのなんの情報もない状態で、こんな危険な戦場に赴おもむくのは……」


「馬鹿、ですか？」


「そうだ。だがおまえがもう少し詳くわしく説明してくれりゃ……」


　が、それを遮ってヴォイスがあっさり、


「ないですよ、詳しい説明なんて」


　なんてことを、言った。


「本当に私は、『女め神がみ』が言った、あなたの瞳の中にある破壊の力がもっとも大きな力の種類の一つ、という言葉を信じて、ここまでやってきているんです」


　という、その言葉に、


「んな馬鹿な話が……」


　そう言いかけた言葉も、ヴォイスは笑って遮った。


「そうですね。本当に馬鹿な話です。でも、そのほうがおもしろいでしょう？」


　なんてことを、詐欺師の一族に生まれた少年は言ってきて。


「馬鹿で冗じよう談だんじみているくらいのほうが、人生はおもしろい」


　なんて馬鹿なことを言ってきて。


　だがそんな馬鹿な話に、常じよう人じんが付き合えるはずがなかった。だからライナはヴォイスをにらみすえ、


「ふざけんなよ、おまえ。おまえの冗談に、仲間の命を賭かけるわけには……」


　が、ヴォイスはまた遮る。


「仲間の命を賭けてくれなんて、私は言ってませんよ。私が賭けるのは、私の命だけです」


　と、そう言って、彼は自分の胸を押おさえる。


「わかりますか？　私もここに、ガスタークの兵器の射程圏内に立ってるんです。ですがそれでも、私はライナさん、あなたに私の命を賭ける。ガスタークが使う兵器よりも、あなたの瞳のほうが大きな力を持っているんじゃないかなぁ～、というほうに、私は、自分の命ごとベットしている。説明は、それで十分じゃないでしょうか？」


　なんてことを言ってから、彼はライナの背はい後ごにいる、フェリスやキファのほうへと目を向けて、


「確たしかに私は、フェリスさんやキファさんたちよりもライナさんの瞳について詳しい情報を『女神』たちから得ています。ですがそれを説明する必要性を、あまり感じません。なぜならガスタークが使う未知の兵器より、あなたの瞳のほうが強いのか、どうか、そんなのは私も、それどころか『女神』たちも知らないんです。ですがそれでも、私はあなたを信じてベットした。他人の私があなたに命を賭けたんだから、あなたのことを好きなあなたの仲間たちも当然、あなたのそばにいるでしょう？」


　と、問いかけるようにヴォイスが言うと、それに後ろで、キファとフェリスが、うなずくのがわかった。


　だが、それにライナは顔をしかめ、


「いや、勝手に命賭けられても俺、応こたえられないんだけど……」


　と言うが、ヴォイスは笑って、


「応えられなければみんな死ぬだけです。一いつ瞬しゆんで全員消し飛ぶので、誰も文もん句くは言ってこないでしょう。安心してください」


「……っておまえなぁ」


「さあさあ、もう、ほんとにあまり時間がないんですよ。私だって実は、怖こわいんです。自分の賭けが間違っていたらどうしようと、もうさっきからおしっこちびりそうなくらいなんですから。あ、でもみなさんの前でおしっこちびるのはなかなか楽しそ……」


「なんの話だよ！」


「もちろん羞しゆう恥ちプレイの……」


「だぁから！」


「あ～はいはい、話を戻もどせばいいんでしょう。まったくライナさんは、自分がおしっこもらしたいからってさっきからうるさいんだから」


「………………」


「反はん応のうしてくださいよ～」


　などと、とてもおしっこをちびりそうなほどに緊きん張ちようしているようには見えない、楽しげなヴォイスの顔を見つめ、ライナはうんざりとため息をついた。


「おまえとしゃべるのは疲つかれんだよ。どこまでほんとで、どこから噓うそなのかわかんねー上に、定期的に脱だつ線せんするから」


「脱だつ糞ぷん？」


「死ね」


「あはは、リラックス、できました？」


　と、ヴォイスは言ってから小さく息を吐はく。吸すう。そして彼は、笑った。その笑みはいままで見たことのないような無む邪じや気きな、子こ供どもの笑みで。


「少し下ネタが過すぎましたが、それも本当に私が緊張している、っていうことで許ゆるしてください。なにせ珍めずらしく、本当に自分の命が懸かかっているので」


　と言って、彼は北の、ガスタークがいるほうへと目を向ける。


「詐さ欺ぎ師しが自分の命を危険にさらすだなんて、家か訓くん違い反はんにもほどがあるだろうってお祖ば母あさまに怒おこられてしまいそうなのですが……もしもこれがうまくいけば……」


　そう、言ってから、彼は言葉を止めた。それからまた笑う。


「いえ、ここから先の話は、生き残ってからにしましょう。とにかくライナさん、頑がん張ばってくださいね」


　なんて言葉に、ライナはヴォイスを見つめ、


「なにを頑張りゃいいのよ」


　と言うと、ヴォイスはまたいつもの、へらへらした大人おとなびた笑みを浮かべて、


「それは時期がきたらわかります」


「だからそれをいま説明しろって」


「説明したって、やれることはありませんよ？　それに前も言いましたが、これ、あなたの瞳めの話なんですよ？　なら、あなたが一番よく知ってるはずなんです。質しつ問もんは自分の瞳にしてください」


　という、もっともなことを言われてしまって、それにライナは顔をしかめ、


「……それが俺の瞳、無口でさぁ」


「あはは」


「でも、まあ、そうだよな」


　と、ライナはうなずく。


　それから目を少しだけ細める。どうせ応えてくれないので声をかけたりはしないが。


「じゃあヴォイス、おまえがこの瞳について詳くわしいことを知らないってのは……」


「本当です。少なくとも、役に立つような知ち識しきはありません」


「ってことは、俺が頑張んないといけないわけだ」


「そうです。ここでガスタークを止められなければきっと、世界中がガスタークに皆みな殺ごろしにされるでしょう」


　というその言葉に、ライナは思いだす。


　ガスタークのひどさを。


　彼がいままでに見たガスタークの兵たちはみな、ひどいことばかりをしていた。


　魔ま眼がん保ほ持じ者しや狩がりとかなんとかいって、手当たり次し第だいに殺してまわって。そしてなにもしていない、怯おびえているだけの子こ供どもを殺して回って。


　ラフラや、プエカを殺して。


「…………」


　そんな奴らがもし、この世界の王になったらきっと、そんなにいい世界にはならないだろうと、思う。


　だからヴォイスの言うとおり、ガスタークの侵しん攻こうをここで止める必要はあった。それをどうやってやったらいいのかはわからないのだが、このまま奴らの侵攻を許すわけにはいかなかった。だから、


「まあ……じゃあやるか」


　と、ライナは呟く。


　それからフェリスと、キファのほうを振ふり返る。するといつの間にかそこにはトアレや、イリスや、アルア、ククまでいて。


　ライナがここに連れてきた仲間が全員、揃そろってしまっていた。


　この仲間の命を背せ負おって、戦場に出るのだという。それも死ぬ可能性のほうがあきらかに高い戦場に出るのだという。


　それにライナは、仲間たちの顔を見つめて、


「俺、おまえらの命を背負う覚かく悟ごなんて……」


　全然出来てないんだけど、と、そう言おうとした。


　だがそれにキファが遮り、


「ライナに出来てなくても、私はライナに命を預ける覚悟できてるから、大だい丈じよう夫ぶだよ～。これで死んでも、文もん句く言わない」


　なんて、笑いながらとんでもないことをあっさり言ってきて。


　さらにトアレが──ローランド軍が放った勇者の遺い物ぶつの光によって吹ふっ飛ばされてしまったせいで、右の手て脚あしが義ぎ手しゆ、義足になってしまったトアレがこちらを真っ直ぐに見つめ、笑って、


「一度死にかけた身です。お付きあいしますよ」


　なんて言って。


　ライナがなにを言ってももう、引き下がらなそうな、馬鹿な顔をしていて。


　それにライナは、うんざりした気分になる。命を背負う覚悟ができてないと言ってるのに、まるで言うことを聞いてくれなくて。


　さらにアルアが、


「ククは戦場には出せませんが、僕はライナ先生のお手伝いをさせていただきます」


　なんてことを言う。


　さらにイリスが嬉うれしそうに、


「私は姉様がいくとこにいくよー！」


　とぴょんぴょん跳はねながら言って、それをフェリスが、


「いや、おまえはだめだ」


「え～」


「おまえは隣りん国ごくのだんご状じよう況きようについての確かく認にんを……」


　とかなんとか、二人で話しあっていて。


　でも、とにかく。


「…………」


　これは、とんでもない話だった。


　あまりにもとんでもない話だった。


　死ぬ可能性のほうがあきらかに高い戦場に、こんな、人なのか化物なのかよくわからない奴を信じて、参加するというのだ。そんな馬鹿な話、他にはあまりないだろう。
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　それにライナは小声で、


「……なあヴォイス」


　と、言った。


　するとヴォイスは、


「なんでしょう？」


　と、やはり小声で答えてくる。


　それに彼は言った。


「おまえがこの戦場にいてほしいのは、俺だけなんだよな？」


　と言うと、ヴォイスはうなずく。


「そうですね」


「じゃあこいつらを拘こう束そくして、無理矢理ここから逃にがすことって、できる？」


　と、ライナが言うと、彼は笑う。こちらを見上げて、


「できますが、しかし」


「しかし？」


「逃げきれませんよ？　さっきも言いましたが、ここはすでに敵の兵器の射しや程てい圏けん内ないです。逃げてる途と中ちゆうで向こうの兵器が発動すれば、この周囲は吹っ飛びます。いまから逃げたんじゃ……」


「間に合わない？」


「昨日逃げてれば別だったんですけどねぇ」


「っていうのを、おまえは知ってたんだよな？」


「ええ」


「知ってて、まだ子供のイリスやアルアたちをここまで連れてきた？」


　するとヴォイスはそれにもあっさりうなずく。


「守るものが多いほうが、ライナさんも頑がん張ばりがいがあるでしょう？」


　なんてことを言って。


　それにライナは、ヴォイスのほうを見ないまま、


「おまえまじで、一回ぶっ飛ばすぞ？」


　と、低い声で言った。殺気すら込こめて言った。


　だが、それにもやはりヴォイスはへらへらとした笑みを浮かべたまま、


「いいですよ。生き残れたら、殴なぐられましょう。ですがいまは、生き残る方法を模も索さくしないと」


　そう言って、彼は馬車を指差す。


「さあ、もうライナさんも私が用意した戦せん闘とう服に着がえてきてください。まあ、『ローランド最高の魔ま術じゆつ』なんていうご大たい層そうな通り名がついているライナさんがそう簡かん単たんに死んだりはしないと思いますが、しかし、戦場ではなにがあるかわかりませんからね。ガスタークの兵器が放たれる前に、雑ぞう兵ひように殺されてしまったりすると計画が狂くるう。なので、万全の準じゆん備びを……」


　なんて言葉にライナはヴォイスを見下ろし、


「突然よくわかんねぇ戦場に連れてきて、万全の準備もないけどな」


　と言うと、ヴォイスは笑う。しかし笑ったまま、また、馬車を指差し、


「さあ準備を、ライナさん。本当にもう、あまり時間がありません。そろそろゲイルフィックラントの王と作戦会議を持って、そして私たちは……」


　と、そこで言葉を一度切り、そしてそこにいる面々の顔を確かく認にんするように見回してから、


「我われ々われ反ローランド連合軍は、ガスターク帝てい国こくとゲイルフィックラント帝国の戦争に、参加します」


　と、言った。


　戦争に参加する、と。


　ヴォイスが言うとまるで簡単なことのように聞こえるが、しかし、これは本当に戦争なのだ。


　人と人が殺し合う、戦争。


　血と悲鳴をあげながら、人と人が殺し合う戦争。


　その戦争がいま、このメノリス大陸ではありとあらゆる場所で起きてしまっている。


　南ではシオン率いるローランド軍が。


　北ではよくわからない兵器を使う、ガスターク軍が。


　そしてこの中央では──


「…………」


　と、ライナはヴォイスを見る。


　まだ十三、四にしかみえない、この少年が、ライナを傀かい儡らいの王様に仕立てあげ、戦いくさの狼煙のろしをあげようとしている。


　それにライナは、


「俺は戦争は嫌きらいなんだけどね」


　と、言った。


　いや、好きな奴なんて、いるはずがなかった。


　誰だって殴なぐられりゃ痛いたいし、殴ってもその拳こぶしは痛いのだ。


　相手を殺して、仲間を殺されて、それに怒って相手を殺して、そしたら相手も怒って殺しにきてってもう、馬鹿じゃねぇの？　と思うほど不毛な展てん開かいの繰くり返し。


　そんなの、誰だって嫌いやなはずなのに、なぜか戦争はまるでなくならない。


　それどころかこのメノリス大陸は、すでに世界戦争の様相を呈ていし始めている。


　おまけに──


　と、ライナがヴォイスを見ると、彼は楽しげに言う。


「ですが私が歴史書で読んだところでは、うまくすれば戦争はかなり儲もうかるみたいですよ？」


「ってね、こういう奴やつがいるから、戦争がなくならない」


「と、そこまでいければいいんですが、あいにく今回は私が戦争を起こしてるわけじゃないところが悔くやしいところですね。今回の世界戦争は、ガスタークとローランドによって引き起こされた。完全に私は出で遅おくれてしまいました。今後はもう少し力をつけて、私が中心になって戦争を起こして金の流れを操あやつらないと」


　などととんでもないことを反省しているヴォイスを、ライナはあきれたような顔で見下ろし、


「……俺、ほんとにこんな奴と一緒にいていいのかなぁ」


　なんて言いながら、歩き始めた。


　そしてそのまま馬車へ向かう。ヴォイスが用意したという、戦闘服に着がえるのだ。


　そしてその戦闘服に着がえて、戦場へ。





　人を殺すために、戦場へ向かう。





　馬車の扉とびらを開く。


　すると中には戦闘服が用意されている。


　ライナ専せん用ようの戦闘服。


　それは、とんでもない代しろ物ものだった。


　桃もも色いろの、薄うすい生き地じで作られた、布ぬの。


　形はなんというか、女もののパンティのような形をしていて。


　その、パンティのような形の──というかあきらかにパンティにしか見えない布切れが一枚まい、馬車の椅い子すの上に置かれており、そしてその横に一枚の紙が添そえられている。


　その紙にはヴォイスの字で、


『これ一枚だけを身に着けて戦場を駆かけまわれば、ライナさんも一いち躍やくみんなの人気者に──』


「ってヴォオオオオオイス！」


　と馬車から顔を出してライナが怒ど鳴なると、ヴォイスが遠くで笑う。


「あ、気に入りまし……」


「気に入りましたじゃねぇええええええええええ！　いやもう、ほんと怒おこるよ？　時間がねぇんじゃねぇのかよ？」


　と、彼が言うと、それにヴォイスはまた笑う。


「もう～、ライナさんは怒りんぼさんなん……」


「黙だまれ」


「なんだからぁん[image: ]」


「……こ、こいつはまじで」


「あ、ちなみに本当の戦闘服は馬車の机つくえの下です。ちゃんと用意してありますから、安心してください」


　という言葉で、ライナは再び馬車の中へと顔を戻もどす。そして机の下を見る。


　するとそこには今度こそ、一着の戦闘服が置かれていた。


　フェリスが着ていたものと同じ、見たこともない素材で作られた、戦闘服。


　色は紺こんと白、そして黒の三種がところどころに配色されている。白い外套マントには薄い、よく目をこらさなければ見えない魔ま法ほうの術じゆつ式しきが薄く描えがかれていて、対たい呪じゆの能のう力りよくが付ふ与よされているのがわかる。


　さらに肘ひじの内側と、膝ひざ下したのブーツの中に呪具とナイフが隠かくされていて、ベルトの中にも小さな投げナイフが数本。さらに硬こう質しつの胸当てが心しん臓ぞうをかばうように戦闘服の胸の部分に配置されていて──はっきり言ってそれだけで、ライナがシオンから貰もらって使っていた、魔法騎き士し団だん専用の白鎧とローブがあわさった戦闘服よりも、遥はるかに重じゆう装そう備びに見えるのだが、実際はその、ローランドの魔法騎士の鎧の、半分の重さもなかった。


　その戦闘服をライナはしばらく見つめ、それから一度目を閉じる。再び開く。すると彼の瞳の中央に、奇き妙みような朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮かびあがってくる。


『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれる、特とく殊しゆな瞳。


　一目見ただけで、ありとあらゆる魔法を見み透とおすことができてしまう、なんていう便利な能力とは裏腹に、一度暴走すると周囲に殺さつ戮りくを撒まき散らしてしまうことから、誰もがその瞳を忌いみ嫌きらっていたはずなのだが、なぜか最近はシオンとかフェリスとかキファとか、そんな物好きな奴らが増えて、全然忌み嫌ってもらえない、めんどくさい瞳。


「…………」


　なんてことを考えて、ライナは少しだけ苦笑する。


　そしてその特殊な瞳で、彼はいま、手に持っている戦闘服を見る。


　するとその外套マントに描かれた魔法の術式や、さらに戦闘服の細部に施ほどこされた魔導処しよ理りがいったいなんなのか、すべてが一目でわかってしまう。


　だがそこに施されているのはローランドの魔法騎士専用の鎧に施されているものとそれほど性能の変わらない、対魔、対衝しよう撃げきの魔法だった。もちろんローランドの魔法体系による魔法ではないので、術式や発動方式は違うが、しかしほとんどローランドのものと同等の防ぼう御ぎよ魔法がかけられている。


　だがそこにさらに、重量を軽くするような類たぐいの魔法がかけられているはずだった。そうでなければ、この軽さでこれだけの重装備を作りだすことはできないはずだった。


「…………」


　が、しかし、ライナが見る限かぎり、その戦闘服に、重量を操そう作さする類の魔法がかけられているようには見えなかった。


　というか、


「……重力操作なんて魔法、いまの魔導技術じゃ無理だしな。ってことはたぶん」


　この戦闘服は、勇者の遺物の技術が投入されて作られている、ということになる。


　それが重量を操作する遺物なのか、それとももう、この軽い戦闘服自体が、勇者の遺物の一種なのか。


　どちらにせよ、


「……もう、ローランドもガスタークもヴォイスも、勇者の遺物を使いまくって戦争してんなら、俺もその知ち識しきを増ふやさないと、戦争なんてやってらんねぇな」


　と、ライナは呟いた。


　戦いの基本は、自分たちがどんな力や兵器を持っていて、そして敵てきがどんな力を持っているのか？　それを把は握あくすることから始まるのだ。


　それがわからずがむしゃらに戦いを挑いどむのは、勇者か馬鹿だけ。


　つまり今回のこの、ガスタークが持っている強大な兵器がいったいどれぐらいの威い力りよくなのかいまいちわかってないのに戦争に突とつ入にゆうするのは、


「馬鹿ってことだ」


　と、彼はうめくように言った。


　そして馬鹿なのをわかっていても、この戦争に参加しなければならないのだという。それも仲間たちの命まで背負って参加しなければならないのだという。


　もう、そのことを考えるだけでライナはあまりのめんどくささにどっかに昼ひる寝ねをしにいきたくなるが、


「……ああ、ああもうほんと、めんどくせぇことばっかでやんなるなぁ」


　とぼやきながら、彼はその戦闘服を着る。


　そして馬車から出る。


　すると馬車の外には、もう一人、男が増えている。


　背の高い、三十代半ばくらいの男。


　鍛きたえあげられた体に、重そうな緑色の甲かつ冑ちゆう。鋭するどい眼がん光こう。その鋭い瞳で男は北の大地を見つめている。


　北の、ガスタークがいるであろう場所を。


　その男──中央三大国の一つ、ゲイルフィックラント帝てい国こくの王、グラフド・エブルルドの姿すがたを見て、


「ありゃ、大国の王様が一人でこんな前線にきていいのかね」


　とライナが言うと、それにエブルルドがこちらを見る。そして笑みを浮かべ、


「目上の人間には、敬けい語ごを使うものだぞ、ガキが」


　なんて怒おこられてしまって、それにライナがなにか言おうとしたところで、横からヴォイスがエブルルドに頭を下げ、


「申しわけありません、エルブブド陛へい下か。しかし一応あれでも、我われらが王なので」


「ん？　王同士は対等だとでも言いたいのか？　領りよう地ちもないような反ローランド帝国連合の統とう領りようが、ゲイルフィックラントの王である、この私と？」


　なんてことを言ってきて。


　それにヴォイスはさらになにか言おうとする。少しだけ緊きん張ちようしたような顔になって言葉を発しようとするが、しかしエルブブドはそれを遮さえぎり、


「良い。冗じよう談だんだ。私が軍人あがりの王ということで、上下関係に厳きびしいと思っているかもしれないが、私はそんなお堅かたい人間じゃないよ。戦場では誰もが平等だ。死んだ奴やつが負けで、最後まで立っていた奴の勝ち。シンプルだろう？」


　そう言ってから再ふたたび、エルブブドは北を見て、


「そしていまから行う戦争で、その魔ま眼がん保ほ持じ者しやのガキが役に立つというのなら、どんな口調でもかまわんよ。ゲイルフィックラントの民を殺したガスタークの兵を、一人でも多く殺してくれるんならな」


　と言ってから、エルブブドはこちらを見る。ライナの、瞳を見つめる。いや、その瞳の奥おくにあるであろう、化物の証あかしを見つめ、


「で、どうだ？　おまえはやれるのか？」


　という問いに、しかしまた、ライナではなく、ヴォイスが答えた。


「もちろんでございます、陛下。以前にお話しいたしました、ストオルを降くだすときに使ったガスタークの兵器を……」


「こいつが止めることができる？」


「はい」


「以前、まだ私が軍にいたころに始末した『複写眼アルフア・ステイグマ』には、それほどの力はなかったが……」


　するとそれにヴォイスはうなずき、


「そうですね。通常はありません。しかし、我らが王は特別なので」


「……特別、か」


　と、そう言って、再びゲイルフィックラントの王は鋭い瞳でライナをにらみすえる。それから、


「ヴォイス・フューレル」


　と、ヴォイスの名を呼ぶ。


　それにヴォイスは頭を下げる。


「なんでしょう」


「もしこいつが特別だ、という言葉が噓うそだったなら」


「はい」


「おまえを殺す。おまえに連なる一族郎ろう党とうも、すべてだ」


　という言葉に、ヴォイスは笑みを浮かべ、


「かまいません」


「ふむ。つまりそれほどの自信があるということだな」


「はい」


　その答えに、エルブブドは再びライナを見ると、


「汚けがらわしい魔眼保持者の分際で、ずいぶんと信用されたものだな。だが、いいだろう。自信がなければこんなふざけた戦いくさには参加できない。つまりは勝算がおまえらにはあるわけだ」


　するとヴォイスが、


「大国ゲイルフィックラントの本隊が動いているのです。負けようがないでしょう」


　なんてことを言う。


　しかしそれにエルブブドはヴォイスをにらみ、


「ストオルの戦については、私もすでに調べさせている。この戦はそんな簡かん単たんなものではない」


「ええ、ですから我々がいます」


　という言葉に、エルブブドは笑みを浮かべてヴォイスを見つめ、


「そうだな。そのためにおまえらがいる。ガスタークの使う兵器を止めることができると言って取り入ってきた、おまえらがいる。ガスタークとの戦のお手伝いをさせてくださいと取り入ってきたわりには、南方からは我らゲイルフィックラントを攻せめる準じゆん備びをしているおまえらが、私の前にいる」


　そう言ってエルブブド王は手をあげる。


　するといつの間にやら周囲を、ゲイルフィックラントの緑の甲かつ冑ちゆうを着き込こんだ魔法騎き士したちにとり囲まれてしまっている。


　それにライナはヴォイスのほうを見て、


「おまえ……」


　と、言った瞬間、エルブブド王が続けた。


「おっと、その様子だと魔眼保持者はこの話を聞かされていなかったのかな？　まあ、人間が魔眼保持者を信用するはずがないしな。所しよ詮せんおまえは傀かい儡らいの王だろう？　なら、いまは発言するな。私はこの、詐さ欺ぎ師しの一族の末まつ裔えいと話している」


　そう言って、エルブブドはヴォイスを見下ろす。その瞳には、殺気すら込められている。子こ供どもを相手にしているのに、まるで隙すきのない、怖おそろしいほどの圧あつ力りよくを持った、殺気。


　だがそれを、ヴォイスはあっさり受けながし、相変わらずのとぼけたような顔で、


「あらぁ、バレてたんですか。では部下と連れん絡らくが取れなくなったのも……」


　するとエルブブドはうなずく。


「南方に集められていた兵は、すべて拘こう束そくした」


「拘束？　それは、よかった。殺してないんですね」


「いまはまだ、な。だがおまえがガスタークの兵器を止められなかったら、あらためて殺す」


　それにヴォイスは笑みを浮かべ、


「しかし私がガスタークの兵器を止められなければ、どうせあなたも……」


「死ぬか？」


「ええ」


「だが問題ないな。私が死んでも、私の兄弟がこの国の王の座ざにつくだけだ。そしてその兄弟がおまえの仲間を殺す」


「そうですか」


「そうだ」


「しかしその人ひと質じちにはやはり、意味がありません。私は仲間を殺されることに、それほど痛いたみを感じませんから」


「そうかな？」


「ええ。それともそれを証明してみせましょうか？　いま、目の前で仲間を一人、殺してお見せしましょう」


　なんてことを、ヴォイスは言う。


　それにエルブブドは、ヴォイスの瞳の奥をのぞきこむように見つめたまま、言った。


「……ふぅん。どうやら駆かけ引きじゃないようだな。おまえは本当に仲間を平然と殺せる……気味の悪いガキだ」


　するとヴォイスはまた笑う。


「戦せん乱らんの世ですからね。そんなガキも生まれてきますよ」


「で、そのガキはなにを望んでここにいる？　ゲイルフィックラントを混こん乱らんさせることか？　だがそれはもう失敗したぞ。南方の兵は、すでに拘束されたからな」


　という言葉に、しかしヴォイスは笑って、


「別にゲイルフィックラントを混乱させようだなんて思っていません。最初はガスタークとぶつかって弱ったゲイルフィックラントを襲おそって、その領りよう土どと資し源げんを奪うばおうと思ったんですが、しかし、ガスタークが思っていたよりも遥はるかにまずい相手だったので、ゲイルフィックラントに加か勢せいすることにしたんです」


「と、いうのを信じろと？　本当はガスタークからのまわし者なんじゃないか？」


　その問いに、やはりヴォイスは動じない様子で答える。


「ストオル帝国を潰したときに使った兵器があれば、ガスタークはそんなまわりくどい真ま似ねはしないでしょう？」


「ならエルトリア共和国はどうだ？　レムルス帝国からの間者スパイの可か能のう性せいもある。そうじゃなくてもこの、反ローランド帝国連合軍という集しゆう団だんは、かつてはレムルスからの援えん助じよを受けていたと聞い……」


　しかしその言葉を遮って、


「もうくだらない問答は、やめませんか？　どうせ私たちの素す性じようはすでに調べあげ、さらに私が配置した仲間も、あなたの合図ですぐに拘束できるようになってるんでしょう？」


　と、ヴォイスが言うと、


「…………」


　その言葉に、エルブブドは言葉を止めた。


　それを確認してから、ヴォイスは続ける。


「しかしあなたはそれをしない。それは私たちが持っている、ガスタークが使う兵器を止めることができる力に、期待しているからだ。なら、そのまま期待していてくださいよ。私たちはガスタークの兵器の力を止める。その間にあなたがたゲイルフィックラントはガスタークの兵の息の根を止める。で、この戦に勝った場合の取り分ですが……それも大半をゲイルフィックラントに献けん上じようしますから、あなたがたがいかに優ゆう位いに立っているかをそれほど強調しなくても、大だい丈じよう夫ぶです」


　と言うと、そこで初めてエルブブドの表情が和やわらぐ。


「……頭のいいガキは、調子に乗ると手に負えないからな」


「最初のうちにガツンとやって、身の程ほどをわきまえさせておく？」


「そうだ」


「褒ほめ言葉ですよね？」


　するとエルブブドは笑って、うなずいた。


「そうだ。調べれば調べるほど、おまえが作っている反ローランド帝国連合軍は、得え体たいが知れないしな。だがそれでもまだ……」


「あなたがたに逆さからえるほどの規き模ぼではない。重々承しよう知ちしております」


「わかってるのなら、いい。さて、ならそろそろ始めるか。我らの本隊はガスタークを潰つぶしにいく。おまえら反ローランド連合軍にも少し兵をわけてやっても……」


　が、ヴォイスは首を振ふった。


「我々には我々の、やり方がありますので」


「そうか。だが見み張はりの兵はつけるぞ……」


「御ご随ずい意いに」


「よし、ならこれで話は終わりだ」


　そう言って、エルブブドは踵きびすを返す。そしてゲイルフィックラントの兵のもとへと、戻っていく。


　それを呆ぼう然ぜんと見つめながら、ライナは小声で、


「おまえがこそこそやってた計画、ピアたちだけじゃなく、ゲイルフィックラントの王様にもバレてんじゃねぇかよ」


　と言うと、ヴォイスは笑って、


「さすがにいまのはちょっと、スリルありましたねぇ」


「スリルですむ話じゃねぇだろ。一歩間ま違ちがったらガスタークと戦う前に全員、ここで殺されてたぞ」


「ですねぇ」


「いや、ですねぇじゃなくてさぁ」


「ですがまあ、生き残った。きっと神さまが私たちに、ガスタークと戦えと言ってるんでしょう」


「ってそれ、どの神さまだよ。おまえ神さまなんか信じてないだろ」


　と言うと、ヴォイスは心外だと言わんばかりの顔で、


「信じてますよ。お金をくれる人が、僕ぼくの神さまです」


「あ～そうですか」


「そうです。さて、じゃあ私たちもそろそろ、この戦争をお金に換かえにいきますか」


　そう言って、ヴォイスは再び、北の大地を見る。


　するとその大地の先に、さっきまでは見えなかった砂すな煙けむりが見える。


　信じられないほど広こう範はん囲いに広がった、砂煙。おそらくその、向こうにいるのは、数十万の兵だ。


　ガスタークの兵、数十万。


　ゲイルフィックラントの兵、百数十万。


　そしてヴォイスがここに無む理り矢や理り連れてきた、反ローランド連合軍＆元ネルファ皇こう国こくの兵、三万。


　あわせて二百万近い人間が、ここで殺し合いをしようとしている。


　それにライナは、


「ったく、いったいどんだけ人が死ぬのか、見当もつかねぇな」


　と、うめくように言ってから、横のヴォイスに目を向け、


「で、作戦は？」


　と聞いた。


　するとヴォイスはこちらを見上げ、あっさり、


「立ててません」


「っておまえ、まじで殺すよ」


「あはは。まあ、これほど大規模な戦せん闘とうでたかだか三万の兵しか持っていない私たちができることは、少ないですしね。せいぜい、コトが起きるまでは、なるべく死なないようにする、くらいですか？」


　その言葉に、ライナは目を細める。


　ヴォイスの言う、コト、というのは当然、あれだ。


　ガスタークが使うという、何十万──いやもしかすると数百万もの人間を一いつ瞬しゆんで消し飛ばせるほどの威い力りよくを持った、兵器の発動のことだ。


　その発動を見はからって、ライナが瞳ひとみを使ってなにかをやる。それがなんなのかはライナ本人にもわからないのだが、でも、とにかくなにかをやる。


　そうするとガスタークの兵器の発動が止まり、ガスタークは兵器による優ゆう位い性せいを失って、一気に兵力で勝まさるゲイルフィックラントに追い返されてこの戦争は終結する。


　という、筋すじ書がきなのだろうが。


　するとそこで、横からトアレが近付いてきて、


「つまりはその、コトが起きるまでの間は、なるべく逃にげまわって戦闘をしないほうがいい、ということですかね？」


　と、言った。


　しかしそれにはヴォイスが首を振る。


「それがそうもいかないんですよねぇ。ガスタークは数十万を殺す兵器の他ほかにも、私が保ほ有ゆうしているものと同じような数万単位の命を奪うばう『忘却欠片ルール・フラグメ』をいくつも保有している。それを使われてしまうと、ゲイルフィックラントは、ガスタークに例の兵器を使わせる前に負ける可能性がある」


　という言葉に、ライナはその、勇者の遺物が──『忘却欠片ルール・フラグメ』と呼ばれる破は壊かいの兵器が人間に使われてしまったときに起きた出来事を、思いだした。


　それはもう、ほんのついこの間の出来事だった。


　ライナとトアレが引き連れたネルファの民たみや兵、数万に対して、ローランド軍がその、勇者の遺物の一つを使ったのだ。


　そしてそれだけであっさり、ネルファの民は半分になってしまった。


　残りの半分は、消し飛んだのだ。


　たった一発で、何万人もの命が奪われてしまって。


「…………」


　だがその力がまた、この戦争では使われようとしているのだという。


　いや、その力を使うのが、これからの戦争ではまるであたりまえかのようだった。


　ローランドも、ガスタークも、ヴォイスも、その勇者の遺物を使う。人が使っていいとはとても思えないような、凶きよう悪あくな破壊の力をあっさり使う。


　おまけにガスタークはそれを上回るような兵器まで持っているという。


　その兵器の前では、人はまるでゴミのように消し飛んでしまうのだという。


　それにライナは、


「……完全に、狂くるってるな」


　と、呟つぶやくように言った。


　するとヴォイスがうなずく。


「そうです。完全に狂ってる。さらにその中でも、ガスタークがいま持っている力が少し、異お常かしい。だから私たちはそれを止める必要が……」


　が、しかしそこで、ヴォイスは言葉を止め、そして、


「まあ、もうごたくはいいです。そろそろゲイルフィックラントの本隊も動きだすようですし、私たちもここからどうするか、決めないと」


　すると確たしかに、ゲイルフィックラントの兵たちの間に、魔ま法ほうによる伝信がまわっているようだった。そして百万を超こえる大軍団が、まるで巨きよ大だいな竜りゆうが頭を起こしていくかのように、ゆっくりと動きだす。


　それを見て、フェリスが、


「……戦争が始まるのか？」


　と、言う。


　それにライナはうなずく。


「ああ」


「イリスや、アルアやククは、逃にがせないのか？」


　という問いに、ライナは首を振る。


「だめだってさ」


「そうか」


「そう」


「なら、頑がん張ばるしかないな」


　その言葉にライナはうなずき、


「ああ、そうだな」


　と、言う。


　それからヴォイスを見て、


「んで、俺が指し揮きを執とんのか？」


　すると彼はうなずく。


「王様ですから」


「王様がこんな前線に出るかよ」


「エルブブド王は出てるようですが？」


「馬ば鹿かなんだろう」


「あはは」


「ま、とりあえず、いくぞ。いまから動くと、ガスタークの本隊とぶつかるのは？」


「昼ごろでしょう」


「昼ってーと、二時間後ぐらいか」


「向こうの動きにもよりますが、向こうもこちらに向かってきていれば、二時間後」


　それにライナはうなずいてから、


「よし、じゃあその二時間の間に……」


　しかしその言葉だけで、ヴォイスはライナがなにを言おうとしているのかわかったようで、言ってくる。


「ええ、私たちが保ほ有ゆうしている『忘却欠片ルール・フラグメ』の数と、その使用方法についてみなさんにお教えします。そしてこれがきっと、最初の事例になるでしょう。『忘却欠片ルール・フラグメ』を使う国同士が本ほん格かく的にぶつかった、最初の戦争に──」


　そう言って、やはりヴォイスは楽しげに笑う。なにがそんなに楽しいのか、本当に嬉うれしそうに笑う。


　もちろんこいつは詐さ欺ぎ師しなので、本心ではどう思っているのかはわからないが、しかし、少なくとも他の仲間たちは、あまり明るい顔をしているようには見えなかった。


　戦争が始まる。


　戦争が始まる。


　人が死ぬ、戦争が。


「…………」


　しかしそれにライナはなぜか。


　なぜか、少しだけ懐なつかしい気分になってしまっていた。


　そして思いだすのだ。


　それはまだ、彼がローランド帝てい国こく王立軍事特とく殊しゆ学がく院いんの学生で。


　そばにはシオンやキファがいて。


　ファルや、トニーや、タイルが生きていて。


　そして言うのだ。


　戦争が始まる。でも俺おれたちは大丈夫だ。なんせシオンがいるからな。シオンに任まかせとけば、前戦には出なくてすむんだ。いやーほんと、俺たちシオンについてきていて、よかったな、なんて、


「…………」


　みんなで笑い合っていたのに、なぜかファルも、トニーも、タイルも死んだ。


　キファは泣いて。


　シオンも、いつの間にか遠くへいってしまった。


　だがそれでも、当時のことを彼は少しだけ思いだす。


　酒場でみんなで騒さわいだことや、くだらない任にん務むにかりだされたことを思いだす。そのころの夢ゆめだって、たまに見る。


　そしてまだそのころは、シオンの笑顔にも陰かげがなかったのを思いだして、彼は少しだけ、微笑ほほえむ。


　結局は戦争がなにもかもだめにしてしまったが。


　しかし、


「……そう何度も、おまえらのいいようにさせねぇぞ」


　と、彼は呟く。


　その、おまえらというのがいったい誰なのかは、自分でもわからない。


　放っておくとどんどん悪い方向にばかり進んでしまって、シオンを追い詰つめていったこの世界に対してか。


　それとも争うことをやめることができない人間に対してか。


　それともいつも呪のろわれたこの瞳を言い訳わけにして、親友が追い詰められているのにも気づかず、仲間が泣いているのにも気づかず、ずっと逃にげ続けてきた自分に対してか。


　それはもう、わからないが、しかし、


「……今回はそんなふうにはさせない」


　と、彼は思う。


　少なくとももう、逃げないと、そう誓ちかう。


　もちろんいくら強く誓ったとしても、戦争はいつもひどくて、すぐに心が折れて逃げだしたくなってしまうのだけど。


　それでも今回は、


「誰だれも死なせない」


　と、彼は自分に言いきかせるようにそう言うと、それにヴォイスが、


「頼たのもしいですねぇ」


　なんて言って。


　トアレもうなずき、


「お手伝いします」


　なんて言って。


　フェリスは他の奴やつらがいる前ではいつも興きよう味みなさそうな顔をしているが、実は意外と、いろいろ考えている。


　イリスやアルアやククを巻まき込こんでしまったのは最悪だが、しかしもう、頑張るしかない。


　そしてキファは。


「…………」


　しかしそこで、ライナは目をぐるりと回す。だがなぜかその場に、キファがいなくて、


「あれ、キファは？」


　と聞くと、他の面々も首をかしげ、そしてヴォイスが、


「トイレでしょうか？」


　と言う。


　するとライナたちが戦闘服に着がえた馬車の後ろから、


「トイレじゃないよ！」


　と、ちょっとだけ顔を赤らめたキファが飛びだしてきて。


　それにヴォイスが聞く。


「またまた、顔が赤くなってますよ」


「いやほんと、違うから」


「じゃあなにしてたんですか？」


「ん～？　ちょっとね～ん」


　と、意味深げな笑みを浮かべる。


　それにライナもなにか聞こうと思うが、しかしもう、あまり悠ゆう長ちようにしている時間はなさそうだった。


　二時間で、『忘却欠片ルール・フラグメ』の使い方を覚え、そしてそれを使った戦せん略りやくを練る必要がある。


　なので、


「じゃあ、動くぞ」


　と、ライナは言った。


　それからヴォイスと、トアレのほうを見て、


「とりあえずはゲイルフィックラントの兵たちの中央あたりにまぎれて、進もうと思うんだけど」


　と言うと、二人はそれにうなずく。


　続いてヴォイスが部下のレイルカに。


　トアレがセルエス少しよう将しようにそれぞれ命じると、すぐに兵が動き始める。


　それを確かく認にんしてから、


「んじゃま、めんどくせぇけど、頑がん張ばりにいくか」


　とライナが言って。








　そして戦争は、あっさり始まってしまった。




　第二章　英えい雄ゆう王おう







「どうやらゲイルフィックラント帝てい国こくと、ガスターク帝国がぶつかるようです」


　と、部下の一人が言った。


　その部下のほうへと、ローランド帝国王──シオン・アスタールは目を向けた。


　気高さを感じさせる銀の長い髪かみに、強い意思と、憂うれいが宿った金の瞳ひとみ。


　その瞳で彼は、部下を見つめる。


　そこにいたのは、ひどく冷たい瞳を持った男だった。長く黒い髪に、まるで闇やみの底を見ているかのように暗い、冷たい瞳。


　帝国軍中将、ミラン・フロワードだ。


　そのフロワードが、言う。


「ついに中央で火の手があがりました」


　それにシオンはうなずく。


　それから彼は、地面の上に置かれた机つくえに目を向ける。するとそこには地図が載のせられている。


　この、メノリス大陸の全体を描えがいた、地図だ。


　その地図に描かれている大陸は、北大陸、中央大陸、南大陸の三つの地ち域いきに分かれており、北大陸についてはすでに、ガスタークが平定してしまい、さらには中央大陸の、エロン神都へと侵しん攻こうを始めた、というところまではシオンも把は握あくしていたのだが、いま、フロワードが言ったことが本当なら、すでにそのエロン神都を降くだし、さらに前に進んだのだろう。


　それにシオンは、


「……少し、出で遅おくれたか？」


　と、聞いた。


　しかしその言葉に、部下は首を振ふる。赤い唇くちびるに薄うすい笑みを浮うかべ、


「大だい丈じよう夫ぶでしょう。ゲイルフィックラントは大国です。ガスタークがそう簡単に、あの大国を崩くずせるとは思えません」


「だがガスタークは『忘却欠片ルール・フラグメ』を使うぞ？」


「それでも、です。いえ、すでにゲイルフィックラントも『忘却欠片ルール・フラグメ』の存そん在ざいについては、気づいているでしょうし」


　それにシオンはうなずく。


「ぽっと出の小国に過すぎなかったガスタークに、北大陸の覇は者しやストオル帝国が滅ほろぼされてしまった、という情じよう報ほうは、世界中を驚おどろかせたからな」


　しかしそれは、すでにほとんどの国があの戦争についての調ちよう査さをした、ということになる。いままでは知られていなかった未知の兵器が急に世界に溢あふれだし、戦争の仕組みががらりと変わってしまったという事実を、ほとんどの国が知った、ということになる。


　そして調査を始めた。


　一いつ斉せいに『忘却欠片ルール・フラグメ』集めが始まった。


　だから他の国が『忘却欠片ルール・フラグメ』を揃そろえ、そしてその使い方を把握する前に、国を大きくする必要があった──


「…………」


　と、シオンは机に置かれた地図へともう一度目を向ける。


　しかし今度は、南大陸へ。


　かつてはローランド帝国以外に、エスタブール王国、ルーナ帝国、ネルファ皇こう国こく、カッスラー自治聖せい都と、アリ南方国、ウルド民管区と、七つもの国がひしめいていた南大陸も、いまはすべて、ローランド帝国の支し配はい下かとなってしまっている。


　世界が『忘却欠片ルール・フラグメ』に完全に気づく前に、そこまでたどりつくことができた。


　今後はそううまくはいかないだろうが、しかし、


「……ぎりぎり、間に合ったか？」


　と、シオンは呟つぶやく。


　そして顔を上げる。


　ちなみにいま、彼がいるのは、南大陸の中でも一番北に位置する国──その国こつ境きようが中央大陸の国に触ふれている場所だった。


　少し前まではアリ南方国と呼よばれていた場所の、さらに一番北にある平原。


　ここをさらに北上すれば、そこはもう、中央大陸の国の一つ、ベリス主国の領りよう地ちに入る。その平原にいま、シオンはローランドの軍ぐん勢ぜいを配置していた。


　すでにベリスに対しては降こう伏ふくするよう使者を出しているのだが、しかしまだ、その返事はない。


　返事の期き限げんは今日の正午。


　正午までにベリスが降伏しなければ、ローランド軍は中央大陸へと進軍を始めることになっている。


　もし仮かりにベリスが降伏勧かん告こくを無む視しして逆さからい、さらに『忘却欠片ルール・フラグメ』も手に入れていて、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使いあうような戦争になってしまったとしても、それはそれで、たいした問題ではなかった。


　お互たがいが『忘却欠片ルール・フラグメ』を使いあった場合、その戦争の結果は通つう常じようの戦争と変わらなくなる。


　つまりより数の多い、より強い兵を持っているほうが勝つのだ。


　そしてベリスには、いまのローランドほどの力はない。


　いや、すでに南大陸全土を平定してしまったローランドと戦えるような国はもう、中央の三大国か、ガスタークくらいしかないだろう。


　だからローランドが気にすべきなのは、いままさに目の前で剣を交えようとしているベリス主国などという小国ではなく、その隣となりにある大国、レムルス帝てい国こくのはずだった。


　当然シオンはそのレムルスと戦争を始めるために準じゆん備びをし、相当の犠ぎ牲せいを払はらう覚かく悟ごをしていた。


　だがどういうわけかそのレムルス帝国が、ローランドとは争いたくないという旨むねの親書を送ってきたのだ。再ふたたび戦乱に突入しようとしているこの中央大陸において、ローランド帝国のような勢いきおいのある国とはぜひ、手を結んでおきたいと。


　そしてそれを、ローランドも受け入れた。いま、大国同士で争うのは、得とく策さくではなかった。いずれ敵てきになるとしても、まだ、他に大きな敵はいくらでもいるのだ。


　ゲイルフィックラント帝国に、エルトリア共和国、ガスターク帝国。


　その三つの国と戦うにしても、ローランドとレムルスが手を結ぶ、というのは、いい話だとシオンも思った。


　なによりレムルスと手を結ぶことができれば、中央大陸への進出がかなり楽になる。


　レムルスと戦わずに中央大陸に進出できれば、エルトリア共和国は遥はるか北西に位置しているからしばらく出会うこともないだろうし、ゲイルフィックラントにおいては現げん在ざい、ガスタークとの戦に忙いそがしい。いまならレムルスと結んで攻せめたてれば、簡単にその領土を奪うばうことができるだろう。


　このままベリスを潰つぶし、ガスタークよりも早く、中央大陸に進出する。


「…………」


　シオンは地図の上に置かれた、コイン状じようの駒こまを指で動かす。


　その駒はローランドの軍勢をあらわしている。そしてその駒を、彼はベリス主国──ではなく、レムルス帝国のほうへと、動かす。


　するとそれにフロワードは笑みを浮かべ、


「ああ、やはり陛へい下かも、レムルスからきた同どう盟めいの要よう請せいは……」


　その言葉に、シオンはうなずいた。


「計けい略りやくだろう。レムルスが俺おれたちの中央大陸進出をあっさり許ゆるすとはとても思えない……」


「ではベリスと結んで？」


　するとそこに、もう一人の部下がやってきた。


　背せの高い、がっしりとした体つきの男。燃もえるように赤い髪かみと瞳ひとみを持った、戦場の死神と呼ばれている男。


　クラウ・クロム元げん帥すいだ。


　そのクラウがシオンのほうを見て、


「時間だ」


　と、言う。


　それにシオンは空を見上げる。


　すると空は雲一つなく、抜ぬけるような青い空の中央に、目が眩くらむほどの強い光が輝かがやいていて。


「正午か」


「ああ」


　と、クラウがうなずく。


　それにシオンはクラウのほうへ目を向け、


「で、ベリスからの返事は？」


　と聞く。


　するとクラウは首を振る。


「ないな」


「じゃあ」


　と、シオンが言うと、それにクラウは後ろを振り返る。そしていまは無人の国こつ境きようの先を見つめ、


「馬ば鹿かどもが、国境の向こうに兵を配置し始めやがった」


　と、言う。


　するとそれに、フロワードが笑みを浮かべる。それからその冷たい目線を、クラウの後方へと向ける。


　するとそちらにはもう二人、クラウと並ならぶ帝国軍元帥の地位についてる男がいる。


　一人はかつてエスタブール王国の大佐だった男だ。年はクラウとほぼ同じぐらい、二十四、五といった年ねん齢れい。細かく編あみ込こんだ茶色い髪に、やはり茶色の瞳。少しだけ皮肉げに歪ゆがんだ顔。


　バユーズ・ワイト元帥。


　そしてもう一人は、そのバユーズやクラウ、フロワードよりももう少し年上の男だった。


　きっちりとローランドの軍服を背せ筋すじを伸のばして着込み、厳きびしい、いや、険けわしいとさえいえるほどの鋭するどい表情。


　ラッヘル・ミラー元帥がその、フロワードの目線に応こたえて、言った。


「レムルス帝てい国こくに潜せん入にゆうさせている部下からの報ほう告こくでは、レムルスにはローランドを陥おとしいれようとしている様子は、いまのところはなさそうだ、と、報告を受けているが」


　するとそれにフロワードはミラーを見つめ、


「……が、なんですか？」


　それにミラーが応こたえる。


「この状じよう況きようでレムルスを信用する奴やつは、馬鹿だ」


　その言葉に、フロワードは薄く笑って、うなずく。


「私も同意見です。おそらくはベリスを攻め、私たちの戦線が伸びきったところを横から突ついてくるでしょう。もしくは旧きゆうウルド民管区の領土のほうから、攻めてくるかもしれない。どちらにせよレムルスは、私たちが隙すきを見せるのを待っている。おそらくはベリスとも結んで……」


　が、それはミラーが否ひ定ていする。


「いや、ベリスとは結んでいない」


「なぜわかるんです？」


「部下がそれについても裏うらを取った。ベリス主国がゲイルフィックラント帝国、レムルス帝国、両国に応おう援えんの要よう請せいをしたが、両国とも断ことわっている」


「という話を、あなたは信じると？」


　というその言葉に、ミラーは珍めずらしく笑みを浮かべる。見下すような目でフロワードを見つめ、


「おまえよりも優ゆう秀しゆうな男がそう報告してきたからな」


　なんてことを、言う。
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　それにフロワードはしかし、別に怒おこるでもなく、あっさりうなずくと、


「……ルーク・スタッカート軍ぐん曹そう、ですか」


　と、呟く。それからなにかを考えるような顔になり、再びシオンのほうを向くと、


「レムルスがベリスと結んでいないとなると、おそらくは旧ウルド民管区のほうから攻めてく……」


　が、そこで突とつ然ぜんフロワードの言葉が、止まる。そのまま彼は空を見上げる。


　するとさっきまで晴れ渡わたっていた空の青さが、急きゆう激げきにその色を失い始めていて。


　天が、空気が、大地が、みるみるその光と姿すがたを失っていき、周囲に闇やみが広がり始める。


　それにシオンも空を見上げ、


「『魔獣消しエルアムス』か……」


　と、呟く。


　それは光を吸収し、破壊を生みだす『忘却欠片ルール・フラグメ』が発動したときの現象だった。


　それにシオンが、


「反魔カウンターは？」


　と聞くと、それにバユーズが応える。


「間に合います。『忘却欠片ルール・フラグメ』を一つ消費しますか？」


　それにシオンはうなずく。


　するとバユーズが部下になにかを命じる。するとすぐに、反魔カウンターが始まる。


『魔獣消しエルアムス』を打ち消すための『忘却欠片ルール・フラグメ』が使われ、急激に空に光が戻もどる。


　それにシオンは、


「……いまの攻こう撃げきは、どこからだ？　ベリスか？」


　と聞くが、それに部下が応える前に、すぐに答えが目の前に現れる。


　再び空が、暗くなり始めたのだ。


　それもその闇の中心は、どうやら西側にあるようで。


　おそらくそれは、北西──レムルス帝国がある方角からの、攻撃だった。


　それにクラウが言う。


「二発目がくるな」


　続いてフロワードが笑みを浮かべ、


「しかしまだ、いまいちきちんと彼らは『忘却欠片ルール・フラグメ』の使い方を把は握あくしていないようですね。こんな距きよ離りで放っても、反魔カウンターが間に合ってしまう。こんな使い方をしていては、『忘却欠片ルール・フラグメ』がいくらあっても足りない」


　しかしその言葉に、ミラーが暗くなった空を見上げたまま、


「もしくは無む駄だ撃うちしても惜おしくないほどに大量の『忘却欠片ルール・フラグメ』を所有しているか、だな。どちらにせよ、戦場で相手を侮あなどる愚おろか者は、すぐに死ぬぞ？」


　その言葉に、フロワードはミラーのほうを見て、その目を細める。


「……そうですね。肝きもに銘めいじておきましょう」


　とそこで、バユーズがシオンのほうを見る。それにシオンはうなずく。するとまた、すぐに反魔カウンターが行われる。


　闇が払はらわれ、再び空に光が戻る。


　しかしその闇が払われた先に現れた景色は、さっきまでとはまるで違った。


　さっきまでは誰だれもいなかった平原に、見み渡わたす限りの軍勢が迫せまってきている。


　まるでどこからか瞬しゆん間かん移い動どうでもしてきたかのように、地平線の向こうに突とつ如じよ、軍勢が現れて。


　それにシオンが、


「『万翠の視フオークレム・エンハンス』を」


　と、言う。


　しかしそれに、


「使う必要ないですよ。あれは蜃しん気き楼ろうです」


　という声が、背はい後ごから上がる。


　それはまた、別の部下の声。


　それにシオンが振り返ると、そこには馬に乗った、二は十た歳ちそこそこの若わかい男がいる。緩ゆるやかなウェーブがかかった金色の髪に、愛らしい碧へき眼がん。


　カルネ・カイウェル少将。


　そのカルネを見て、クラウが言う。


「ああん？　なんでおまえがここにいる？」


　するとそれにカルネは悪戯いたずらが見つかってしまった子こ供どものようにぺろっと舌したを出して、


「いやそれが、もう、ボロ負けしちゃいまして」


　その言葉に、シオンはカルネの体を見る。


　すると彼が着ている軍服は、いたるところが泥どろと、血で汚よごれているのがわかった。おまけにその表情も、愛あい嬌きようたっぷりに舌を出してみせてはいるが、いまいち暗い。


　ちなみにカルネにはいま、制せい圧あつしたばかりのウルド民管区の統とう治ちを任まかせておいたはずなのだが。


　それにフロワードが、


「ウルド民族の革命クーデターにやられたわけじゃあ、ありませんよね」


　そう聞くと、カルネは当然でしょうとばかりにうなずく。


「二十万も兵を貰もらって、ウルドの残ざん党とうにやられたりはしませんよ」


「ではやはり、レムルス帝てい国こくですか？」


　という言葉に、カルネはうなずく。申し訳わけなさそうな顔でシオンを見て、


「すみません、シオンさん。仲間の大半を失いました」


　なんてことを、言う。


　だがそれは、とんでもない話だった。


『忘却欠片ルール・フラグメ』を持ち、さらには二十万もの兵を運用して旧ウルド民管区の砦とりでに詰つめていたはずのカルネをあっさり撃げき破はしてのけたのだ。


　さらにはその事実を、レムルスに潜せん入にゆうさせているはずのルークから隠かくし、それどころか、その旧ウルド民管区のすぐ隣りん国ごく、旧アリ南方国に軍を配置していたシオンたちにも気づかれないままに、もう、すぐ目の前に軍勢を配置している、などという離はなれ技わざは、とても人間のすることとは思えなかった。


　それにシオンは言う。


「レムルスは、俺たちがまだ知らない『忘却欠片ルール・フラグメ』を使うのか？」


　するとそれにカルネがうなずいた。


「はい。それも、いくつも……」


「いくつも？」


「ええ。特に幻げん覚かくを見せるようなものが多いようなんですが、それにいいようにやられてしまって」


　と、カルネは本当に申し訳なさげに言って。


　しかしシオンはそれに、首を振ふった。


「おまえは悪くない。よく生きて戻って、報ほう告こくしてくれた。休むか？」


　という言葉に、カルネは肩かたをすくめ、


「一昨日の夜から馬で走りっぱなしだったので、休めるような状じよう況きようなら休みたいんですが……」


　そう言ってから、西側の地平線の向こう側に突如現れた軍勢へと目を向けると、


「……あの軍勢は、蜃気楼です。ですが蜃気楼ということは、ちゃんとあの軍勢は他に存そん在ざいしています」


　それにシオンが、


「どこに？」


　と、聞くと、カルネがそのまま指を、シオンのほうへと向けて、


「シオンさんの、すぐ後ろに」


　なんてことを、言う。


　それにシオンは背後を振り向こうとする。他の部下の目も、シオンの背後へと向こうとする。


　だがそこで突然。


　カルネの指の先が光る。


「さよなら、シオンさん」


　と、言う。


　そしてカルネの指から、紫むらさき色いろの光線がシオンへと放たれようとして。


「……くそ」


　と、シオンがうめく。


　続いてフロワードがシオンを守るように、前に飛びだす。


　しかしその、誰よりも早く、クラウが動いている。


　馬に乗っているカルネのすぐ横まで跳とびあがり、その、腕うでを蹴けりあげる。さらに手刀を作り、カルネの首へと突つきだす。


　しかしそれをカルネは、あっさり防ふせぐ。クラウの半分しかなさそうな細い腕で、クラウの手刀を防いでしまう。
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　それにクラウはもう片方の腕でカルネの髪をつかみ、さらに足を馬の首に乗せて、鋭するどい笑みを浮かべる。


「……お～すげぇすげぇ。いまわりと殺す気でいったのに、こいつ防ぎやがった。ってことはてめぇ、本物のカルネじゃねぇな？　カルネはいまの攻撃は防げない」


　という言葉に、カルネはやはり愛あい嬌きようのある笑みを浮かべ、


「いやだなぁクラウさん。僕ぼくカルネですよ～」


　と、言いながら、クラウのほうを見る。その愛あい想そのいい瞳ひとみから突然、赤い液えき体たいが流れだし、光る。瞬間、瞳から赤い光線が飛びだして。


「おっと!?」


　しかしそれを、クラウは信じられないほどの反はん応のう速度で、かわす。


　さらにカルネは指をクラウへと向け、攻撃しようとするが、


「させねぇよ」


　と、クラウは馬の首に乗せていた足を一度上げる。そして強く下げる。すると馬の首ががくんっと曲がり、そのまま馬が気を失う。体勢を崩くずし、そのまま倒たおれる。


　それにカルネは、


「わわわわ」


　とか、やはりあまり緊きん張ちよう感のない声を上げて、馬から飛びのこうとするが、クラウはそれをゆるさない。つかんだ髪を引っ張り、馬に押おし付ける。するとそのまま馬が倒れてしまい、カルネの足が馬の下した敷じきになる。


　だが、それでもクラウは止まらない。カルネの両腕を折り、首をつかんで地面に押し付け、


「さて、カルネの偽にせ者もの君。いったいおまえが何者なのか、教えてもら……」


　が、クラウの言葉はそこで止まる。


　カルネの顔が、もう、カルネのものとは思えないほどいやらしい笑みを浮かべ、それから突然、皮ひ膚ふがどろりと溶とける。するとカルネの顔があった場所に、白い玉があり、それが強く明めい滅めつを始める。


　その玉にいったいどんな効こう果かがあるのかそれはわからないが、しかし状況を考えればなにが起こるのかは容よう易いに想そう像ぞうができた。


　だからクラウは、


「くそ、自じ爆ばくかよっ」


　とうめくように言い、それからシオンがいる場所を確かく認にんする。そしてカルネの首に生えた白い玉をつかみ、持ちあげる。そのままシオンがいる場所とは反対に、投げようとする。


　その、投げる直前にフロワードが言う。


「闇よ、有れ」


　そして細い指を伸のばす。その指にはめられた黒い指輪が一いつ瞬しゆん、きらめく。


　するとフロワードの足あし下もとに広がっていた影かげが、急に長く伸び、そしてそこから闇でできた狼おおかみのような形の獣けものが生まれる。


　その獣がカルネの形をしたナニかの首に喰くらいつき、そのまま体を喰い千切る。


　体を無くして軽くなった白い玉を、クラウはそのまま思いっきり空へ放ほうり投げ。


　さらにミラーとバユーズがそれぞれ、


「求もとめるは水雲〉〉〉・崩雨みすみ」


「我われ・契けい約やく文を捧ささげ・地を這はう精せい蛇じやの力を覆おおう」


　と、いつの間にか魔法を完成させていて、放っている。


　ミラーが生みだした魔ま方ほう陣じんの中央には水の塊かたまりが現れ、バユーズが空間に描えがいた光の文字は、地面の土を急激に盛もり上げ。


　そして水の塊は激流となって上空へと放たれ、さらに玉を押しあげ、地面の土は壁かべとなって盛りあがり、まるで屋根のように広がろうとした、刹せつ那な。


　玉が弾はじけた。


　瞬間、強い光が弾ける。それなりに大きな衝しよう撃げきと音が響ひびいて、周囲に破は壊かいを撒まき散らす。


　だがそれは、


「……思ってたよりは、小せぇ爆発だな」


　と、クラウは空を見上げて言った。


　それからバユーズが指をぱちんっと鳴らすと、盾たてになっていた土の塊がずぶずぶと崩くずれ、


「……カルネ・カイウェルが、裏うら切ぎったか」


　と、言って。


　それにクラウが笑う。


「あいつ、女をエサにされたらすぐに寝ね返がえりそうだしなぁ」


「案外、頭に筋きん肉にくしか入っていない先せん輩ぱいに愛あい想そを尽つかしたのかもしれんぞ？」


　という言葉に、クラウはバユーズへと笑顔を向けて、


「ああん？　そりゃ俺に喧けん嘩か売ってんのか？」


　と、言う。


　するとバユーズも、皮肉げな笑みを浮かべ、


「俺はいつもおまえには喧嘩を売ってるつもりだ」


「へぇ。んじゃここで殴なぐりあいでも……」


　が、それを遮さえぎってバユーズが言う。


「陛へい下か」


「っておい、おまえいま、俺と話してる途と中ちゆうじゃ……」


　しかしバユーズはやはりクラウは無む視しで、


「どうやらカルネ・カイウェルが、敵てきに捕つかまったようです」


　なんてことを、言った。


　それにシオンは、うなずく。


「……ああ、そうだな。いまのカルネに変へん装そうした刺し客かく──」


　と、そう言いかけて彼は一度言葉を止め、言いなおす。


「カルネの姿を摸も倣ほうした、よくわからない『忘却欠片ルール・フラグメ』の化物は、あきらかにカルネのことを知っているようだった。つまりカルネは敵に捕とらえられているか、もしくは……」


　すでに敵の手によって、死んでいるか。


「…………」


　まあどちらにせよ、いまはそれを確たしかめる術すべはなかった。なにせもう、レムルスの兵がすぐ近くまできているのだ。


　すぐに殺し合いが始まる。


　それもまだシオンたちが経けい験けんしていない、未知の『忘却欠片ルール・フラグメ』を使う大国との殺し合いがこの場で始まろうとしている。


　それにシオンは、


「……クラウ」


　と、彼の右みぎ腕うでの部下の名前を呼び、言った。


「カルネの救出はいまは……」


　が、クラウはそれにすぐに、


「いらねーよ。あいつはそう簡かん単たんにくたばりゃしない」


　と言ってから、彼は自分の直ちよく属ぞくの部隊がいるほうへと目を向ける。すると遠くまで広がる兵たちが、警けい戒かいの声を上げている。


　敵がきたのだ。


　敵が、いつの間にやらもう、すぐそばまでやってきているのだ。


　それはカルネの偽にせ者ものが暴あばれているどさくさにまぎれて、未知の『忘却欠片ルール・フラグメ』を使ってその姿を隠かくしていた大軍が、すぐ、そばまでやってきて、すでにローランドの兵が配置されている最前線では、戦せん闘とうが始まってしまっているようだった。


　それにクラウは、笑みを浮かべ、


「ま、カルネの居い場ば所しよは、直ちよく接せつ拉ら致ちした本人の体に聞けばいいしな……とりあえず、俺の部隊は前戦へでるぞ。奴やつらを皆みな殺ごろしにしてくる」


　と、言う。


　そしてシオンの返事を待たずに、さっさと自分の部隊のほうへと歩きだしてしまう。


　続いてそれにフロワードがやはり冷たい瞳ひとみで、


「……あっさり不意をつかれましたね。ここは一度撤てつ退たいしても……」


　が、シオンは首を振る。


「問題ない。どうせ戦う相手だ。ここは一度、敵の手の内を見ておこう。だが勝つ必要はない。被ひ害がいを最小限に抑おさえながら、いったいどんな『忘却欠片ルール・フラグメ』を使うのかを、確かく認にんしろ」


　と、命じる。それに部下たちが頭を下げる。そしてそれぞれの持ち場へと戻もどろうとするのを、シオンは止める。


「ミラーは残れ」


　と、言う。


　それにミラーが足を止め、こちらを向いて、


「カルネ・カイウェルの救出ですか？」


　と、まるでシオンの心の内を見み透すかしているかのような発言をする。


　それにシオンは、うなずく。


「ルークに命じろ。おそらくカルネは……」


「レムルス帝てい国こく内にいると？」


「ああ。生きていればな。だがそれとは別に、レムルスの情じよう報ほうをより多く、寄よこすように伝えろ。やはり思っていた通り、レムルスは厄やつ介かいそうだ」


　と、言う。


　そしてルークがすでにシオンへとあげてきていた報告を思いだす。


　それはレムルス帝国の内情について。


　いや、ほんの半年前までは、ヴェイオール聖せい国こくという名前だった、宗しゆう教きよう国こつ家かについての、内情。


　そう。このレムルス帝国という国は、ついこの間まではヴェイオール教という名の宗教を基もとに作られた、ヴェイオール聖国という名前だったのだ。


　だがほんの半年前に、この国には、国名が変わるほどの大変革が起こった。


　しかしそれは他国に侵しん略りやくされたとか、革命クーデターが起きたとか、そんな血ち腥なまぐさい争いがあったわけではない。それこそ他国には、ただなんとなく気が変わって国名だけ変わったけれども、あとはなにも変わっていません、というような印象を与あたえながら、さらっと名前を変えてみせていた。


　だが、ルークが潜入してあげてきた情報によると、どうももっとずっと奇き怪かいで、気味の悪い話に溢あふれているようだった。


　最初にその情報を見たときは、ルークの冗じよう談だんかとも思うほど、それは異い常じような話だった。


　その、ルークがあげてきた情報は、こんな内ない容ようだった。





　ある日空の隙すき間まが開いて、そこから赤子が生まれ落ちた。ヴェイオール教の神官たちはその子を神の子だと、世界を救う英えい雄ゆうだとあがめ、大切に育てた。


　するとその赤子はすくすくと育ち、たった三年で、二は十た歳ちそこそこの見た目になってしまった。


　そして彼は王の座ざについた。


　国民は神の子がついに自分たちの王になってくれたと熱ねつ狂きようした。


　その神の子の名前は──レムルス・レムルド・アークエド。


　その、彼の名前を自分たちの国の名前にしようと決まり、国の名前まで変わった。


　そしてレムルス帝国は、神に選ばれた国として、永えい遠えんの安らぎを与えられた。


　なにせ神の子が統とう治ちしているのだ。なんの憂うれいも、悲しみもない、完かん璧ぺきな世界がいま、この地上に現れたのだ──と、民たみは歓かん喜きの声を上げた。





　なんていう、まるでどこかのお伽とぎ話ばなしか、もしくは新しく作られる宗教の経きよう典てんに書かれていそうなことがルークの報告書には書かれていて。


　そしてルークはさらに、こう書いている。





『この国はあきらかにどこかおかしい。いま、このメノリス大陸はこんなにも戦乱で溢あふれ返っているのに、まるで薄うすい膜まくが張はったような平安がまとわりついていて、気味が悪い。だがそこに、なにか秘ひ密みつがあるのだろう。もう少し調ちよう査さを進めてみようと思う』





　薄い膜が張ったような平安。


　気味の悪い、偽いつわりの平へい穏おん。


　その言葉にシオンは思う。


　おそらくかなり広範はん囲いに作用する、神しん経けい操そう作さができるような『忘却欠片ルール・フラグメ』をレムルス帝国を乗っ取った英雄とやらは、使っているんじゃないか、と。


　つまりヴェイオール聖国は、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使えるレムルスとかいう奴に、乗っ取られたのだ。


「それも、俺たちが知らない種類の『忘却欠片ルール・フラグメ』によって……」


　と、シオンは呟つぶやく。


　するとそのときにはもう、ミラーも自分の持ち場へと戻っている。


　そして全体の戦線が動き始める。


　各所で戦闘が始まっているのだ。


　光と、轟ごう音おんが響ひびく。


　まだ、悲鳴が聞こえるほどには、戦場は近くない。


　しかしすでに、たくさんの人間が死んでいる。


　たくさんの仲間が死んでいる。


　それが、わかる。


『人ニン間ゲンαアルフア』が死んでいくことによって、シオンの中にある『勇者』の力が少しずつ減へっていくのが、わかるから。


　それにシオンは、


「…………」


　目を細め、それから部下に馬を連れてこさせる。その馬に乗り、そしてもう一度戦場へと目を向ける。


　そして、


「……中央にある『忘却欠片ルール・フラグメ』が、南大陸で見つかり易やすいものとは違ちがうのなら、逆ぎやくに奴らは俺たちが使う『忘却欠片ルール・フラグメ』にも驚おどろくはずだ。だからそこに付け入る隙すきがあるはず……」


　なのだが。


　シオンは空を見上げる。


　するとその空から、小さな光が落ちてくる。


　だがその光は現実にあるものじゃない。


　また、別の世界からこちら側へとやってきている。


　シオンが住む、表と裏うらの世界の、裏のほう。『女め神がみ』や『勇者』が闊かつ歩ぽする、気味の悪い異界のほうにその光は現れていて。


　現実の世界にいるシオンは目を閉とじ。


「…………」


　そして、異界にいるシオンはその光を見上げた。


　そして、言う。


「……ルシル」


　するとそれに、彼が反応する。


「いるよ」


「あれはなんだ？」


「さてね。ただ君の仲間の頭が爆ばく発はつしたあと、その頭から出てきた」


　という言葉に、シオンは顔を歪ゆがめる。


「カルネは死んでない」


「どうでもいいよそんなのは」


「…………」


「とにかくあの、白い玉からあの光はこちら側にきた。ただあれがなにかはわからない。『女神』のものとは波長が違うようだが」


　と、ルシルが言ったところで、その光が地面に落ちる。そしてさらに強く光る。その光の中に薄い、人のようなものが浮うき上がってくる。


　しかしその人には、顔がない。


　いや、人間のような顔がない、と言ったほうが正しいだろうか。


　人の、頭のような場所に七つの瞳があり、体には腕が六本生えている。そのうち二本が腕を組み、もう二本は腰こしにそえられていて。


　それにシオンは言った。


「ずいぶんと偉えらそうだな」


　するとその七つ目の化物が言う。


「あはは、王様なんでね」


「……レムルス帝てい国こくの？」


　と、シオンが聞くと、化物はうなずく。


「自じ己こ紹しよう介かいが遅おくれたけれど、僕はレムルス・レムルド・アークエドだ」


　という言葉に、シオンは言った。


「化物じゃないか」


　するとまた、化物は笑う。


　そして、


「君がそれを言うかい？　アスルード・ローランド」


　と、シオンの中に取り込んでいる、化物の名前を、そいつは呼ぶ。


『堕おちた黒い勇者』アスルード・ローランドの名前を。


　それにシオンは、


「俺のことを知ってるのか？」


　と、聞く。


　するとレムルスは笑う。しかし笑っただけで、応えない。


　それに背後からルシルが、


「生意気だな、あいつ」


　と、呟つぶやく。


　そして動こうとする。


　だがやはり、レムルスは笑って、


「僕を殺してもいいけど、これ、幻げん影えいだよ？　蜃しん気き楼ろう。僕はこういった幻げん覚かくを生みだす『忘却欠片ルール・フラグメ』を作るのがうまいんだ」


　なんてことを、言う。


「でもしょせん幻覚だからね。君のように、絶ぜつ望ぼうばかりを追い求めている狂くるった戦いくさ神がみとは正直、戦いたくないんだ。わかるだろう？」


　なんてことを言われるが、しかし、よくわからない。


　いや、もしかしたらシオンの中のアスルード・ローランドはわかっているのかもしれないが、しかしまだ、シオンの意い識しきと、アスルードの意識は、完全には一つになっていないのだ。


　だからいま、レムルスが言っている言葉が、いまいちわからない。


　だが、それでも、


「……わかるよ」


　と、シオンは言った。


　まだ、敵てきなのか味方なのか、いやいったい何者なのかもわかっていないこいつに、こちらがいかに無知かを、知られるわけにはいかなかった。


　するとそれにまた、レムルスは笑った。


　そして、


「いや、全然わかってないだろう？」


　と、言う。


「さっきからずっと鎌かまをかけていたんだけど君、まだ、完全にはアスルードと一つになってないんだ」


　と、はしゃぐように言う。


「本当に君がアスルードと一つになっているなら、僕となんて会話しない。君は卑ひ屈くつな僕を嫌きらっていたからね。それに僕をすぐに殺しているはずだ。なぜなら僕が本当に得意なのは幻げん術じゆつじゃなく、呪じゆ術じゆつだから。だから僕を知っているはずの君が、呪術を使う時間をこんなにもくれるはずが……」


　と、そこで、ルシルが動く。


　金きん髪ぱつの、信じられないほどに美しい男が突とつ然ぜんシオンの前に現あらわれ、手を振ふるう。


「屍かばねの白はつ歌か」


　と呟く。


　するとその手に、無数の棘いばらが生えた草の根のようなものが生まれ、それが縒より合って剣けんに変わり、その剣でレムルスを斬きり裂さく。


　するとあっさりレムルスの首が飛ぶ。


　だがそれでもレムルスは笑ったまま、


「あ、死んだ～。けど、もう遅い。呪のろいが動いた」


　と、言う。


　そして突然、シオンの足あし下もとの影かげが白く染そまって、


「……なっ」


　と、うめく。


　それにルシルが振り返り、


「させない」


　と、言う。


　だがそこで、レムルスはさらに笑う。


「なんてね。本命はこっちだったりして」


　と、言う。


　そして首が飛んだままのレムルスの体が動く。手の平を上げ、ルシルの胸むねに突つっこむ。


「…………」


　それにルシルはすぐに反応してレムルスの腕を斬り飛ばすが、しかし、腕はそのままルシルの胸の奥へと入ってしまう。


　そして宙ちゆうを舞まう首が言った。


「いや～、うまくいくとは思わなかったけど、出会うタイミングがよかった。もしかしたら僕がアスルードを殺す英雄になれるかもしれない。ま、とにかくおもしろくなっ……」


　が、そこで、ルシルが剣を放ほうる。すると剣が無数の棘に分解して、レムルスの首を襲おそう。


　そしてそれで、レムルスの頭はあっさり消しよう滅めつしてしまう。


　しかしそれでも、


「…………」


　呪いは、消えなかった。


　ルシルが胸を押さえ、苦しそうに顔を歪ゆがめる。


　それにシオンはルシルを見つめ、


「まずいか？」


　と聞くと、ルシルは薄く笑う。


「かもね。解呪に少し時間がかかるかもしれない」


「でも解とける？」


「ああ……解呪に専せん念ねんすればね。だがその間……」


「俺を守れない？」


「ああ……一人で、乗りきれるかい？」


　という言葉に、シオンは笑った。そして、


「パパがいないと無理だよぉ」


　と冗談を言うと、ルシルも笑う。


「ははは」


　そしてシオンはルシルから目をそらし、さらに異界から、現実の世界へと意識を戻す。


　するともう、状況がだいぶ変わっていた。


　悲鳴が聞こえる。


　レムルスの兵が、すぐ近くにまで迫ってきている。


　ローランドの軍は、押されているのだ。


　それにシオンは目を細め、


「ずいぶんと、いいようにやられたな」


　と、呟く。


　するとルシルが、


「私のせいだ」


　と言うので、シオンはそれに笑って、


「そうだな。おまえのせいだ。だからもうさっさと治ち療りようを始めろ。おまえが俺の護ご衛えいについていないことが『女め神がみ』どもに知れたら……」


　が、そこでルシルが言う。


「もう知れたよ。大挙して押おしよせてきている。これはもしかしたらここで、すべてが終わ……」


　しかしその言葉を遮って、


「いいから早く治療しろ。ここはなんとか乗りきるから」


　シオンがそう言うと、異界にいるルシルは小さく微笑ほほえみ、


「じゃあ、しばらくの間、頼たのむよ」


　と言って、姿を消す。


　それにシオンはうなずき、それから部下に命じる。


「いますぐフロワードとミラーを呼よびもどせ。そしてすべての采さい配はいをあいつらに渡わた……」


　が、言葉はそこで止まる。


　いや、もう意識を現実にとどめておくのが、不ふ可か能のうになってしまう。


　なぜならもう一つのほうの世界に、敵が現れたから。


　異い形ぎようの姿をした《女神》の分身が現れたから。


　それも一匹ぴきじゃない。


　数百匹もの化物が現れて、シオンは意識を現実の中にとどめておく余よ裕ゆうをなくしてしまう。


　そしてさらに問題が起きる。自分の胸の奥の、アスルード・ローランドの力がさらに、ぐっと減へったのを感じたのだ。


　おそらくはどこかの戦場でまた、ローランドの兵が死んだのだ。


　シオンに心しん酔すいしている『人ニン間ゲンαアルフア』の人数が減ったのだ。


　それを感じる。


　仲間が死んだのを。


　自分の力が弱っていくのを、感じる。


　しかしそれでも、


「…………」


　それでも彼は、笑みを浮かべた。


　なぜならもう引き返せないのだから。


　もう戻る場所はないのだから。


　なにもかもを捨すてて、泣き叫さけびながらここまできたのだ。


　なら、こんなところで立ち止まってどうする？


　こんなところで、


「は、ははは」


　こんなところで負けるくらいなら、


「さあこいよ化物ども。俺とおまえらどっちが化物か、比くらべようじゃないか」


　仲間や親友を裏切ったりしない。


「だが覚かく悟ごしろよ。俺はこんなところじゃ絶ぜつ対たいに負けない」


　何度も過か去こを振り返って泣き叫んだりしない。


「俺は化物だ。世界を喰くらう化物。悪あく魔ますら裏切って力を手に入れ、おまえらを喰らう。さあこい、化物ども。おまえら全員──」


　と、彼は叫ぶ。


　悲鳴をあげるように、叫ぶ。


　そして、


「喰らってやるっ!!」





　と、その、英雄王と呼ばれた化物は咆ほう哮こうを上げた。
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　細い望遠鏡の向こう側に、大軍が見える。


　見たこともないほどの規き模ぼの兵がこちらへと近付いてくるのが、見える。


　その、大地を揺ゆらしそうなほどの大軍が迫せまってくる光景を見つめ、


「おお、おお、壮そう観かんだなぁもう」


　と、いままさに中央大陸へと進出していこうとしている北大陸の若わかき覇は者しや──ガスターク帝てい国こくの王レファル・エディアは言った。


　緩ゆるやかに波うつ桃もも色いろの髪かみに、隻せき眼がんの瞳ひとみ。


　その瞳から望遠鏡を外し、振り返る。そして困こまったような笑みを浮かべて、


「な～んか、ストオルより全然でけーぞ、ゲイルフィックラントは」


　と、言う。


　すると背はい後ごにいた仲間の一人が、当然でしょうとばかりにうなずく。


　レファルと同じくらいの年と齢し──二十二、三くらいの男。やはり彼もガスターク特有の桃色の髪に、涼すずしげな青い瞳を持っている。さらにその瞳にあわせるような青が基調の軍服は、彼が率ひきいるガスターク帝国魔法騎き士し団だんの戦せん闘とう服ふくの色でもある。


　ガスターク帝国総そう参さん謀ぼう長ちようにして、魔法騎士団長、リーグルワーズ・ペンテスト。


　そのリーズが淡たん々たんと言う。


「事前に調べた情報によると、ゲイルフィックラントの国力は、ストオルの約三倍ありますね」


　なんて言葉にレファルは顔をしかめ、


「うへぇ、そりゃとても勝ち目ねぇな」


　と言うと、リーズはそれにあっさりうなずく。


「ですねぇ。おまけに『蒼あおの公ひ主め』とかいう傭よう兵へい部隊が向こうについてるみたいですし、ってことは相手も『忘却欠片ルール・フラグメ』を使ってきます」


　という言葉に、レファルは『忘却欠片ルール・フラグメ』の撃うち合いを想像する。


　一いつ瞬しゆんで数万の命を奪うばいあうような、狂くるった戦争を想像する。


　いやそれは、戦争とすら呼べない悲ひ惨さんな光景に見えた。


　それにレファルは、


「……ま～たこりゃ、すごい犠ぎ牲せいが出んだろうなぁ」


　と、リーズのさらに背後を見る。レファルたちが立っている丘おかの下──そこに、北大陸から連れてきた、数十万の仲間の兵たちの姿を見る。


　この仲間の命を懸かけて、いまから殺し合いをしようというのだ。


　それも相手は自分たちの十倍は兵力を持っているであろう大国が相手で。


　さらにガスタークの兵はここまで何度も戦闘を繰くり返してきていてそれなりに疲ひ弊へいしている。


　食しよく糧りようだってそれほど余よ裕ゆうがあるわけじゃない。


　おまけにここは、相手の庭だ。


　地形もまだ、レファルたちは把は握あくしきってはいないときている。


　もう、とてもじゃないが勝ち目があるとは思えないその戦場を見つめ、しかしレファルは、


「だが逃にげるわけにはいかない」


　と、自分に言いきかせるようにそう言った。


　逃げるわけにはいかない。


　逃げるわけにはいかない──とそう、自分の心の中で何度も繰り返す。


　戦争が始まる前はいつもそうだ。


　仲間が死ぬのをもう見たくない。


　人が死ぬのをもう見たくない。


　男が死んで。


　女が死んで。


　老人が死んで。


　子こ供どもが死んで。


　そしてその血で、自分の体が真まっ赤かに染まっていくのをもう見たくないと、そう叫さけびそうになる。


　だがその叫び声すらあげる資し格かくが、自分にはなかった。


　なぜなら頭の中で響ひびくから。自分についてきたせいで死んでしまった無数の仲間の悲鳴が、自分がいままで殺してきた無数の人間の悲鳴が、自分の悲鳴をかき消してしまうほどに高く、大きく、頭の中に鳴り響くから。


　だからもう、止まるわけにいかない。


　後ろを振り返るわけにはいかない。


　ただ、彼は前を見つめ、


「んじゃ、始めるか」


　と、言う。


　するとリーズがうなずく。それから彼は少し悲しげな顔でレファルを見つめ、


「おそらく今回の戦いくさでは……」


　という言葉だけで、彼がなにを言いたいのかが、わかる。


　だからレファルはうなずいて、


「……わかってる」


　と、言った。


　そして自分が背中に背負っている呪のろいへと、目を向ける。


　長大な、とても人が使えるとは思えないほどの長さをもった、黒い剣けん。


『再生の剣グロウヴイル』──という名の、呪われた黒い長剣に、彼は目を向ける。


　その剣はレファルの体を喰らってその力を発動する。


『忘却欠片ルール・フラグメ』を遥はるかに上回る強大な破は壊かいの力を発はつ揮きする。


　彼が隻眼なのは瞳を生いけ贄にえに捧ささげたから。


　彼が義足なのは足を生贄に捧げたから。


　そしてまた、この戦争で自分の体を生贄に捧げることになるだろう。


　だが、それが怖こわいんじゃない。そんなことはどうでもいい。


　それよりも怖いのは、この剣を振るったときに死ぬ、人間の数だ。


　背負いきれないほど大量の命が死んでしまうことだ。


　だからできるなら、この剣は使わずに戦争を終えたい。この剣を使う前に降こう伏ふくしてくれるのなら、そうしてほしい。


　だが、どうやら今回はそうはならないようだった。


　なぜなら相手のほうが強いのだ。


　北大陸全土を手中に収おさめたガスタークよりも、遥かに大きな国なのだ。


　だからこの剣を使う必要がある。


　そして恐きよう怖ふを見せる必要がある。


　たった一いち撃げきで数十万の命を奪うばえるような兵器を、ガスタークは持っていると。


　このまま戦争を続ければ、戦争に負けるどころか、その地に住む人間、すべてが殺されてしまうんじゃないかと怯おびえさせる必要があるのだ。


　一撃で。


　たった一撃で、その恐怖を演えん出しゆつして見せる必要がある。


　そのためにはこの力を、ゲイルフィックラントの王に見せる必要があった。


　もしくは、その王を巻まき込こんで殺す必要があった。


　それにレファルは、


「……リルは？」


　と、もう一人の部下──いや、この地じ獄ごくを共に歩く、友の名前を呼んだ。


　するとリーズが応える。


「すでにゲイルフィックラント軍へと潜せん入にゆうしています」


「じゃあどこに、どのタイミングでグロウヴィルを撃うてば最も犠牲が少なく相手が屈くつ伏ぷくするかは……」


「リルが教えてくれます。それまで私たちは、最少の犠牲で戦っているフリをしていればいい」


　と、リーズは簡単に言うが、しかし、そう簡単な話ではなかった。


　自分たちの十倍の数の兵が、『忘却欠片ルール・フラグメ』まで使って襲ってくるのだ。


　最少の犠牲で、すむはずがない。


　仲間の兵は死ぬ。


　相手の兵も殺すだろう。


　そして最後にはレファルが剣を振るい、夥おびただしい数の人間が死ぬ。


　数十万。


　いや、今回は数百万かもしれない。


　どちらにせよ、とんでもない殺さつ戮りくがここで繰くり広げられることになる。


　だがそれをやめることはできない。


　心の底から逃げだしたいと叫んでも、やめることはできない。


　だからレファルはもう一度、仲間の兵たちのほうを見て、


「……兵の士気は？」


　と聞くと、リーズがそれに、少しだけ悲しげな顔で、


「みな、陛へい下かを信じています」


　なんてことを言ってきて。


「…………」


　それにレファルは、笑う。顔をくしゃくしゃにして笑う。そして幼おさな馴な染じみのリーズと、リルにしか見せない弱気な声で、


「……ったく、背せ負おいきれねぇなぁ」


　と、言った。


　するとそれに、


「…………」


　しかし、リーズはなにも言わない。ただ彼はレファルの隣となりに一いつ緒しよに立っていてくれる。一緒に大量の人間の死を背負ってくれる。


　そして彼も仲間の兵のほうを振り返り、


「もしも地じ獄ごくへいくときは、一緒ですから」


　と、言う。そして、


「さあ、そろそろいきましょうか──地獄へ」


　という言葉にレファルは笑い、


「ってもうここが地獄なのかよ」


　と突っこむと、リーズも笑う。


「地獄でしょう。それともここよりもひどい場所を、他に知ってますか？」


　なんて聞かれて、それにレファルは肩かたをすくめる。それから手をぽんっと打って、ちょっとだけ大きな、他の兵士にも聞こえそうな声で、


「でもこないだおまえといった五十超ごえのババアしかいない売春宿は、年とし増ま好きのおまえには天国だったかもしれないがさすがに俺には地獄にしか見えなかっ……」


「な～んて馬ば鹿かな作り話に付き合う気分じゃないんですが！」


　と、やはりリーズが大声で否ひ定ていする。


　それに兵士たちが笑うのが聞こえてきて。それにレファルは、うなずく。


「よし、兵士の緊きん張ちようはほぐれたな」


　という言葉にリーズがにこやかに笑ってこちらを見つめ、


「そうですね。きっと兵士の緊張はいまので少しはほぐれたでしょうね。さすが陛下。すごいですね。でもあとで絶ぜつ対たいぶん殴なぐっから、覚えとけよ、馬鹿レファルが」


　なんて突とつ然ぜん、子こ供どものころのような口調で言ってきて。


　それにレファルは楽しげに笑う。


「喧けん嘩かで俺おれに勝てっと思ってんのか？」


　するとリーズも笑みを浮うかべ、


「いままで二百四十四戦中、俺の百二十七勝で、俺のほうが五回くらい勝ち越こしてるのに、なに自分のほうが強い発言してんだよ」


「っておまえ、そんなの全部数えてんのかよ」


「当然」


「うわぁ、うわぁなんかおまえ、すげぇ根暗……」


「殺～す！」


　と、リーズが拳こぶしを握にぎる。それにレファルはまた笑う。


「なんてな。ま、でもその拳はあとにとっとけよ。この戦争に生き残ってまた、殴りあおう」


　と、言う。


　そしてそのままリーズから目をそらす。丘を下り始める。


　そのレファルの背中に、リーズが言ってくる。再ふたたびいつもの口調で、


「……それはこっちのセリフです。生き残ってまた、あなたの大好きなババアばかりの売春宿にでもいこうじゃないですか」


　なんて言葉にまた、兵士たちが笑う。


　その笑っている兵士を見つめ、レファルは微笑む。


　この中の何人が生き残って、何人が死ぬのか、それはわからないが。


　レファルはそれでも、大きく息を吸すってから、怒ど鳴なるように言った。


「んじゃおまえら、そろそろ俺たちの強さを、中央の馬鹿どもに見せにいくぞ！」


　すると彼の視し界かい全体から、大地を揺ゆるがすほどの鬨ときの声があがる。


　続いて後ろからリーズが、


「それでは陛下、進軍を始めます」


　と、言う。


　それにレファルがうなずくと、


「全軍、進めぇ！」


　リーズが声を張はりあげた。





　そして戦争が始まる。





　そして戦争が始まる。








　狂くるっているとしか思えない大きな力がぶつかりあう戦争が始まり、そして世界の仕組みが変わる。








　誰もが絶望して。


　誰もが泣き叫んで。


　血と、悲鳴をすべてかき消すような戦争がいま、始まろうとしていた。
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　鬨ときの声が聞こえる。


　敵てきの兵があげる鬨の声が。


　そして数十か所で大規き模ぼ攻こう撃げき魔ま法ほうが発動していく。


　赤や青や黄色、色取り取りに輝かがやくその魔法が発動している光景はまるで幻げん想そうの世界の映えい像ぞうかなにかのようで、なぜか少し、他ひ人と事ごとに見える。


　少なくとも人を何百、何千人も殺せるような強力な魔法が発動しようとしているようには、見えない。


『複写眼アルフア・ステイグマ』で見なければ。


　すべての魔法を見み透すかすことができる『複写眼アルフア・ステイグマ』でそれを見なければ、まるでそれは綺き麗れいな花火のように見えて。


「…………」


　それにライナは、目を細めた。


　彼がいまいるのはゲイルフィックラント軍の中でも、グラフド・エルブブド王が率ひきいる本隊、九十万の兵の中の後方だった。


　つまりはまだ、最前線とは遠く離はなれた場所にいる。


　いや、最前線の兵士同士もまだ、ぶつかってはいない。いまはまだ、大規模攻撃魔法の撃ち合いをしてその人数を減へらしあうぐらいの距きよ離りで。


　そしてその撃ち合いは、ゲイルフィックラントのほうが圧あつ倒とう的に有利なはずだった。


　なにせゲイルフィックラントすべての軍勢は、ヴォイスの話によると、ガスタークが北大陸から引き連れてきた軍勢の、二十四倍にも及およぶらしい。この本隊だけでも敵の二倍。さらに他の兵はガスタークの兵を取り囲むように進んでいる。


　そして一いつ斉せいに大規模攻撃魔法を円状に放とうというのだ。


　普ふ通つうならその魔法を、ガスタークは防ふせぐことができない。いや、もしかしたらこの本隊とガスタークの軍は、その剣けんを交えることすらないかもしれない。


　ゲイルフィックラントが放つ大量の大規模攻撃魔法によって、ガスタークは壊かい滅めつしてしまい、こちらはまったく被ひ害がいを出さないままにこの戦争が終わってしまう可か能のう性せいまで、この戦力差ではあった。


　だからいまいち兵士たちの間にも緊きん張ちよう感かんがない。ただ号令がかかり、魔ま導どう兵へいたちが大規模攻撃魔法の詠えい唱しようを始める。だがそれを撃つかどうかも、わからない。前ぜん衛えいが放った魔法で、すべてのカタがついてしまうかもしれないのだ。


　いや、ゲイルフィックラントがいままでしてきた戦争ではいつも、そうだったのだろう。


　だから兵士たちはたいして緊張した様子もなく、ゆったりと魔法を展てん開かいしていく。


「…………」


　だが、ライナはそれを見つめながら、


「……ガスタークはすぐに勇者の遺い物ぶつ……じゃなかった。ええと、『忘却欠片ルール・フラグメ』？　を、使ってくるよな」


　と、言うと、隣の馬に乗っていたヴォイスが応こたえた。


「当然でしょう。でなきゃ向こうに勝ち目はありません」


「けどその『忘却欠片ルール・フラグメ』は、俺たちが防ぐ？」


「と、いうことに、一応はなってますね。『忘却欠片ルール・フラグメ』集めで出遅れたゲイルフィックラントは、その収しゆう集しゆうを私たち反ローランド連合軍と『蒼あおの公ひ主め』に任まかせていましたから、ほとんどその使い方を知らない上に、持っている数も少ない。ずいぶん前から『忘却欠片ルール・フラグメ』の存そん在ざいを知っていたガスタークからの攻撃は、彼らには防げない」


　という言葉に、ライナはヴォイスを見る。


「でもおまえは……いや、俺たち反ローランド連合軍は、防げる？」


　そう聞くと、ヴォイスは薄く笑う。


「無理です。『忘却欠片ルール・フラグメ』の扱あつかいに関してはガスタークの研究が一番進んでいます。まだ私たちが持っていない、未知の『忘却欠片ルール・フラグメ』もたくさん所有していますし、その使い方もうまいですから」


「はぁ？　じゃあ、おまえがさっきしてくれたいくつかの『忘却欠片ルール・フラグメ』の説明じゃ……」


　するとヴォイスはうなずく。


「ええ。ガスタークと戦うには、全然足りませんね。ですがまあ、それでも数発、『忘却欠片ルール・フラグメ』の攻撃を止めることができたなら、それで十分です。なにせ兵の数が違う。ガスタークの『忘却欠片ルール・フラグメ』での攻撃をかいくぐってゲイルフィックラントの本隊がガスターク軍に突っこむことができれば、それですぐに勝敗がつく」


「というアドバイスをおまえはゲイルフィックランドの王にした？」


　が、ヴォイスは首を振る。


「いえ、『忘却欠片ルール・フラグメ』に関しては全部止められるから安心してくれ、と、言いました」


　なんて言葉にライナは顔をしかめ、


「めちゃくちゃ噓うそじゃねぇか」


「それが私の仕事ですからね」


「って開き直られてもねぇ。んじゃ、向こうの『忘却欠片ルール・フラグメ』で、死ぬほど人が死ぬな」


　と、冗じよう談だんにもならないようなことをライナが言うと、ヴォイスは笑う。


「私の仲間が死ななければそれでいいです。そして何発か相手の『忘却欠片ルール・フラグメ』を防げば、ゲイルフィックラントの本隊がガスタークに突っこむ。そして今回の戦争の、本番のところが始まる。ガスターク軍は崩ほう壊かい寸すん前ぜんになり、そして例の兵器を使わざるを得なくなる。で、それをライナさんが防いで、ガスタークが絶望する、と。ああ、なんて素す晴ばらしい筋書シナリオなんでしょう。すべて終わってみたらこんなすごい戦場にいたのに、私たちの仲間が一人も死んでないじゃないですか～」


　なんてノーテンキな口調でヴォイスは言い、そしてそのままライナを見て、


「と、いうような感じで頑がん張ばってください」


　と、言う。


　それにライナはヴォイスを見ないまま、


「吐ぬかせ」


　と、言い捨すてる。


　そしてそのまま前方をにらむ。


　すると一発目の大規模魔法がガスタークから放たれてくるのが見える。


　それにぶつけるように、ゲイルフィックラントも魔法を放つ。


　それも、八発。


　とてもじゃないが、ガスタークにはそれを防げない。


　ならきっと、奴やつらは『忘却欠片ルール・フラグメ』を使ってくるだろう。それもその八発の大規模魔法をかき消すような場所に、放ってくる。


　つまり、


「ここにもくるな」


　とライナが言うと、ヴォイスはうなずき、


「じゃあそれは防ぎましょう。さあライナさん、教えた通りに、『忘却欠片ルール・フラグメ』を……」


　と、言うので、ライナは渡わたされているいくつかの首くび飾かざりや指輪、筒つつのようなものと、小さな石やなんかを取り出す。


　そのすべてが『忘却欠片ルール・フラグメ』で、それぞれに違う効こう果かがある。その中から指輪を選び、残りは後ろの腰こしの部分に下げた袋ふくろに戻す。


　するとそれにヴォイスが笑って、


「まぁたそんな防ぼう御ぎよ専せん用ようの『忘却欠片ルール・フラグメ』を選んで……敵てきを殺す勇気がない者に、仲間は守れませんよ？」


　なんてことを言ってくるが、ライナは気にしない。


「俺らがやるべき仕事は、敵が『忘却欠片ルール・フラグメ』を超えるよくわかんない兵器を使ってくるまでの犠ぎ牲せいを最少にすることだろう？　なら無む駄だな殺せつ生しようは……」


「したくない？」


「ああ」


「しかしそれが命取りになったらどうします？」


「…………」


「あなたがいま、先制攻撃で敵を潰つぶさなかったばっかりに、仲間が、フェリスさんが、キファさんが、トアレさんが死んだら、後こう悔かいしませんか？」


「…………」


「まあ、別に実際に死んでから後悔してもらってもいいんですがね、しかしその死ぬ仲間が私だったりするとちょっと困るので……」


　と、ヴォイスが懐ふところから緋ひ色いろの首飾りを取り出し、あっさり宙ちゆう空くうに投げる。


　そして言う。


「弾はじけろ、『魔獣消しエルアムス』」


　刹せつ那な。


　周囲の光をその首飾りが吸きゆう収しゆうし始める。まるで世界中からすべての光が奪うばわれてしまいそうなほどに強く、強く、強く、その首飾りが光を吸いこんでいき、そしてその首飾りが、弾ける。


　信じられないほどに強大な光が、ガスタークの兵がいるほうへと飛びだしていき。


　しかしそれと同時に、ガスタークのほうから七色に明めい滅めつする光が上がる。


　そしてその光を、ライナは見たことがある。


　以前にヴォイスが使った、『魔獣消しエルアムス』の破は壊かいの光を、喰くい散らかして消してしまう蛍けい光こう色しよくの虫の群むれ。


　その数百万、数千万にも及およぶ七色の虫が空を舞まい飛び、ヴォイスが放った『魔獣消しエルアムス』を喰らい始める。


　それにヴォイスは少しだけがっかりしたような顔になり、


「あ～やっぱりガスタークも『寄神虫ユーロス・エルマ』を持っていますか。ならもうアムス系けいの『忘却欠片ルール・フラグメ』は効ききませんねぇ。そしてきっとガスタークも、こちらがアムスの光を消すことができる『忘却欠片ルール・フラグメ』を持っているか試ためすために……」


　とそこで、ガスタークの兵がいるあたりの空が、急に暗くなる。


　それにヴォイスが言う。


「ほ～らきた。それも向こうは一気に五発ですよ。おまけにこれ、こちらに撃うってきませんね。その意味が、わかりますか？」


　という問いに、ライナは応こたえない。


　だが、いまガスタークがやろうとしていることがいったいなんなのか、それがわかりすぎるほどにわかって、ライナは顔をしかめた。


　ガスタークがやろうとしていること。


　それはもう、あまりに戦争だった。


　あたりまえの話だが、向こうは本当に本気でこちらを殺しにきているのだ。


　なぜ、向こうは『魔獣消しエルアムス』の光を五本も使っているのに、この、ゲイルフィックラントの本隊がいるほうへと向けないのか？


　それはいま、こちらが『忘却欠片ルール・フラグメ』を使って見せたからだ。


　つまりこちらが『忘却欠片ルール・フラグメ』を使う、ということがわかり、そうなるとガスタークがいまやってみせたのと同じように、『魔獣消しエルアムス』を無効化する『忘却欠片ルール・フラグメ』を持っている可か能のう性せいがある。


　なら、あえて『忘却欠片ルール・フラグメ』を別の方向へと撃ち、『忘却欠片ルール・フラグメ』を持っていない他の部隊を殺すことにしたのだ。


　ちなみに『忘却欠片ルール・フラグメ』は個こ人じんが国家を引っ繰くり返してしまえるほど圧あつ倒とう的な力を持っているために、通つう常じようその軍の指し揮き官クラスの人間しか使用許可されないことが多いらしい。


　まあ、それは当たり前の話だった。


　戦場でパニックに陥おちいった馬ば鹿かが『忘却欠片ルール・フラグメ』を無む駄だ撃ちしまくって同どう士し討うちしてしまえば、一瞬で自分たちの軍が消滅してしまう可能性すらあるからだ。


　だから今回の場合、大規模な破壊を撒まき散らすタイプの『忘却欠片ルール・フラグメ』は、ゲイルフィックラントの王と、そしてヴォイスとライナしか持たされていなかった。


　ガスタークもおそらく、『忘却欠片ルール・フラグメ』を持っているのは幹かん部ぶクラスの何人かだけだろう。


　だからいま、ガスタークが放とうとしている五本もの『魔獣消しエルアムス』は、こちらの軍の中ちゆう枢すうに向けられていない限かぎり、無効化できない。


　だからガスタークは一方的にゲイルフィックラントの兵を殺すことができる。


　そしてもしも無効化されるようなことがあったとしても、それはそれで、そこに『忘却欠片ルール・フラグメ』を持っているゲイルフィックラントにとって重要な人物がいる、ということがわかる。


　どちらにせよこの『忘却欠片ルール・フラグメ』での攻撃は、ガスタークにとって有益な状じよう況きようか情報をもたらすはずだった。


　そしていま、目の前で起きようとしているのは、前者なのだ。


『魔獣消しエルアムス』が放たれようとしている方角の兵たちは、それを防ぐことが──


「…………」


　とそこで、光が放たれた。


　強きよう烈れつな光が放たれた。


　そして空に光が戻る。


　穏おだやかな日の光が射さす、青空が戻もどる。


　だが戦場の状況は、一変している。


　さっきまで緊きん張ちよう感があまりなかった兵士たちが、悲鳴をあげる。


　当然だろう。


　ゲイルフィックラントの兵が、仲間たちが、一気に十数万人、消滅してしまったのだ。


　十万を超える人の命がいまの一瞬で、かき消えてしまったのだ。


　その光景は、こうなるとわかっていても、言葉を失ってしまうほどに異い常じようだった。


　人が使ってはならない大きすぎる力が、この戦場では乱らん発ぱつされている。


　そしてそれにヴォイスがこちらを見上げ、


「さてさて、一瞬で私たちの仲間が大量に死にました～。たまたまそこにフェリスさんたちは入ってませんでしたが、次はどうなるかわかりません。というわけで、さっさと敵を殺しちゃいま……」


　が、そこで後ろから、


「黙だまれヴォイス」


　という女の声がかかる。


　それにライナが振ふり返ると、そこにはやはり馬に乗っているフェリスの姿すがたがある。さらにその後ろにはトアレやキファの姿もあって。


　この、一瞬で何十万もの人間が消えてしまうような場所に仲間たちがいるのを見て、ライナはますます暗い気持ちになる。


　だがそんなライナの気持ちは無む視しで、フェリスがヴォイスに向かって、言う。


「あまりライナをいじめるんじゃない。そうじゃなくてもこいつは引きこもりのうじうじ君なんだぞ。あんまりいじめてまた逃にげだしたらどうする？」


　なんて言葉にライナは少しだけ苦く笑しようして、彼女のほうを見る。


「いや、否ひ定ていはしないけどさぁ」


「事実だからな。おまけにおまえには一度逃げだした前科がある。あれはいつだったか？　確たしかティーアとかいう名の男が現あらわれて……」


「ああ～、いやそりゃ……」


　が、遮さえぎってフェリスは続ける。


「そして夜な夜な二人で女遊びを繰り返しているうちに一人を妊にん娠しんさせてしまい、責せき任にん取りたくねぇええなどと叫さけんで国を飛びだし……」


「っておまえ、いったいなんの話を……」


　が、それを遮って、さらに後ろのキファが言う。


「え、え、なにそれ、そんな話私聞いてないよ」


　とか、ちょっとだけ真しん剣けんな顔で言ってくる。


　それにフェリスは、他の奴らにはわからないようなうっすらとした楽しげな笑みを浮かべ、さらにそれに、なぜかヴォイスが納なつ得とくしたようにうなずき、


「いえ、ライナさんのその選せん択たくは正しいですよ。基本、回かい避ひできる責任はすべて回避するのが正しい詐さ欺ぎ師しの在あり方……」


「ってだから！　おまえらいったいなんの話してんだよ！」


　と、怒ど鳴なる。


　そして呆あきれたような顔でフェリスのほうを見る。もう数十万もの兵が目の前で消されてしまって、周囲にいる兵士たち全員が浮うき足だち始めているにもかかわらず、例によって例のごとく、わけのわからない馬鹿な話をする彼女を見つめ、そして、


「……もう逃げねぇから、あんまいじめんなよ」


　と、ライナが言うと、フェリスはまた笑う。


「おまえをいじめるのは、私の趣しゆ味みだ」


「知ってるけど」


「なら我が慢まんしろ」


　と、やはり楽しげに、しかしどこか、心配そうな顔で言ってくるフェリスを見つめ、


「ああ」


　と、ライナはうなずく。


　そして彼女から目をそらし、再び戦場を見る。


「ま、おまえのいじめよりひどいことはそうそうないからな。なんとかなんだろ……」


　と、言う。


　そしてこれからどう動くべきかを、あらためて頭の中に巡めぐらせ始める。


　いま、初めて『忘却欠片ルール・フラグメ』を使った戦争というものを目まの当たりにして、あらためてこれからどうすべきかを考え始める。


　ちなみにどういうわけかヴォイスの兵もすべて、ライナに指し揮き権けんが与あたえられてしまっていた。


　ヴォイスの兵とネルファの兵、合わせて三万。


　それはガスタークやゲイルフィックラントの兵の数と比くらべてしまえば誤ご差さといってもいいほど少ない人数だが、それでも三万だ。


　三万人の、命。


　それをいま、ライナは背せ負おっている。


　それはもう、めんどくさいからちょっと逃げるわと言って、逃げだしていいようなレベルの話では、なかった。


　前とは、違ちがうのだ。


「…………」


　前にシオンやフェリスの前から逃げだしたときとは、もう違うのだ。


　たくさんの人の命を背負っている。


　おまけに自分を信じてくれている仲間の想おもいまで背負っている──なんていうと、ちょっと青あお臭くさくて嫌いやだが。


「…………」


　それにもう一度、彼は後ろを見る。


　フェリスや、キファ、トアレの顔を見る。


　こんな馬鹿げた戦場に付き合ってくれている仲間の姿を見て、思う。


　少なくともこいつらは、ここから生きて帰れるようにしないと、と、そう思う。


　とそこで、ヴォイスが、


「さてじゃあそろそろ、本当に始めましょうか。戦争が始まりました。これからいかがいたしましょう、陛へい下か」


　なんてことを言ってきて。


　それにライナは顔をしかめ、


「な～にが陛下だよ」


　と、責めるように言う。


　そしてそれから、


「で、フェリス」


　と、聞く。


「ん？」


「イリスたちは？」


「一応、後方へ下げた」


「俺おれらのまっすぐ後ろ？」


「ああ。ゲイルフィックラントの部隊の、さらに一番後ろにいろと言っておいた。あそこなら、勇者の遺い物ぶつの攻こう撃げきが私たちを殺してさらにその後ろの兵を殺していったとしても、イリスたちのところまではその被ひ害がいは……」


　が、それを遮って、ヴォイスが言う。


「届とどきますよ。アムス系けいの『忘却欠片ルール・フラグメ』でも、直線にかなり長く伸のびるものがあります。ガスタークはゲイルフィックラントの兵の規模を知っている。もし使うなら、一番強力なものを使ってくるでしょう。この戦場にいる限かぎりは、安全なところなどどこにも……」


　しかしそれも遮って、ライナが言った。


「だが俺らがそれは全部防げばいい。ここですべての『忘却欠片ルール・フラグメ』を止めりゃいいんだろ？」


　と、言うと、ヴォイスは微笑ほほえんで、うなずいた。


「その通りです。やっと陛下から頼たのもしい発言が出てきて、嬉うれしい限りです」


　なんて言葉にライナは、


「だ～から陛下ってのをやめろって」


「え、じゃあなんと呼びましょうか？」


　というヴォイスの言葉に、フェリスが、


「変へん態たい王おうはどうだ？」


「それだ！」


「ってだからもう、おまらもうちょっとだけ緊張しろって！　ここ、まだ最前線じゃないけど、それでも戦場なんだぞ？　『忘却欠片ルール・フラグメ』の撃うち合いでは全然射しや程てい範はん囲い内なんだぞ？」


　と言うと、ヴォイスがそれにそのとおりだとばかりにうなずいて、


「そうですよフェリスさん。もうちょっとまじめにやってください！」


　と怒おこり。


　それにフェリスもうなずいて振り返り、


「そうだぞ赤髪女！　ここは戦場なんだ！　もうちょっと気を引き締しめろ！」


　なんて怒ど鳴なられてしまったキファは目を丸くして、


「え～、私？　ええとじゃあじゃあ、そうだよトアレ！　もっとちゃんとしなさい！」


　と、わざと怒ったように目を細め、しかし口くち許もとは笑ったままトアレのほうを見る。


　するとそれにトアレは優やさしく笑って、キファのほうを見つめ、それからその顔をライナのほうへと向けると、


「……では僕ぼくが悪いということでひとしきりオチがついたところで、報ほう告こくします。ネルファの兵たちは、ライナさんが命じたように、ここから縦たて長ながに伸びるよう後方へと配置しました。もしも『忘却欠片ルール・フラグメ』がここを少しそれて後方へと伸びても、私たちの兵の被害は少ないでしょう」


　なんて言ってきて、それにライナはうなずく。


「まともに会話できる奴がいてよかった」


　と言うと、それにトアレは少しだけ厳きびしい表情を作り、


「怖こわがりなだけです。『忘却欠片ルール・フラグメ』なんていう、お伽とぎ話ばなしにしかでてこないような未知の道具が人を殺すために使われている……なんて、ちょっともう、想そう像ぞうするだけで震ふるえがきそうなんですが……それが目の前で起こってるんですから、さすがに冗じよう談だんを言う余よ裕ゆうは……」


　が、ライナはそれに、俺だってないよ、と、言おうとして、しかしやめた。


　なぜならそれを言う前に、戦せん況きようが変わったから。また、ガスタークがいる場所を中心に空が暗くなり始めたのだ。


　それにあわせてライナは手に持っていた指輪を空に投げる。そしてヴォイスに習ったこの奇き妙みような指輪を動かすための暗号パスワードを呟つぶやく。


「あの光を喰くい散らかせ、『寄神虫ユーロス・エルマ』」


　刹せつ那な。


　ライナが放り投げた指輪が弾はじける。そしてその指輪の破は片へんが宙ちゆう空くうを漂ただよい、その一つ一つが七色にきらめき、増ぞう殖しよくを始める。


　そのきらめきは一瞬にして数百、数千に膨ふくれあがり、一いつ斉せいに耳みみ障ざわりな虫の羽音のようなものを上げ始める。


　と、同時に向こうの『魔獣消しエルアムス』が放たれる。


　それも、こちらへと真まっ直すぐ。


　ゲイルフィックラントが放った大規模攻撃魔法を呑のみ込こみながら、破壊の光がこちらへと突つき進んできて。


　しかしそれを、ライナが生みだした七色の虫たちが迎むかえ撃うつ。


　まるでイナゴの群むれのように一斉にその光に飛びかかり、





《キュキュキュキュキュキュキュキャ─────────────────────!?》





　という絶ぜつ叫きようをあげながら、光を喰らい始める。


　これでおそらくは、いまの一発は、防げた。


　だが、


「いまのは確かく認にんだろう？　アムス系の道具を防ぐ『忘却欠片ルール・フラグメ』を俺らが持ってるのか、確認のために撃ってきた」


　と、ライナが言うと、それにヴォイスはうなずく。


「あとは大規模攻撃魔法を消す、という目的もあったでしょうが、しかし」


「アムス系が効きかないのを見たら、きっと別のを使ってくるな」


「当然でしょう」


「で、次はなにがくるかな？」


　という問いに、ヴォイスは首をかしげる。


「さて、わかりませんねぇ。あ、ちなみにガスタークは私たちよりも遥はるかに多くの種類の『忘却欠片ルール・フラグメ』とその知ち識しきを持っていますから、私たちには防げないものや、私たちの知らないうまい道具の使い方をしてくるやもしれません。さあどうしましょう」


　というその言葉に、


「…………」


　ライナは再び、思考を巡らせる。


　そして頭の中で、いま自分たちがおかれている状況を整理する。


　まず兵の数は、こちらのほうが圧あつ倒とう的に多い。まあ、それはゲイルフィックラントの兵が自分たちの仲間だと仮か定ていした場合の話だが。


　だが今回のこの戦争では、兵の数にはあまり意味がない。ゲイルフィックラントの王も『忘却欠片ルール・フラグメ』を少しヴォイスから渡わたされて所有しているが、当然ヴォイスは、その使い方からなにから、ゲイルフィックラントの王にはきちんと教えていない。ゲイルフィックラントが『忘却欠片ルール・フラグメ』をきちんと使いこなせるようになってしまえばもう、誰だれにも手に負えなくなってしまうからだ。


　だからガスタークも焦あせって中央大陸に進出してきている。大国が『忘却欠片ルール・フラグメ』の情報を詳しよう細さいに手に入れ始める前に、中央大陸の主要な場所を押おさえておきたいのだ。


　だがそれとは別に、ガスタークにはもう一つ、切り札ふだがある。


　それがヴォイスや、ピアたちすら怖おそれる『忘却欠片ルール・フラグメ』を超えるほどの破壊をもたらす未知の兵器だ。


　それが発動してしまえばこの、数百万もいるゲイルフィックラントの兵すら、一瞬で消えてしまうのだという、卑ひ怯きようとしか思えないほどの兵器だ。


　そしてガスタークにはそれがあるから、ヴォイスはゲイルフィックラントの王に取り入ることができた。


　ヴォイスはその、ガスタークが保ほ有ゆうしている未知の兵器を止めることができる秘ひ密みつ兵器を所有しているので、ゲイルフィックラントのお役に必ず立つでしょう、なんていうことを言ったのだが、実じつ際さいのところは本当に止められるのかどうか、本人もわかっていなかった。それどころかその未知の兵器を止める兵器の役まで、ライナがすることになってしまっていた。


　ライナの持つ、呪のろわれた瞳ひとみ。


『複写眼アルフア・ステイグマ』が、そのガスタークの兵器を止めることができるっぽい──とかいう、ぽいだけで何万人の命も懸かけるだなんて狂くるっているとしか思えない展てん開かいで。


「あ～、もうくそ」


　と、考えれば考えるほど頭が痛いたくなってくるのだが。


　しかし、もうこの戦場にきてしまったのだ。そして殺し合いは始まってしまった。目の前では数十万がすでに死に、さらに戦いは激げき化かしている。


　そんな狂った戦場の中で、いかに仲間が死なないように行動するか。


「…………」


　ライナはそれを考える。


　すると頭の中に浮うかんできた勝利条じよう件けんは、三つあった。


　まず一つは、ガスタークが例の兵器を発動し、しかしそれをライナが本当に止めることができた場合。


　これはもう、完全に勝利だろう。


　ガスタークが『忘却欠片ルール・フラグメ』ではなく、例の未知の兵器を発動する、ということは、ガスタークが『忘却欠片ルール・フラグメ』だけではゲイルフィックラントには勝てなかった、ということを意味しているわけだし、となるとその未知の兵器すら効かなかったのなら、圧あつ倒とう的に数が多いゲイルフィックラントに、ガスタークはもう、太た刀ち打うちできないだろう。


　だがこの勝利条件にはだいぶ無理と無茶がある。


　まず、ガスタークは『忘却欠片ルール・フラグメ』に関して、こちらよりも量と知識を持っているのだ。もしかしたら『忘却欠片ルール・フラグメ』の撃ち合いだけで、こちらは負けてしまう可能性だって、ある。


　おまけにライナは、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使うガスタークの強さを、知っていた。


　それはスイとかクゥとかリルとか、いままで何度か戦ったガスタークの兵士のことを思いだせばわかる。


　ガスタークは個人の兵士にすら『忘却欠片ルール・フラグメ』を渡していて、そいつらは個人で数百の兵に匹ひつ敵てきするほどの力を持っていた。ライナやフェリスですらかなわないほどの圧倒的な力を持っていて。


　で、いまから戦うのはその、本隊なのだ。


　もしかしたらスイやクゥやリルよりも、強い奴やつがいるかもしれない。


　そんな奴らを圧倒して、未知の兵器を使わせるところまで追い詰つめることができるのか？


　まずその方法がいまいち思い付かなかった。


　さらにもしもその未知の兵器が発動したとして、それを自分が──自分の瞳が止められるのか？


「…………」


　それに関してはもう、ヴォイスがなにかすごい勘かん違ちがいしてるんじゃないか？　と疑うたがいたくなるほど怪あやしすぎる話だった。


　少なくともたくさんの仲間の命を抱かかえたまま、そんな馬ば鹿かな賭かけに出ることは、ライナにはできない。


　つまりこの勝利条件は、なしだ。





　じゃあ次の条件なんだ？


　と、ライナは考える。


　二つ目に思い付いたその条件は、実はすごく簡かん単たんなことだった。


　いま、ライナが持っている『忘却欠片ルール・フラグメ』を、すぐそばにいるはずの、ゲイルフィックラントの王がいる方向へと、放つのだ。


　仲間に裏うら切ぎられるとは思っていない、さらには『忘却欠片ルール・フラグメ』の使い方をいまいちわかっていないゲイルフィックラントの王は、あっさり消しよう滅めつするだろう。


　さらには内側から何万もの兵を殺されてしまって、ゲイルフィックラントの兵は、大混こん乱らんに陥おちいる。その混乱をさらに『忘却欠片ルール・フラグメ』を使って収おさめ、ライナたちはガスタークに降こう伏ふくする──


「…………」


　なんてヴォイスが考えそうな作戦が取れるようならなんの苦く悩のうもしないわけで。





　となるともう、三つ目しか採用できる案はなかった。


　三つ目の案。


　それでもそれは、かなり危き険けんがともなう案だった。


　まあ、一言で言えば、逃げる、という案なのだが。


　しかし後方へと逃げることは、できない。そんなことはゲイルフィックラントが許ゆるしてくれないだろうし、ヴォイスの言葉を信じるのなら、ガスタークが使う未知の兵器の射程と範はん囲いは、本当にとんでもなく広いのだという。いまから逃げても、その兵器が発動してしまえば、死ぬことになる。


　だが、絶ぜつ対たいにガスタークの兵器が届とどかない場所がある。それをライナは、思い付いてしまったのだ。


　というかそれは、考えなくても誰でもわかるような話なのだが。


「…………」


　ガスタークの兵器はおそらく、ガスタークの兵がいるほうへは放たれない。いや、もしかしたら自じ爆ばく覚かく悟ごで何万人も自分たちの兵を犠牲にして兵器を発動してくる、という可能性もあるが、ライナがヴォイスから聞いたストオルでの戦争の様子を聞く限かぎりは、ガスタークはその戦争ではほとんど犠牲を出していなかったのだという。


　それはつまり、


「……ガスタークの兵の後ろまでいければ、そこは安全圏けんだろう？」


　と、小さく呟つぶやく。


　するとそれにヴォイスが、


「あらら、そんな馬鹿なこと思い付いちゃいました？」


　と、言う。


　それにライナは肩かたをすくめる。


　確かにこの案は、馬鹿なことだった。


　なにせガスタークが使う『忘却欠片ルール・フラグメ』や大規模攻撃魔法を潜くぐり抜ぬけ最前線まで進み、さらにガスタークの兵たちと戦いながらその後ろまで突つき抜ける、という案なのだ。


　それも向こうは数十万の兵。


　こちらは、たった三万だ。


　はっきり言ってそれも、不可能としか思えない馬鹿な案なのだが、


「他の案も全部アホみたいなのばっかで、これが一番マシなんだよ」


　と、ライナが言うと、ヴォイスはまたまた～と、笑う。


「ゲイルフィックラントの王を殺すのが一番マシな案でしょう？」


「…………」


「でもそんなことをしようとしたらそのときは、私がライナさんを止めますけどね」


　なんて言葉に、ライナは目を丸くする。


「おっと珍めずらしい。おまえが一番好きそうな案だと思ったんだが……」


　が、ヴォイスは笑みを浮かべ、


「そんな案ならここにくる前にいくらでもやれました。ですがここは、あなたがガスタークの兵器を止めることに意味があるんですよ。狂くるった力をガスタークだけが持っているのならそれは止められないが、他の国も持っている、ということが世界に知れ渡わたれば、お互たがいの国を牽けん制せいしあわせることで……」


　と、そこでやっと、ライナにもヴォイスがここでなにをしようとしているのかが、わかった。


　ヴォイスはここを最後に、未知の兵器の使用を禁きん止しさせようとしているのだ。


　一瞬で何十万人、何百万人も死んでしまうような兵器の撃うち合い。


　そんなことを続けていれば、いずれなにもかもが消し飛んでしまう。


　その恐きよう怖ふを、世界中に知れ渡らせる。


「それが、おまえの目的か……」


　と、ライナが言うと、ヴォイスは自分の頭をぽんぽんっとたたいて、


「頭を使って世界を乗っ取る、っていうのがおもしろいのに、こんな強力なだけの兵器を振ふり回して、力の強い奴やつが優勝、なんてのは、全然おもしろくないでしょう？　だから私が世界を一度、正常に戻してあげようと思いまして」


「で、俺の目を使って敵の兵器を封ふうじる？」


「ええ」


「俺の目じゃ止められるかわかんねぇのに？」


「ええ。でも止められないのなら、もうそれでいいです。ガスタークが世界を乗っ取り、それを誰も止めることができないのなら……つまらないから一度死んで、スーパー美幼女に生まれなおしてその美び貌ぼうで世界を乗っ取ることにしますよ」


「……スーパー美幼女？」


「あ、さすがライナさん。そこに食い付きますか！」


「いやいやいや、食い付いてないから、そこ広げなくていいよ」


　と遮さえぎってから、いまヴォイスが言った言葉の意味を、考える。


　ガスタークの兵器を封じることによって、もう一度世界を正常に戻す、という話。


　いや、『忘却欠片ルール・フラグメ』が戦争で使われている段だん階かいで正常とはとても思えないのだが。


　しかしその、ライナの思考を見み透すかしたかのように、


「うまくすれば、『忘却欠片ルール・フラグメ』の戦争での使用は禁止しよう、なんていうところまで話を持っていける可能性があります──というか、そうなるように情報操そう作さできるよう、すでに準じゆん備びはしてあります」


　なんてことを、言った。


　それにライナは、ヴォイスを見つめる。そして、


「……な～んか、初めておまえがなに考えてこんなめんどくさいことやってるのか、見えてきた気がしたよ」


　と言うと、ヴォイスは嬉うれしそうに笑って、


「私の頭一杯ぱいに住んでいる、美幼女の話ですか？」


「……つまり、『忘却欠片ルール・フラグメ』を超える兵器を持っているガスタークと反ローランド連合が、ここでその使用をお互たがい禁止する条約を結ぶんだろ？」


「あ、ちょっと、なに私の美幼女の話を無む視しし……」


　が、当然さらに無視してライナは続ける。


「で、世界に言うわけだ。『忘却欠片ルール・フラグメ』の戦争での使用は、危険だと。そしてそれを超える兵器を持っている二国がその力を使わないことにしたから、他の国も『忘却欠片ルール・フラグメ』を使うんじゃねぇよと、脅おどす、と」


　当然それを、世界中の国は受け入れるだろう。


　いやそもそも、『忘却欠片ルール・フラグメ』のことを知らなかった国。


『忘却欠片ルール・フラグメ』を手に入れることができなかった国は、双もろ手てをあげてそれに賛成するだろう。


　そしてその、『忘却欠片ルール・フラグメ』集めに出おくれてしまった国の中には、中央三大国の一つであるゲイルフィックラント帝てい国こくも入っている。


　大国であるゲイルフィックラント帝国と、『忘却欠片ルール・フラグメ』を超える兵器を持っているガスターク帝国、反ローランド連合の三つの勢せい力りよくが『忘却欠片ルール・フラグメ』の使用を封ふう印いんすれば、それに同調する国は、少なくないはずだ。


　他の二大国、レムルス帝国とエルトリア共和国についてはどんな国なのかいまいち知らないのでどうなるかわからないが、そのへんはおそらく、ヴォイスがすでに手を打っているだろう。


　そして南大陸の覇は者しやになろうとしているローランドは……


「…………」


　と、そこで、ライナは少しだけ表情を暗くする。


　その、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使わないようにしよう、という協定に、シオンが納なつ得とくするかが、わからなかったから。


　もう、ほんのついちょっと前までは、あいつがいったいなにを考え、どう行動するのか、わかっていたつもりだったのに、この数か月の間になにもかもがぐるりと変わってしまって。


　いや、初めからなにもわかっていなかった、という可能性すらある。


　勝手に友達のつもりで。勝手に親友のつもりで。


　自分はあいつを、助けられてるんだと勘かん違ちがいしていて。


　そして最後には、シオンは泣きながらいなくなってしまった。


　シオンは誰にも弱よわ音ねを吐はかないままずっと辛つらい思いをしていて、それにライナは、


「…………」


　俺はそれに、まるで気づかなかった。


　なにもわかってやれず、いまだにあいつが、なにを背負ってこんなことをしているのか、いまいちわかっていない。


　あんなに近くにいたのに。


　あんなにも救ってもらったのに、俺はあいつのことをまるで理り解かいできずに、助けることができなかった。


　ちゃんとあいつのことがわかっていればいまごろはこんな戦場にくることもなかったはずだし。


　もし、仕方なく戦争をしなきゃいけない、なんてことになってしまっていたとしても、それはきっと、シオンの隣となりであいつを助けるための戦いのはずだったのに。


「…………」


　ライナは自分の、隣を見る。


　しかしそこには、誰もいない。


　本当はいなきゃいけないはずの奴がいない。


　本当はそこに、仕事狂ぐるいの悪あく魔まみたいに性せい格かくが悪いあいつが、さあライナ仕事しろ～とか言って。


　フェリスがそれを邪じや魔まして。


　で、俺は。


「…………」


　こいつらほんとうぜぇええとか叫びながら、それでも結局、頑がん張ばるのだ。


　おまえらのことまじで嫌きらいとか怒ど鳴なりながら、結局は頑張るのだ。


　なぜなら、シオンや、フェリスや、仲間たちのことが好きだから。


　だからもし、シオンが敵を倒たおしてきてくれといえば。


　ガスタークの兵器がすごいからなんとかしてくれとか、もう世界征せい服ふくしたくなっちゃったから一いつ緒しよに頑張ろうぜとか馬鹿なこと頼たのんでくれれば。


　それがどんなに無理そうなことだってきっと。


　きっと俺は、うぜぇとかめんどくさいとか言いながらも、頑張ったはずなのだ。


　だが、なぜかそうはならなかった。


　シオンは泣きながら消え、そして『忘却欠片ルール・フラグメ』を使った。


　そしてライナの仲間を、攻こう撃げきした。


　それでネルファの民たみや兵が、何万人も死んだ。トアレも半身を吹ふっ飛ばされてしまった。


　で、いまこうなってる。


「…………」


　ライナはシオンがいない、自分の隣から目を、再び前へと向ける。


　すると見知らぬ色の甲かつ冑ちゆうや戦せん闘とう服を着たゲイルフィックラントの兵が、景色を埋め尽つくすほどに溢あふれていて。


　そしてその向こうには、ガスタークの兵がいる。


　場所も中央大陸の北側で。


　もう、信じられないほどここは、ローランドから離はなれてしまっている。


　この、ほんの少しの間に、景色や状じよう況きようが一気に塗ぬり替かわってしまって、正直なところそれについていくのはちょっと、しんどかった。


　それはフェリスも、そうだ。シオンがいなくなり、国を離れてしまい、さらにはこんな戦場にまで連れてこられてしまって。


　キファや、トアレもそう。いや、トアレなんて、国を失ってしまっているのだ。おまけに彼には兄弟がたくさんいたはずなのに、いまはその話も聞かない。もしかしたらうまく避ひ難なんしたのかもしれないが、ライナたちと合流する前に、とっくに死んでしまっている可能性もある。


　で、さらにここから、戦えという。


　人を殺せという。


　仲間を失えという。


　もう疲つかれ果てているのに、それでもまだ足りないと。


　世界がぐるぐる変わっていくんだから、おまえも変われと背中を押してくる。


　そしてそれに。


「…………」


　それにしかし、ライナは笑みを浮かべた。そしてヴォイスのほうを見て、


「……いいな、それ。おまえの話で初めて、自分からやってもいいかなって思えるような目標を聞けた気がするよ」


　というと、ヴォイスはそうでしょうという顔で、


「ライナさんが気に入りそうな話だと思ったんですよねぇ。でも、本当にこの『忘却欠片ルール・フラグメ』禁きん止し協定を世界に放つことができれば、反ローランド連合の名前は、一気に上がる」


　と、言う。


　それにライナはうなずいて、


「…………」


　うなずいて、思う。


　もしこれを成功させて、本当に『忘却欠片ルール・フラグメ』を世界的に禁止する協定を世界中に結ばせることができるのなら、それはきっと、その情じよう報ほうはローランドへも届とどくだろう。


　ライナがやっていることが、シオンへも届く。


　それは悪くないな、と、ライナは思った。


　少なくともなにもしないよりはいいとそう、思う。


　シオンに、『もう一度おまえのところまでいこうと思ってる』だなんて大見得をきって国を出て、それで結局なんにもしてませんでしたじゃ恰かつ好こうがつかないから。


「……『忘却欠片ルール・フラグメ』の禁止はほんと、ちょっとおもしろいかもな」


　と、ライナは呟つぶやく。


　最初はこの狂った世界を変えるために『忘却欠片ルール・フラグメ』を──勇者の遺い物ぶつを探さがそう、なんてレポートを書いていたのに、それが見つかったら見つかったでよりおかしくなってしまったから今度はそれを禁止するために頑張るのだ。


　そんな馬鹿げた話を聞いて。


「…………」


　あいつは、シオンは少しは笑うだろうか。


　なんてことを、ライナは思う。


　するとそれにヴォイスが、


「まあどちらにせよ」


　と、言う。


　それにライナはうなずく。


「俺がガスタークの兵器を止められなきゃ、話にならない、だろ？」


「そうです」


「止められなきゃ、全員死ぬと」


「そう。ですからさっきの、ガスタークの後方へと進み、ガスタークの兵器を回かい避ひする──というあの案を採用するくらいなら、こんなところにはこない。真正面からいきましょうよ。大勝利か、死か」


　と、ヴォイスは言った。


　大勝利か、死か。


　だがそれに、背はい後ごからトアレが言う。


「三万もの人の命を預かっていて、そう簡かん単たんに君の博ばく打ちには付きあえない」


　するとそれに、ヴォイスがトアレのほうを見て、


「ならどうします？　たった三万で、何十万、何百万が戦ってる中を突つき抜ぬけるというのも、自殺行こう為いだと思いますが……いまはゲイルフィックラントの肉の盾たてに守られて安あん穏のんとしていられますが、いまも人は死んでいるんです。それも大量に。悲鳴が聞こえないから、あなたにはわかっていないのかもしれませ……」


　が、その言葉を遮さえぎって、


「ゲイルフィックラントの兵と、元ネルファの兵の命を、僕は平等には見ていない」


　そう、トアレが厳きびしい顔つきで言った。


　それにヴォイスはひょいっと眉まゆをあげ、


「あなたはライナさんのような甘あまちゃんでは、ないと？」


「少なくとも僕は、仲間と敵てきを区別している。そして君は……」


「敵、ですか？」


　が、それにトアレは、


「……少なくとも、危き険けんな奴やつだ、と思っている」


　そう言って、いつもは優やさしい瞳ひとみを、鋭するどく細めてヴォイスをにらむ。


　するとその言葉に、なぜかヴォイスは笑みを浮かべ、それから少し嬉うれしそうにライナのほうを見る。


「いや～、なんかいい仲間が、増ふえてきてますねぇ、陛へい下か。戦せん乱らんの世になると、こういう、優ゆう秀しゆうな人間が世に出てくるもんです。トアレさんは別に死んでもいいかな、と思ってたんですが、ゲイルフィックラントの兵を肉の盾呼よばわりできるような人材は、手もとにほしい。生き残ってもらえて、よかった」


　なんて言葉に、ライナはうんざりしたような顔でヴォイスを見る。


「肉の盾呼ばわりしたのは、おまえだろう」


「でもトアレさんは実じつ際さいにそう思ってます。おまけに彼は私の言葉をまるで信じてない」


「俺も信じてねぇよ」


「あれぇ？」


　と、やはり楽しそうに言うヴォイスを無視して、ライナはトアレのほうを向いた。


　そして、


「ネルファの兵の命を危険にさらしたのは、悪いと……」


　が、それを遮って、トアレが言う。


「ライナさんは悪くない。悪いのは、ヴォイス・フューレルでしょう？　彼が情報を操作して、どこにどんな危険があるのかを教えず、無理矢理ここに連れてきた。で、おそらく彼はいまも、僕ぼくたちにいくつも噓うそを……」


　するとヴォイスがあっさり、


「当然ついてますよ。私は口から先に生まれてきたので。ですがいまだけは、ほとんどが私の思おも惑わく通りにいってるので、真実を話しましょう」


「それを信じると思っ……」


　が、ヴォイスはそのまま、続けた。


「下へ手たに命を惜おしんで前に進むより、ここに留とどまったほうがいい。もちろんライナさんの言うとおりに、ガスタークの兵器の有ゆう効こう範はん囲いからは、ガスタークの背後までたどりつければ脱だつすることができるでしょう。しかしきっと、そこにたどりつく前に、私たちは全ぜん滅めつしてしまう」


「しかし……」


　という、そのトアレの言葉も遮り、ヴォイスは続ける。


「仮かりにもし、です。もしうまく生き残って背後までたどりつけたとしても、その兵の数は半分も残っていないでしょう。それだとちょっと、困こまる。私は今後の展てん開かいに、ネルファの兵の力も必要としている。ここでトアレさんの保ほ身しんのために命を落とされるのは困るんですよねぇ」


　なんて、少しトアレを挑ちよう発はつするような口調で言う。


　しかしその挑発に、トアレは乗らない。ただなにかを考えるように少し考えこみ、それから、


「……どちらがいいのかな」


　と、小さく呟つぶやく。


　そしてその気持ちが、痛いたいほどわかる。


　ガスタークの兵器をライナが本当に防ふせげるのかまるでわからない状況で、それが発動するのをこのまま待つのか。


　それともものすごい犠ぎ牲せいがでることがわかっていても、ガスタークの背後まで、兵を進めたほうがいいのか。


　それは簡単に決められるような話じゃなかった。


　三万人の人間の命がかかっているのだ。


　決けつ断だんを誤あやまれば、その多くを失う。


　それは息苦しいほどに重い決断だった。


　おまけに選せん択たく肢しも、多くない。


　全滅の可能性もあるのを覚かく悟ごしながら突き進むか。


　やはり全滅するかもしれないが、もしかしたらライナがガスタークの兵器を止められるかもしれないと期待して、なにもしないでここで待つか。


　それはライナにも、わからなかった。


　だがそれに、


「ここで待つのが一番だと思いますけどねぇ。というかみなさん、いまの戦局をちゃんと確かく認にんしてます？」


　なんてことをヴォイスが言って。


　それにトアレが、


「……戦局？」


　と、聞き返す。


　続いてその後ろにいたキファが、


「……ガスタークが『忘却欠片ルール・フラグメ』をさっきから使ってきてない。おまけにゲイルフィックラントの兵が少しずつ、ガスタークの兵を後方へと押おしやり始めてる、でしょう？」


　と、言う。


　それにライナは顔を上げる。そこからはいまいち、全体の状況はわからないのだが、確かにガスタークはさっきから、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使ってきていなかった。


　そしてゲイルフィックラントの兵は少しずつ前に進んでいる。このままいけば、ゲイルフィックラントの兵はガスタークの兵とぶつかるところまで進めるかもしれない。


　そこまでいけば、数で勝るゲイルフィックラントの兵にとって、ガスタークは敵じゃない。


　だからおそらくその前に。


「……もう、すぐにでもガスタークは、兵器を使うか？」


　と、フェリスが言った。


　それにヴォイスはうなずき、


「ですのでもう、じたばたしないでここでライナさんに命を預けましょう……なんて言っていて、さくっとゲイルフィックラントがガスタークの兵を壊かい滅めつさせちゃったりするとそれはそれでまずいんですが」


　なんて言って、笑う。


　すると背後から彼の部下が二人、馬で走ってくる。


　一人はゲイルフィックラントの王に謁えつ見けんを申し出ようとしていたときに付き添そってくれた、レイルカ・レデーナとかいう名の、少女だった。


　明るめの茶色い髪かみに、それとはミスマッチな黒い瞳ひとみ。


　もう一人は、以前に馬車から飛びだしたヴォイスを抱だき止めた少女だった。長い黒髪に、紺こんの瞳。背せの高い華きや奢しやな体に、戦せん闘とう服。


　その二人がヴォイスのところへやってきて、そして、小声でなにかを耳打ちする。それにヴォイスは笑う。


　そんな光景にトアレがライナに、


「もう、まるで信用ならない」


　と、言ってきて、ライナは苦笑する。


「まあねぇ。昔っからなに一つほんとのこと言わない奴だったしね」


　そう応こたえてしかし、ヴォイスが言ってることにも一理あると、彼は思う。


　ゲイルフィックラントが『忘却欠片ルール・フラグメ』を撃ってこないのはおそらく、例の兵器を使おうとしているからだろう。


　なら、もういまからじたばた動いたとしても、間に合わないわけだし、ならやはりここは殺したり殺されたりの戦争はゲイルフィックラントの方たちに任まかせて、本番だけ頑張ったほうがいいのかもしれな……


「…………」


　が、そこで突とつ然ぜん、


「………………あっ……」


　なんて声を、ライナは上げた。


　そして目を見開く。


　大きく見開く。


　すると少し離れた場所に、妙みようなものが飛びあがったのが、見えた。


　それはあまりに速すぎて、いまいちちゃんとは見えなかったのだが、しかし、なにかが動いたのが見えた。


　直後、いくつかの首が宙ちゆうを舞まう。


　腕うでや胴どうも宙を舞う。


　さらに血飛沫しぶきが上がり。


「………………」


　だが、悲鳴はまだ聞こえない。


　兵士たちの地面を踏ふみ鳴らす音や、大規き模ぼ攻こう撃げき魔ま法ほうが爆ばく発はつする音に紛まぎれてしまって、聞こえない。


　だがまだガスタークの兵と、ゲイルフィックラントの兵はぶつかっていないはずだった。


　だから首が空を舞うのはおかしい。


　胴が宙を舞うのもおかしい。


　だが、ものすごい勢いきおいで次々と首が飛ぶ。


　ゲイルフィックラントの兵の首が飛ぶ。


　そしてまた、なにかが跳はねる。


　今度はその姿すがたが少しだけ見えた。


　金色の、なにかだ。目に映らないほどに速く動く、金色のなにか。


　それにライナは、


「……まずい」


　と、うめくように言う。それから、


「ヴォイス！　奴ら、兵器を使うために『忘却欠片ルール・フラグメ』を使ってないんじゃない！　俺らを殺して……『忘却欠片ルール・フラグメ』を持ってる俺らを殺してからもう一度撃つつもりだ！」


　と、叫さけびながらヴォイスのほうを見る。


　するとその、ヴォイスのすぐそばから、悲鳴が上がるのが聞こえた。


　そしてゲイルフィックラントの兵の首が五つ、宙を舞う。


　血飛沫が周囲にぶちまけられ、金色の獣けものが宙空を跳ねていて。


「…………」


　その、獣に、ライナは見覚えがあった。


　前に一度、この化物と戦ったことがあるのだ。


　それはリルとかいうガスタークからの刺し客かくが使っていた、指輪の形をした『忘却欠片ルール・フラグメ』。


　その『忘却欠片ルール・フラグメ』によって生みだされる雷かみなりの獣が、ここはまだ最前線でもないのに三匹びきも宙を舞っていて。


　その獣がヴォイスのほうを見る。耳が劈つんざかれそうになるほどの大きな咆ほう哮こうをあげる。


　それにライナは、


「馬鹿ヴォイス、前を見ろ」


　と、叫ぶ。


　だが、叫ぶだけで、なにもできない。獣の動きがあまりに速すぎて、まるで反はん応のうすることができない。


　場所も、遠い。


　このタイミングでは助けることができない。


　一匹が周囲のゲイルフィックラントの兵を蹴け散ちらす。


　二匹目の獣が跳とぶ。


　口を開く。


　そしてそのままヴォイスの頭を喰くらい千ち切ぎろうとした、刹那。


「ヴォイス様!?」


　と、横にいたレイルカが叫ぶ。


　そしてそのままレイルカが、ヴォイスの前に出る。その彼女の腕が、肩から喰らい千切られて、消える。


　血が噴ふきだし、彼女は馬から落ちるが、さらにもう一匹がヴォイスに迫せまる。


　だがそれは、後方から飛びだしていったフェリスが、剣けんで受け止める。


　そこでやっと、ヴォイスが反応する。


　驚おどろいたような顔でフェリスが止めた獣の姿を見つめ、それから地面に落ちて動かなくなったレイルカを見下ろす。


　子こ供どものように澄すんだ、それでいて冷たい瞳ひとみで部下を見下ろし、


「…………」


　しかし、なにも言わない。


　レイルカは動かない。


　レイルカは動かない。


　だがそれに、


「…………」


　なにかを感じている暇ひまは、なかった。


「くそがっ!!」


　と、ライナはうめくように言って、宙空に全力で光の文字を描かき込こみ始める。エスタブールの魔ま法ほう騎き士しから『複写眼アルフア・ステイグマ』で奪うばい取った、身体能のう力りよくを加速させる魔法だ。


　それはすぐに完成し、


「我われ・契けい約やく文を捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　ライナは呪じゆ文もんを唱える。それも、効こう果かが限げん界かいまで高まるように、強く、強く、強く発動する。


　刹那。


　彼の体がうっすらときらめき、体の中がぎしぎしと千切れそうなほどに加速する。


　馬の背中を蹴り、雷の獣と戦っているフェリスのほうへと跳ちよう躍やくする。


　その空中で、光の魔方陣じんを描く。それも両手で、同時に二つ。


　すぐに魔方陣は完成し、


「求めるは殲せん虹こう〉〉〉・光燐くうり！」


　彼は呪文を叫ぶ。


　すると二つの『光燐くうり』の魔方陣が、同時に光の塊かたまりを生みだす。


　その塊から、光の帯が放たれる。


　一ひと筋すじはレイルカの腕を喰った雷の獣に。


　もう一筋は、ゲイルフィックラントの兵を襲おそっている獣に。


　そしてレイルカをやったほうの獣には、『光燐くうり』があたり、消滅させることに成功する。


　だがゲイルフィックラントのほうの獣は、『光燐くうり』に反応した。一瞬こちらに目を向け、すぐに横へと飛びのいてしまって。


「くそ、外はず……」


　が、その言葉を遮って、


「いや、あたりだ」


　と、フェリスが言う。


　そのまま剣を振るい、押さえていた獣を、弾はじき飛ばす。それも、ライナが放っていた『光燐くうり』の射しや線せん上じようへと獣を叩たたきおとす。


　獣は『光燐くうり』の光の筋に焼かれ、弾けて消える。


　これで残るは一匹。


　ライナはさらに魔方陣を描きながら、フェリスの横につき、


「もう一匹、いけるか？」


　と聞くと、彼女はそれに少しだけ笑みを浮かべ、剣を少し高く上げると、


「前とは違う。いまなら一人でも数匹を相手できるが……しかし、相手があいつなら……」


　なんてことを言いだして。


　それにライナは、うなずいた。


　相手があの、リルとかいう男なら状じよう況きようはかなり悪かった。


　いくつもの『忘却欠片ルール・フラグメ』を使いこなす、最悪の相手。


　ライナとフェリスと、さらにティーアとルークまでいたのに、ほぼ五分ぐらいの戦いしかできなかった、最悪の相手だった。


　そいつがおそらくは、すぐそばにいる。


　それもライナたちを狙ねらってきている。


　理由は簡かん単たんだ。


　この場所から。


　この、ライナたちがいる場所から、ガスタークの『忘却欠片ルール・フラグメ』を防ふせぐ『忘却欠片ルール・フラグメ』が使われたのを、向こうはすでに確かく認にんしているのだ。


　そしてその使用者を潰つぶしにきた。


　もしくは、こちらが持っている『忘却欠片ルール・フラグメ』を奪うばいにきたのかもしれない。


　どちらにせよ、


「……残った一匹ぴきを倒たおすぞ」


　と、ライナは言った。


　そして完成させた魔方陣を動かそうとする。


　だがそれに、雷かみなりの獣は地面を蹴って、大きく後方へと下がる。周囲のゲイルフィックラントの兵を殺し、咆ほう哮こうをあげる。


　獣の咆哮。


　一瞬、戦場にいる兵士たちの動きが止まるほどに大きい、雄お叫たけび。


　まるでそれは、ここに獲え物ものがいたぞとばかりに、仲間を呼ぶかのような声で。


　それにライナは顔をしかめる。それから後ろを振り返る。


　するとキファが地面に倒れたレイルカへと駆かけ寄り、肩かたの傷きずを押さえて止血を始め、


「まだ……まだ生きてる！　助かる！」


　と、叫ぶ。


　それにトアレがヴォイスのほう見て、


「例の『死デのル転ニ移オ』とかいう名前の治ち癒ゆの石を！」


　と、叫ぶ。


　するとそれに、ヴォイスは一度トアレのほうを一いち瞥べつし、それからすぐ楽しげな笑みを浮かべてライナのほうを見ると、


「いやぁなんか、いまのは運が悪ければ、私は死んでましたよね？　これはちょっと、なかなか戦争らしくなってきました。おまけにちょっと想定外。敵はゲイルフィックラントの兵を薙なぎ払はらってここまで刺し客かくを送ることができ……」


　が、それを遮って、


「そんな場合じゃないだろう！　早く『死デのル転ニ移オ』を渡わたせ！」


　と、トアレが怒ど鳴なる。


　それにヴォイスは肩をすくめ、トアレのほうを見る。続いて地面に倒たおれているレイルカのほうへと視線を下ろす。


　するとレイルカが薄うすく目を開き、


「……ご、御無事ですか、ヴォイス様」


　と、かすれるような声で言って。


　それにヴォイスはうなずく。


「ああ、ぴんぴんしてるよ。君のおかげだ、レイルカ。よくやった」


「……よ、よかった」


　そう言って、レイルカは薄く微笑ほほえむ。


　それにヴォイスも笑ってうなずき、


「でも悪いんだけど、いま君の治ち療りようをする余よ裕ゆうが私たちにはない。ガスタークの刺客に私たちの存そん在ざいを確認されてしまった。刺客はすぐにもう一度ここにやってくるだろうし、君のような一兵卒の治療のために、『死デのル転ニ移オ』を無む駄だに使いたくない。なので君をここで捨てる。だからできるなら君は、ガスタークの刺客をここで足留めでき……」


　と、その言葉の途と中ちゆうで、


「なにを……なにを言ってるんだおまえは！」


　と、トアレが怒鳴る。


　レイルカの血は止まらない。その顔から生気が、どんどん失われていく。


　もし治療をするのならもう、時間がなかった。このまま放っておけば、あと数分で彼女は死ぬ。


　それにトアレはヴォイスをにらみつけ、


「早く、早く『死デのル転ニ移オ』を……」


　と、言う。


　しかしヴォイスはただ目を細め、それから黒くろ髪かみの部下のほうへ向き、


「……ハーミット、この状況を他の部下に……」


「ふざけるなよ、おまえ！　いいから早く治癒の石を寄よ越こ……」


　が、それにヴォイスは指でトアレのほうを差し、こいつを殺せとばかりに地面のほうへと向ける。


　すると彼の部下の、ハーミットと呼ばれた女が腰こしの剣を引き抜ぬく。その剣をトアレのほうへと振ふりかぶる。


　しかしその、何倍もの速さでフェリスが剣を振るう。すると黒髪の女の剣が、根元から切り裂さかれてしまう。


　さらにライナがそれに、ヴォイスの髪をつかんで、


「……いまおまえ、トアレを殺そうとしたろ？」


　と言うと、ヴォイスはそれにやはり楽しげに笑い、あっさり、はい、と言おうとする。


　だがそれを言わさずに、ライナはさらにヴォイスの髪を強く引きあげ、


「……あんま、なめたことばっかりしてんじゃねぇぞ、ガキが。いいから早く『死デのル転ニ移オ』を寄越せ」


　と言う。


　それにハーミットがライナのほうへと攻撃を仕し掛かけてこようとするが、それをヴォイスが手で制せいす。


「止まれ、ハーミット。君じゃライナさんにはかなわない……」


　と、そう言ってから、ライナのほうを見上げる。


「どうしても『死デのル転ニ移オ』を使いたいと？」


「あたりまえだろうが」


　ライナがそう答えると、ヴォイスは困ったように笑って、


「……あたりまえ、ですか……あたりまえなら、仕方ありませんねぇ」


　そう言って懐ふところから一つ、拳こぶしより小さいくらいの石を取り出す。それをレイルカの肩の出血を必死に押さえているキファのほうへと放ほうる。


　キファはそれを受けとり、急いでレイルカの傷きず口ぐちへとあてる。だがその石は、レイルカの傷の治癒を始めない。


　それにキファは顔を上げ、ヴォイスをにらんで、


「『死デのル転ニ移オ』の使い方を教えて」


　と、言う。


　それにヴォイスはキファのほうは見ないまま、ライナを見つめ、


「……本当に、使うつも……」


　が、その言葉を遮さえぎり、ライナは言う。さらに強く、ヴォイスの髪を引きよせ、


「早くしろ」


　その言葉に、ヴォイスは小さくため息をついて、


「……血を……ゲイルフィックラントの兵たちの死体から出た血を、石に吸すわせてください。これだけの血があれば、レイルカを救うための力はすぐに溜たまるでしょう……」


　と、言う。


　それにキファが石を、地面の血に浸ひたす。


　いつの間にか地面は、ゲイルフィックラントの兵の血で、水溜まりのようになってしまっていて、その血を石が、ぎゅるぎゅると音をたてて吸い始める。


　そしてそれを、ライナは見つめる。


　ゲイルフィックラントの兵の命を吸って、レイルカの命を救うための力を溜めようとする、気色の悪い石を見つめる。


　他者の命を喰くって、治癒の力にする。


　それが、『死デのル転ニ移オ』の力だった。


　それに、


「…………」


　それにヴォイスが、


「……ゲイルフィックラントの兵が死ぬことを気にしなかったことは褒ほめてもいいですが、しかし、レイルカはあなたの仲間じゃない。お人好しにもほどがありますよ、ライナさん」


　と、たしなめるような口調で言ってきた。


　それからヴォイスは、地面に倒たおれているレイルカを見て、


「……レイルカ」


　と、呼ぶ。


　それに彼女は目だけを上げて、ヴォイスを見る。


「…………」


　はい、と、口は動くが、声はもうでない。それほど彼女はすでに、憔しよう悴すいしてしまっていた。


　だがヴォイスはその彼女を見下すようにして、


「まだ少し、その傷を治すには力を吸収する必要があります。ですが私たちはここを離れなければならない。ガスタークの刺し客かくが狙ねらってるのは、『忘却欠片ルール・フラグメ』を持っている、私たちですから。ですから、『死デのル転ニ移オ』での治療は、自分でしなさい」


　と、言う。


　それにレイルカは小さくうなずき、それから、キファが持っている『死デのル転ニ移オ』へと、手を伸のばそうとする。必死に手を伸ばそうとする。しかしほとんど彼女の体は動かなくて、キファがそれに、


「私がここに残っ……」


　が、ヴォイスがそれに、


「足手まといになるなら、もう君には会いたくない」


　と、レイルカに向かって言う。それに彼女は泣きそうな顔になり、手を伸ばす。肩の出血を気にせずに、手を伸ばし、ゲイルフィックラントの兵が作った血の海におかれている『死デのル転ニ移オ』を、つかむ。


　するとその瞬しゆん間かん、『死デのル転ニ移オ』が青白い光を放ち、レイルカの肩から流れだしていた血の勢いきおいが、急速に緩ゆるやかになっていく。


　それにヴォイスは微笑ほほえみ、


「……よし」


　と、うなずく。


　それから再びライナのほうを見て、


「さて、じゃあそろそろ髪を放してくれませんか？　こんな馬ば鹿かなことをやりあっている暇ひまは、私たちにはない」


　という言葉に、ライナはヴォイスをにらみつける。この生意気どころじゃないガキには言いたいことは山ほどあって、もう、ちょっと、なにから言ったらいいのかわからないほどなのだが、しかし、


「…………」


　ヴォイスが言っていることももっともなので──


　イライラするが、こいつが言ってることはガキのくせにいつももっとなことばかりなので、ライナはヴォイスの髪を放した。


　確たしかにもう、あまり時間はないのだ。


　ガスタークからの刺客が──あの、リルとかいう名の男がここにきているのだ。


　それも『忘却欠片ルール・フラグメ』を持っているライナや、ヴォイスを狙ってきている。


　雷の獣を撃げき退たいされたことによって一度退ひいてくれたが、しかし、あいつはすぐに戻ってくるだろう。


　それもきっと、仲間を連れて。


　前に戦ったときはあいつは単たん独どくでネルファ皇こう国こくへとやってきており、ライナたちとは一人で戦ってくれたのだが、いまはガスタークの本隊が、すぐそばにいるのだ。


　なら。


「…………」


　なら、リルと同じぐらいの強さの仲間が、他にもいる可能性がある。少なくともライナは他に、大きな力を持ったガスタークの兵を二人、知っている。


　スイと、クゥという名前の兄妹きようだいが、そうだ。その二人ともが『忘却欠片ルール・フラグメ』を使いこなしており、圧倒的な強さで、ライナやフェリスを殺しかけた。


　いままでは運よく退しりぞけることができたが、あんなのが束になってやってきたら、ひとたまりもないだろう。


　つまりここでぐずぐずしている暇は、ないのだ。


　それにライナは顔を上げる。そして後方へと逃にげるぞ、と、そう皆みなに命じようとする。


　だがそこで、ヴォイスはこちらに向かって、


「『死デのル転ニ移オ』はレイルカの治ち療りようのため、一つ、ここに捨すてていくことになる。しかし私たちは四つしか『死デのル転ニ移オ』を持っていない。つまり残りあと三つです。あとで、レイルカを救ったことを後こう悔かいしないといいですねぇ、ライナさん」


　なんてことを、言う。


　それにライナはヴォイスをにらみ、しかし無む視しして、


「後方へ退ひくぞ──」


　と、言いかけてから、


「いや、違うな。一度ここで、散開する。敵てきは俺とヴォイスを狙ねらってっから、キファとトアレは、ここから離はなれろ。俺はヴォイスを守……」


　が、そこでキファが、


「私も残……」


　しかしライナはすぐに首を振り、


「ごめん、キファ。足手まといだ。今回は敵がまじで強いから、キファたちを守りながらは戦えない……」


　と、言った。


　それにキファは、口をつぐむ。


　続いてトアレがそのキファの背中を、励はげますようにぽんっとたたき、


「僕と一いつ緒しよに、退きましょう。後方でもやるべきことはたくさん……」


「わかってる」


「…………」


「わかってる。でも、ライナ……」


　と、顔を上げるキファに、ライナは微笑ほほえむ。


「ああ、死なないように、がんばる」


「絶ぜつ対たいだよ」


「ああ。じゃあ、もういってくれ。いつここに刺し客かくが戻もどってくるか、わかんないから」


　と、ライナが言うが、キファはそれでもまだ、動かなくて。


　それにトアレが、横から彼女の手を引く。それに引っ張られて、キファは後方へと下がろうとする。


　ライナはそれを確認してから、今度は横にいたフェリスに、


「……あ～、おまえはそのぉ……」


　と言うと、ライナの言葉が終わるまえに、


「おまえのそばにいる」


　と、彼女は言った。


「私がいなければ、おまえはすぐに死ぬだろう？」


　という言葉に、ライナは苦く笑しようする。


　それから目を、戦場へと向ける。


　戦場では悲鳴があがり続けている。少し離れた場所で、色取り取りの光が明めい滅めつし始めている。


　あきらかにすぐ近くで、戦せん闘とうが行われている。


　おそらくはリルが、暴あばれているのだ。


　それもこの方向は、


「…………」


　と、ライナは目を細める。


　この方向は、ゲイルフィックラント帝てい国こくの王、グラフド・エルブブドがいる方向だった。


　エルブブド王の周りには五十人を超こえる魔ま法ほう騎き士しが配置されていたので、その魔法騎士と殺し合いをしているのだろう。


　それにライナは、


「ゲイルフィックラントの王が……」


　と、言うと、ヴォイスはうなずいた。


「敵が一度退いてくれた理由がわかりましたね。エルブブド王は無む能のうじゃない。自分の近くであれほど派は手でに、それも犬連れで暴れている刺客を、放ってはおかないでしょう。魔法騎士たちが、ガスタークの刺客を襲おそってくれているようです」


　と、言う。


　それにライナは、


「なら、いまいけば……」


「ええ、魔法騎士と連れん携けいして、刺客を殺せますね。急ぎま……」


　が、その言葉の途と中ちゆうで、きゃあああという、女の悲鳴が背はい後ごであがった。


　その声をライナは、知っている。


　キファの声だ。


　後方へ下げたばかりの、キファの声だ。


　それにライナは、目を大きく見開く。全身が震ふるえそうになるのを、感じる。振り返るのが怖こわくて、体が一いつ瞬しゆん、固まる。


　キファが死んだんじゃないかと、そんなことを想そう像ぞうしてしまって。


「…………」


　だが、すぐにその最悪の想像を、頭から打ち消す。そして背後を振り向く。


　するとキファは、生きていた。


　だがそのすぐ前にいた反ローランド連合軍の兵士数人の胴どう体たいが、宙ちゆうを舞まっている。


　そしてその中心に、一人の少女が立っている。


　歳としのころは、ヴォイスとほぼ同じぐらいの、十四、五歳さいの少女。


　眉まゆのところで前髪が切りそろえられた、ガスターク特有の桃もも色いろの長ちよう髪はつに、真っ黒いドレスのような服。整った顔立ちに、楚そ々そとした雰ふん囲い気きの女の子。


　そしてその少女のことを、ライナは知っていた。


　まだライナがフェリスと二人で勇者の遺い物ぶつ探さがしをして、諸国を巡めぐっていたときに出会った、ガスタークからの間者スパイだった少女だ。


　名前は確たしか、クゥ・オルラ。


　そのクゥが、手に持っている鎌かまを高く掲かかげる。


　小さな、細い手に持たれた、ライナの体よりも長大な鎌。


　その鎌を少女はまるで小こ枝えだかなにかを振り回すかのように、軽々と回す。するとあっさり周囲にいたゲイルフィックラントの兵の体がまた、輪切りになる。


　しかしその切せつ断だん面からは、血けつ液えきが飛びだしてこない。なぜならその切断面が、凍こおりついてしまっているから。


　そう。


　その鎌も、『忘却欠片ルール・フラグメ』の一つなのだ。


『アイルクローノの鎌』という名の、その『忘却欠片ルール・フラグメ』は、持ち主の感情の起き伏ふくを奪う代わりに、使用者の能力を劇げき的に向上させ、さらには斬きり付けたものを凍りつかせる能力がある。


　その『アイルクローノの鎌』を、クゥは振るう。


　振るう。


　振るう。


　するとそのたびに、血飛沫しぶきがあがらないまま、周囲に死がまきちらされる。


　そしてその鎌がキファと、トアレに迫せまって。


「まずい!!」


　と、ライナは叫ぶ。馬の背中を蹴けって飛ぶ。いまだ魔法で加速されたままの彼の体が、もの凄すごいで速さで後方へと弾ける。


　だがそれよりもさらに速く、フェリスがキファの背後へとたどりつく。そのままキファの背中を蹴る。するとキファの体が、鎌の刃はの部分よりも前に突つき飛ばされ、そのまま、鎌の柄えの部分に肩があたる。


　そして彼女の体は、信じられない勢いで横へと吹っ飛ばされ、地面を転がる。一瞬、死んだんじゃないかというほど遠くまで飛ばされてしまい、しかしキファはそれに、


「……うぁ……痛いった……」


　と、言いながら起き上がろうとしたので、ライナは安あん堵どの息を漏もらす。


　するとそこで、ガギィンという、金きん属ぞくと金属がぶつかる甲かん高だかい音が響ひびく。


　クゥの鎌とフェリスの剣が、ぶつかったのだ。


　そのままクゥはフェリスを見上げ、


「……あなたを……知ってる……」


　と、言った。


　それにフェリスは、


「じゃあ私と斬り合えば負けることも覚えているな？　死にたくなければ、退け」


　と、応えるが、それにクゥは首をかしげ、


「……記き憶おくでは……負けたのはあなた……」


「覚えてないな」


「……なら……」


　と、クゥは言う。


　そして一度鎌を引き、


「思いださせましょう」


　そう言って、鎌を振ふり下ろす。
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　ライナの目では追えないほどの速さで振り下ろす。


　それにフェリスはしっかりと反はん応のうする。何度も何度も何度も振り下ろされる鎌を受け止める。


　しかしそのままだとすぐにフェリスが負けてしまうことを、ライナは知っている。


　あの鎌と斬り合えば斬り合うほど、フェリスの剣と体は凍りついていき、動きが遅おそくなっていくのだ。


　だから、すぐに助けにいく必要があるのだが。


「…………」


　しかしライナは動かない。


　地面に着地し、全身を緊張させて、周囲に意識を張り巡らせる。


　なぜなら敵が──


「…………」


　この、クゥという少女がいるのなら、もう一人敵が、いるはずなのだ。


　この、クゥという少女の兄──スイ・オルラが。


　やはり強力な『忘却欠片ルール・フラグメ』を使うスイは、フロワードの使う『忘却欠片ルール・フラグメ』によって瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負って、国に逃にげかえったはずなのだが。


　もし、生きているのなら。


「…………」


　とそこで、ライナはクゥの背後。


　反ローランド連合の兵たちにまぎれるように立っていた、長身の男を、見つけた。


　やはり桃色の、男にしては長い髪。気弱そうな、こんな戦場の中にはいまいち似に合あっていない、穏おだやかそうな顔。そして瞳ひとみの色がわからないほどに細く、にこにこと笑っている目。


　スイ・オルラだ。


　そのスイが、やはりにこやかな表情のまま、ライナの視線をとらえる。それから吹っ飛んだキファのほうへと、目を向ける。


「…………」


　それにライナは、身を、低く下げる。


　スイの考えていることは、わかった。


　キファを救おうとした、ライナの反応を見て、彼女が人ひと質じちに取れる相手だと、わかったのだ。


　だから楽しげな表情のまま、


「やあ、これはこれはライナさん。本当にお久ひさしぶりですねぇ」


　なんてことを言ってきて。


　その間も、フェリスはクゥと斬り合いを続けている。それももう、周りの人間がその二人の間に入りこめる余よ地ちがないほどに激はげしく。


　それをスイは、楽しげな糸目で見つめ、


「ちなみにいまの状じよう況きようを、把は握あくしてますか？　フェリスさんはクゥが足あし留どめしてるからもう動けない。で、僕はフリー。これの意味は？」


　当然、わかる。


　こちらには周囲に、仲間が大勢いるのだ。キファや、トアレや、ヴォイス、ハーミット、いまだ治ち療りよう中のレイルカ、それに反ローランド連合の兵と、ネルファの兵。


　その中の誰も、スイの攻こう撃げきを防ふせぐことができない。攻撃されれば、死ぬ。


　つまりいま、スイは、ここにいる全員を人質に取っている、ということになる。


　しかしそれにライナは笑えみを浮うかべ、


「……おまえが俺おれより先に攻撃できるなら、だけどな」


　と、言った。


　それにスイは肩をすくめ、


「前より強くなった、ってことでしょうか？」


「ああ」


　と、ライナはうなずく。


　しかしそれは噓うそだ。


　以前にスイと戦ったときと比くらべて、自分がそれほど変わったとは思えない。少なくとも、それほど努力はしなかった。だからこそピアにも、ペリアにも、ゾーラにもけっこうな差をつけられてしまったのだが、いまさら慌あわてて修しゆ業ぎようを再さい開かいしたところで、その結果がすぐに出るわけじゃない。


　だが、それでも、


「……前の俺と同じだと思ったら、痛い目にあうぞ」


　と、ライナは牽けん制せいする。


　そしてすぐに飛びだせるように、身を低くする。


　だがそれに、スイはさらに笑みを浮かべ、


「なら少し待ちましょうか。クゥがフェリスさんを殺してからでも、遅くは……」


　が、その言葉の途中でヴォイスが、


「ライナさん」


　と、背後から言ってくる。それにライナは振り返ることができないが、ヴォイスは気にせず続ける。


「いつでも攻撃の合図を。ここは私たちの陣じんの、ど真ん中ですよ。全員あなたの味方だ。あんな奴は敵じゃない……」


　と、言う。


　それにスイがさらに笑って、懐から一本の、短たん剣けんのようなものを取り出す。


　刃のない、短剣。


　それは以前ライナがネルファで遺物探たん索さくをしていたときに見つけたものとよく似ているが、しかし、色が違った。


　赤い。


　まるで血で染そめあげたかのように真っ赤な、短剣のようななにか。


　それをスイは取りだし、


「よけいなことをしても、無む駄だな犠ぎ牲せいが増ふえるだけですよ、ヴォイス・フューレルさん」


　と、言う。


　だがそれにヴォイスは笑みを浮かべ、


「あいにく必要な場面での犠牲には私、わりと寛かん容ようなほうなんですよ。だからここで仲間が何百人死のうが、その犠牲の上でライナさんがあなたを殺せれば、私の勝ちだ」


　そう言って、ヴォイスは手をあげる。


　するとハーミットが、


「エルスウェルア！」


　と、意味不明の声を放つ。


　おそらくそれは、反ローランド連合軍の中で共有されている暗号かなにかなのだろう。すると周囲の兵数百人が一いつ斉せいに、魔法の光を宙空に描かきこみ始めて。


　そして、ヴォイスが言う。


「遺い伝でん性せいの、選ばれた者しか使用できない『忘却欠片ルール・フラグメ』を持っているからといって──少し奢おごりすぎですよ。戦地で単たん独どくで敵てき陣じんに飛び込こむ。私はそういう人のことを、馬ば鹿かと呼よんでいます。ではそろそろ死にましょうか、お馬鹿さん」


　そう言って、ヴォイスが指をぱちんっと鳴らす。すると一斉に反ローランド連合の兵たちが、魔法を放とうとする。


　しかしそれにスイは、まるで動じない。ただ高く、赤い短剣のようなものを掲かかげ、少しだけ悲しげな顔で、


「……だから無駄な犠牲が出ると言ってるのに」


　と、呟つぶやく。


　そしてその言葉が事実だと、ライナにもわかる。スイの手の中の『忘却欠片ルール・フラグメ』が、強く、輝かがやき始めたから。


　その効こう果かがいったいなんなのかはわからない。わからないがきっと、あれが発動してしまえば本当に、周囲の兵たちはあっさり殺されてしまうのだろう。


　それにライナは、


「…………」


　どうすればいいのか頭の中に考えを巡らせる。一瞬で巡らせる。必死に巡らせる。彼が間違った動きをすれば、仲間たちが殺されてしまう、どころか、その上でスイを仕留め損そこなう可か能のう性せいもあるのだ。


　おまけにスイは、ライナの動きだけを警けい戒かいしている。いまこの場で、スイと真っ向から戦えるのは、ライナだけだとわかっているのだ。


　だからライナは、動けない。飛びだすきっかけが、まるでつかめな……


「…………」


　が、その、彼の目の端はしで、おかしなことが起こっているのが、見えた。


　ライナの、ぎりぎり視界に入るか入らないか、くらいの、場所。


　そこにはさっき、クゥの鎌かまの柄えの部分で殴なぐられて、吹ふっ飛ばされてしまったキファが立ち上がっていて。


　そして必死になにか、宙空に光の文字を描き込んでいる。とても複ふく雑ざつな文章。かなり高度な、それこそ、魔法騎き士しレベルの魔ま導どう知ち識しきがなければ制せい御ぎよしきれないほどの、高度な術じゆつ式しき。


　そしてその術式を、ライナが知っているころのキファは、使えなかった。少なくとも彼女の能力や知識では、使えるはずのないレベルの魔法だった。


　だがいま、彼女はそれを使おうとしている。離れていたこのしばらくの間に、彼女はライナと違って、鍛たん練れんを怠おこたっていなかったのだ。


　もちろんそれはまだ、粗あらい。ライナが描くものほど精確でも、速くもない。


　しかしそれでも、もう、その魔法はすぐにでも完成しそうで。


　それにライナは、笑みを浮かべた。そして、言う。スイには聞こえないくらいの、小声で、


「……ヴォイス、仲間の兵たちには、魔法を撃うつ、フリだけさせて後こう退たいさせろ」


　するとそれにヴォイスが言う。


「なにか策さくでも？」


　が、ライナは首を振り、


「策はないが、仲間が増えた」


「仲間が？」


　それに、彼はうなずく。


「ああ、強い仲間が……」


　が、そう言いかけたところですぐ横でクゥと斬きり合いを続けていたフェリスが、


「んぁ」


　と、苦しそうな声をあげた。


　その、彼女の剣と手が、クゥの『アイルクローノの鎌』の力により、白く凍こおりつき始めていて。


「ぐぅ、こ、このままでは……」


　しかし言葉はそこまで。


　クゥが鎌を振り下ろし、それをフェリスは剣で受ける。


　だが、受けきれずに剣を手から放してしまう。そしてフェリスは大きく目を見開き、


「ま、負け……」


　と、言った。


　それにクゥが、


「終わりです」


　と、言う。鎌を振ふり上げようとする。


　しかしそれに、フェリスは薄うすく笑みを浮かべ、


「なんてな。終わりは、おまえだ」


　と、さらに一歩前に踏ふみだす。長大な鎌を持った、クゥの懐ふところへと跳とびこみ、


「剣を落としたのは、わざとだ」


　楽しげにそう言いながら、もの凄すごい勢いで手刀をクゥの首へと放とうとする。


　それに反応して、クゥもフェリスのほうへ、鎌の柄の部分を振り上げるが、フェリスの手刀のほうが速い。手刀が首に当たる。と、同時に鎌の柄がフェリスにぶつかろうとするが、それを彼女は足で受け、その勢いを利用して一気に、スイのほうへと飛ぶ。


　それにスイの意識が、突然目の前に飛び込んできたフェリスのほうへと向く。


　一瞬の隙すき。


　ほんの一瞬の隙。


　だがそれで、十分だった。


　ライナも走りだす。


　それにスイが慌あわてて短剣のような形をした『忘却欠片ルール・フラグメ』をこちらへ向け、なにかを言おうとするが、しかし、次の瞬間、


「…………んなっ!?」


　スイはそんな、驚おどろきの声をあげていた。


　なぜなら横から、さっきクゥが吹っ飛ばしたはずの、それほど強そうには見えなかった女の子がものすごい勢いで迫せまってきたから。


　エスタブールの高等魔法によって身体能力を増ぞう幅ふくしたキファが、地面を蹴けり、飛びだしてきて、そして、スイの短剣を持つ手を、蹴りあげた。


　それで短剣が手から離れ、宙を舞う。


　さらにフェリスが蹴りをスイの首へとたたきこもうとする。


　それをスイは、よけられない。


　顔をしかめ、


「くそが」


　と、うめく。そして体を少しずらす。ずらしたことによって首から、自分の顔へと蹴りがあたる場所がずれて。


「がはっ」


　と、彼の体は吹っ飛ぶ。


　だが、急所を外したことによってぎりぎり意識が飛ぶことを防ふせいだスイは、地面に着地するなり懐に手を入れ、なにかを取り出そうとするが。


　しかしそのスイがいる場所まで、ライナは距きよ離りを縮ちぢめている。そのまま戦せん闘とう服のブーツの中から取り出したナイフをスイの首くび筋すじに突つき付け、


「動くな。殺すぞ」


　と、言う。


　それにスイの動きが、止まる。こちらを見上げ、それからキファのほうを見て、


「……まさか、彼女にあんな動きができるとは……」


　なんて言って。


　それにライナは笑う。


「俺の仲間は、みんな強いんだよ」


「あなたの仲間？」


「ああ」


「……あなたの仲間、ですか。キファさんは、私たちの仲間だと思ってたんですが……」


　なんてことをスイは突とつ然ぜん言いだして、キファをにらみつける。


「まさか私たちを、裏うら切ぎるつもりですか？　あなたの任にん務むは、ライナさんをガスタークに連れてくることのはずでは？」


　という言葉に、しかしキファはあっさり、


「そんな約束、したっけ？」


　なんて言って。


　その会話の意味が、しかしライナにはまるでわからなかった。だからスイと、キファの間をきょろきょろと見て、


「……二人は、知りあいなの？」


　と聞くと、彼女は少しだけ困こまったような顔で、


「うんと、諸国巡めぐってたときに、ガスタークにちょろと寄よったことがあって、そこでちょっと、ね」


　と、言う。


　それにスイが、


「ちょっと……ねぇ。レファルは、うちの王はあなたと付き合ってるつも……」


　が、最後まで言わせずにキファが言う。


「それはレファルの勘かん違ちがい」


「……ですが少なくとも、ついさっき、あなたがここにいる、という情報が入ったから、レファルは慌ててあなたの救出のために、私たちをここに寄こした。あなたがいるせいで、彼はグロウヴィルを撃うてずにいる」


　という言葉で、ガスタークの王とキファが、いったいどういう関係だったのか、おぼろげながらわかったような気がした。


　いや、少なくともレファルはキファに……


　とそこで、スイが言う。


「陛へい下かはあなたに、死んでほしくないと思っ……」


　が、キファはそれを遮さえぎって、


「撃てばいいじゃない」


　なんてことを、あっさり言った。


　それにスイは、信じられない、と言わんばかりの、少し驚いたような顔でキファを見つめ、


「それではあなたは死にますよ？」


　と、言う。


　だがそれにもなぜか、キファは笑う。


　楽しそうに笑う。


　嬉うれしそうに笑う。


　そしてやはりあっさり、そんなことはなんでもないことのような口調で、


「いいよ」


　と、彼女は言った。


「私、ライナと一緒に死ぬのが夢ゆめだから、別にいいよ」


　なんてことを、彼女は言った。


「私が好きなのは……愛してるのは、レファルじゃなくて、ライナだもん」


　なんてことを、彼女は本当にあっさり、迷まよいない瞳ひとみでそう言って。


　そんな、もう、あまりに突然すぎる告白に、


「…………」


　ライナがなにも言えないでいると、スイが続けた。


「では、あなたがライナさんを連れてきてくれるっていうのは」


　するとキファはやはり笑って。


「噓うそだよ」


　と、言う。


「裏切り者だなぁ」


　と、少しだけ責めるような口調になるスイに対して、


「よく言われる～」


　なんて、キファは少しだけ悲しそうに笑う。


　それに、スイも笑う。苦笑するような笑みを浮かべ、


「……これは、まいったな……うちの王は、本気で惚ほれた女にはいつも、もてないんだよなぁ」


　と、言った。


　それからスイはライナのほうを見上げて、


「……と、なんかそんなわけで私、ここには用がなくなってしまったんですが……本当はあなたと、キファ・ノールズの二人を保ほ護ごしてこいと言われていたんですが……どうも裏切られてしまったので、帰ります。なので見み逃のがしてもらえませんかね？」


　なんて言って。


　しかしそれにライナは、


「…………」


　やはりちょっと、あまりにいろいろなことが一度に起きすぎてしまって、なにも答えられない。


　キファがガスタークの奴やつらと知りあいで、ライナを連れてガスタークに戻もどってこい、なんて命令を受けていて。


　でもそれを彼女はあっさり、裏切ったのだ。


　それも、ガスタークにいた、ということは、ガスタークが持っている兵器がどんなものか、彼女は知っているはずなのだ。どれほど強大な威い力りよくを秘ひめているのか、知っているはずなのだ。


　ここにいれば死ぬ、と、誰だれよりもわかっているはずなのだ。もしかしたらストオルでその兵器が使われたのも、見ているかもしれないのだ。


　なのに彼女はあっさり、ここにいることを選んだ。


　楽しそうに笑いながら、ライナと一緒にいることを選んだ。


　おまけにその理由が、好きだから、とか、ちょっとそれは。


　そんな、馬ば鹿かな話は。


「…………」


　とそこで、キファが言う。


　こちらを見つめて、


「ライナ」


「……う？」


「……もう、もうここで死んじゃうかもしれないから思いきって言っちゃうけど……」


　なんて彼女は言って、そして、言いにくそうに一度、言葉を止める。それから顔を真っ赤にして、なのになぜかちょっと泣きそうな顔になって、


「ライナのこと、大好きだよ」


　なんてことを、彼女は言った。


　みんなに聞こえるほどにはっきりと、彼女は言った。


　それにライナはやはり、なにも答えられない。あまりに突然すぎる展てん開かいに、答えられない。


　するとそこで、


「…………」


　そこで、がちゃんっ、という音がした。


　それにライナはその、音がしたほうを見る。するとフェリスがなぜか地面に剣を取り落とし、それを慌あわてて拾おうとしていて。


　いや、それともさっき、クゥと戦ったときに落とした剣を拾ってなかったのか？　でもいま、確たしかにがちゃんって音がしたようなそんな気がってそんなことどうでもいいんだった。


　ええと、だからいまやらなきゃいけないことは、あ～、なんだっけ？


　なんてライナがちょっとぼけぼけしていると、ヴォイスがちょっとだけうんざりしたような声こわ音ねで、


「……な～んでしょ、これ。なんか全然驚くような展開が起きたわけでもないのに、なんでみんなこんな妙みような雰ふん囲い気きに？」


　と言って、それから部下のハーミットに命じる。地面に倒れて意識を失っているクゥを指差し、


「捕ほ縛ばく」


　と、言う。それにハーミットはうなずき、クゥの体を押さえる。


　それを確かく認にんしてからヴォイスは馬から下りる。気き絶ぜつしている上に、さらにハーミットに体を押さえられているクゥのすぐそばまでいき、それからスイのほうを見て、


「形けい勢せいは逆ぎやく転てん。人質はこちらに。そしてあなたが現あらわれたときに言った言葉をそのままお返ししましょう。あなたはこの、『状じよう況きようを、把は握あくしてますか？』。私の仲間を大量に殺し、人の縄なわ張ばりまでのこのこやってきて……」


　そこでヴォイスは、懐ふところからナイフを取り出し、


「見逃してくれだって？　ご冗じよう談だんでしょう」


　楽しそうに、笑う。


　それにスイと、そしてライナは同時に、


『やめろ!!』


　と、怒ど鳴なった。


　だがそれにやはり、ヴォイスはへらへら笑って、


「なんてね。困こまったことに、私の仲間にはどうも甘あまちゃんが多いので、ここでこの少女を殺してしまうとあとでぼこぼこにされてしまうので殺やりませんが……しかしあなたがたを逃がす、という選せん択たく肢しはない。今後のガスタークとの戦いにおいて、人質は何人いても困らない」


　という言葉に、スイが首をかしげ、


「……人質？　そんなもの、意味ないよ。今後君がガスタークと戦うことはない」


　が、ヴォイスはそれに笑う。


「グロウヴィル……という名前の、あなたたちの兵器が、私たちを殺すからですか？」


「ああ、そうだ。ここにいれば、おまえらは絶対に、死ぬ」


　という言葉に、ヴォイスが言った。


　楽しげに。本当になにもかもを馬鹿にするかのように楽しげに笑って、


「いいよ」


　と、言った。そして少しだけ声を高く、女のようにして、


「……私、ライナと一緒に死ぬのが夢だから、別に……」


　とそこでキファが、


「あいつ絶対殺ぉおおおおおおす！」


　と叫ぶ。


　が、無視してヴォイスはライナへ向けて、


「ライナ大好きぃんぐ～[image: ]」


　なんて言って。


　その、ヴォイスの、あまりにヴォイス過すぎる発言にライナがうんざりした顔をすると、彼はそれにやはり楽しげに笑う。嬉しそうに笑う。




[image: ]


　そして目を細めてスイをにらむと、


「……あなた方の側に、グロウヴィルというよくわからない兵器があることを知っていて、私たちはここにいる。命を懸かけてここにいる。遊びでやってるわけじゃないんですよ。命を捨すてる覚かく悟ごで戦ってるのは、あなたがたガスタークの方たちだけでは、ないんです。自分たちだけが頑がん張ばっているなどとあまり勘違いしていると……」


　が、その言葉の背はい後ごから、


「思ってないよ、そんなことは」


　という声があがる。


　そしてヴォイスのすぐ背後に、いつの間にか一人の男が立っている。


　やはりガスターク特有の桃もも色いろの髪かみに、鍛きたえ込まれた鋭するどい体。そして、自信に溢あふれる笑み。


　そいつをライナは、知っている。


　リル・オルラとかいう名前の、ガスタークの刺し客かくだ。


　さっきの雷かみなりの獣けものを放ってきた、男。


　その男がまた、獣を放ってくる。指にはめた金色の指輪を振るうと、


「来このかたの獣よ、有れ！」


　刹せつ那な、ヴォイスのすぐ頭上に雷の塊かたまりが生まれる。その中から三匹びきの金色の獣が飛びだしてきて、ヴォイスの頭を喰くらおうとする。


　それに、誰も反はん応のうできない。


　ライナも、フェリスも、キファも、ハーミットも、誰も反応できない。


　だがそのヴォイスを、横にいたトアレが、蹴けり飛ばした。


　すると獣はトアレの足を喰らう。しかしトアレはその自分の足に触ふれ、足のつけ根から、魔法処しよ理りが施ほどこされた義ぎ足そくを外す。


　そして、


「自じ壊かい」


　と、命令する。


　その命令によって、トアレの義足が、その義足をくわえた獣ごと、爆ばく発はつする。


　それで一匹が消える。


　だがまだ、二匹いる。


　その二匹のうち一匹が、片かた脚あしを失ったトアレに向かって襲おそいかかろうとするが、もう、そのときにはフェリスが動いている。剣を振りあげ、獣を止める。


　しかしさらにあともう一匹の獣は──


　とそこで、


「ハーミット、ヴォイスを連れて、その鎌かまの少女から離はなれろ！」


　と、トアレが叫ぶ。


　するとそれにハーミットが動く。ヴォイスを抱だきあげ、その場から離れる。


　するとあとの一匹はその、下にいたクゥの体と、そして鎌の両方を大切そうにくわえて、リルのほうへと逃げる。


　その間ライナは、動けない。


　スイを拘こう束そくしておかなければ、敵てきがリルと、スイの二人になってしまうから。


　そうなればおそらくは、いまこの場にいる仲間だけでは、勝てない。二人の『忘却欠片ルール・フラグメ』を持つ敵を相手に、無む傷きずで勝利する自信は、ライナにはまるでなかった。


　そうじゃなくてもあの、リルという男のほうは、スイとクゥの二人に同時に襲われるのよりも遥はるかに厄やつ介かいな相手なのだ。


　だからここでスイを解かい放ほうするわけにはいかない。とりあえずスイを気絶させてから、フェリスたちの援えん護ごへ向かおう──と、そう判はん断だんした、彼の一瞬の判断の遅おくれが、しかし、状況をさらに悪化させてしまった。


　リルが再び指輪を振るう。


「来このかたの獣よ、有れ！」


　と、もう一度言う。


　するとまた、彼の前に雷の塊が生まれ、そこから金色の化物が、今度は五匹も現れる。


　いままでどおりの、狼おおかみのような形の獣が三匹。


　そしてかつてフロワードが生みだしたような、悪魔のような姿すがたの化物が、二匹。


　そしてそのすべてが、フェリスを襲おうとする。


　新しく現れた五匹と、さっき生みだした獣、合計六匹の化物がフェリス一人に襲いかかり、


「…………」


　彼女はそれに、一歩大きく後こう退たいする。必死に剣を振り回し、信じられない速さで襲いかかってくる化物たちの攻撃を防ごうとする。


　だが当然、防ぎきれない。


　いくつかの攻撃が彼女の体に当たり、血が舞う。それでも彼女は必死に、敵の攻撃が、ヴォイスやトアレ、キファのほうへと向かわないよう、一人で相手をして。


　とそこで、義足を失って地面に座すわり込こんでしまっていたトアレが、宙空に光の印を刻きざみこみ始める。ネルファの魔法。炎ほのおを生みだすタイプの、攻撃魔法を構こう築ちくし始めて。


　それに反応して、ヴォイスも命じる。


　部下の兵たちに。


　いや、それだけじゃない。


　周囲にいるゲイルフィックラントの兵たちにまで、命じる。


「ガスタークの兵がここにい……」


　しかしそれにリルが、


「させないよ」


　と、懐から円まるい、中央に穴あなのあいた皿のようなものを取り出す。それを指でくるくると回し、空に放る。


　そして小さく、


「廻めぐれ、『ファブルスの月輪』」


　と、呟つぶやく。


　するとその言葉の通り、輪が、リルを中心に。


　いや、まわりにいるスイやクゥを傷つけないよう、ライナたちがいる場所を中心にして、大きくぐるぐると回りはじめる。


　それも、完全に目に見えない速さでぐるりと回る。何回まわったのかは、わからない。


　ただ、周囲が突然、静かになったのがわかった。


　周囲にいた、数十人の兵が……


　いや、もしかしたら数百人の兵が、一瞬にして輪切りになってしまって。


　悲鳴をあげる間もなく、輪切りになり、地面に死体が崩くずれ落ちて。


　周囲に誰もいなくなる。


　かなり広い範はん囲いに亘わたって、周囲から生きている人間がいなくなってしまう。


　いるのは円の中心の、ライナと、スイと、キファと、ヴォイスと、ハーミット、トアレ、クゥ、フェリス、そして倒たおれていたせいで妙みような『忘却欠片ルール・フラグメ』に切られずにすんだ、レイルカだけ。


　あとの兵は、皆みな殺ごろしにされてしまう。


　もちろんこの場所の異い変へんに気づいたゲイルフィックラントの兵や、反ローランド連合の兵たちはこちらへとこようとするが、しかし、まるで間に合わない。


　いや、こないほうがいいくらいだ。


　リルは一瞬にして周囲の兵を皆殺しにすることができる武ぶ器きを持っている。いつの間にかリルの指に戻っていたあの妙な円えん盤ばんは、目に見えないほどの速さで回るのだ。


　再び他の兵たちが戻ってきても、自分たちが死んだことに気づかないほどあっさりと、体を輪切りにされてしまうだろう。




[image: ]


　とそこで、トアレの魔法が完成する。


　だがそれよりも速く、リルの手が、雷の獣と必死に交戦していたフェリスの顔の前に、そっと差し出される。


　そしてその手には、見覚えのある無機質な緑色の球体がつかまれている。


　確かそれは『石喰いスパンクエル』とかいう名前の、『忘却欠片ルール・フラグメ』だ。


　魔ま眼がん保ほ持じ者しやの目をえぐり出すことができる道具。


　ルークが使っていた、切れない糸すら食い千切る道具。


　もう、あまりに汎はん用よう性せいが高すぎて、いったいあれがどういった能力を持った『忘却欠片ルール・フラグメ』なのか、それはいまいちわからないが、しかし、とにかくやばい武器だった。


　そしてライナは、思いだす。


　こいつが、ライナの仲間をあっさり殺しまくったことを、思いだす。


　それはラフラを。プエカを。他の、魔眼を持っているというだけで、あとは無む邪じや気きなだけの子供たちを、なんの躊ちゆう躇ちよもなく殺したことを、思いだす。


　そしていま、こいつはフェリスを。


「…………」


　フェリスを殺そうとしていて。


「やめろおおおおおおおおおおおっ!?」


　ライナは、叫んだ。そしてスイを放し、地面を蹴けり飛ばしてフェリスのほうへと駆かけだした。


　だが、リルは笑う。


　薄うすく笑う。


　そして、


「これは戦争だぜ？　やめるかよ」


　と、言って、手の平を返す。緑色の石をフェリスの顔の前に出す。それから小さく、


「こいつを喰い散らかせ、『石喰いスパンクエル』」


　と、呟く。


　すると石が。


『石喰いスパンクエル』と呼ばれた緑色の石が、弾はじけようとする。


　それにフェリスは反はん応のうできない。


　雷の獣で手て一いつ杯ぱいで、反応できない。


　だがそれを、


「絶ぜつ対たいに、させないっ!!」


　ライナは叫んで、後ろからフェリスの髪かみをつかみ、後ろに引きずり倒した。


「うあ」


　と叫さけんで、彼女は後方へと倒れる。


　驚おどろいたような顔で、ライナを見る。雷の獣の数匹がその、フェリスのほうを追おうとするが、させない。ライナは右みぎ腕うでを、フェリスを追おうとした一匹の獣の前に差し出す。するとその腕は喰い千切られる。だがそれでも彼は止まらない。残った左腕でリルの顔を殴なぐる。思いっきり殴る。


　それにリルは少しだけ後方へと退ひくが、しかし、すべてはそれまでだった。


　リルの手の中の緑の石が弾ける。ぐにゃりと大きく歪ゆがむ。


　そして次の瞬間、ライナの左腕が切りはなされて宙を舞う。だがそれでも終わらない。リルが言う。少しだけ緊きん張ちようしたような、しかし力強い声で言う。


「結けつ晶しようをえぐりとれ、『石喰いスパンクエル』」


　とそう、言う。


　すると緑色の石がまた、弾けた。


　だがそれがどういう動きをしたのかは、わからない。


　ただ、こいつが『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者だったプエカにしたことと、同じことを、したのだ。


　ライナに向かって。


　ライナの『複写眼アルフア・ステイグマ』に向かって。


　その、瞬間。


「………………」


　ライナの視し力りよくが、なくなった。


　すべてが真っ暗になってしまって、なにも見えなくなってしまった。


　いま自分がどこにいて、なにをしているのか、まるで見えなくなってしまって。


「あ……」


　と、彼は言う。


　そのまま急に体から力が失われていって、地面に、膝ひざをついてしまうのを感じる。


　後ろでフェリスが、


「ライナ!!」


　と、叫ぶ。


　彼女には珍めずらしい、悲ひ痛つうな声で叫ぶ。その声で、なんとか彼女を助けることができたのが、わかる。


　それにほっと安あん堵どの息を漏もらす。


　助かったなら、いい。でもここにいたら、殺されてしまう。だから、逃げろ、と、そう叫ぼうとした。だが声がでない。体から力が失われてしまって、まったく声がでない。


　フェリスが抱だき着いてくる。自分の体に抱き着いてくるのが、わかる。


　逃げなきゃいけないのに。そんなことをしている場合じゃないのに、彼女が強く、強く抱き着いてきてしまって。


　それに、


「……おいおい、結晶を奪うばわれたのに、まだ生きてんのかよ。ほんとに化物だな、おまえ」


　という、リルの声がする。


　それにフェリスが、


「…………お、お、おまえを……おまえを殺す」


　と、震ふるえる声で言う。


　だがそれを、止めなきゃ、と、ライナは思う。もう勝てない。こいつらには絶対に勝てない。なら、逃げるか、もしくは見み逃のがしてもらわなきゃいけない。


　俺はここで死んでもいい。


　でも、仲間たちは。


　俺なんかについてきてしまった仲間たちは、なんとか見逃してもらわないと。


「…………」


　キファが悲鳴をあげているのが聞こえる。そしてこちらに駆けてきているのが、わかる。それにライナは、


「……リ、リル……頼たのみがあるんだが」


　と、言う。


　それにリルが言った。


「敵てきの頼みを受ける筋すじ合あいはないんだが？」


　それにライナは薄く笑ってから、


「そこを頼……」


　が、リルが言う。まるでいまからライナが言うことがわかっているかのように、


「いまさら軍門に降くだるって？　無理だよ。敵を仲間にして、裏うら切ぎられるのはさっきの、キファ・ノールズで、懲こりた。わざわざ助けにきたのに、弟や妹が殺されかけた。二度同じ間ま違ちがいを繰くり返すつもりはないよ」


「…………」


「だが、この場だけは見逃してやってもいい。俺たちにももう、あまりに時間がないしな。だから、おいヴォイス・フューレル」


　と、リルが言うと、少し離れた場所で、ヴォイスが答える。


「なんでしょう」


「おまえの持ってる『忘却欠片ルール・フラグメ』を、全部よこせ。そうしたら、この場は見逃してやる」


　という言葉に、ヴォイスは少しだけ落らく胆たんしたような声こわ音ねで、


「仕方ありませんね……ハーミット、これを持っていって」


　と、言う。それにハーミットの返事がして、そしてなにかが、リルへと手て渡わたされる。


　見えないが、そこでなにがおこなわれたのかは、わかる。


　そこでキファが叫ぶ。


「ヴォイス、『死デのル転ニ移オ』を早くライナに！」


　と、叫ぶ。


　それにリルが、


「『死デのル転ニ移オ』も『忘却欠片ルール・フラグメ』だが……」


　なんて言うが、それを遮さえぎってキファがまた、叫ぶ。


「絶対に渡さない！　奪うばいたいなら、私を殺して奪いなさいよ！」


　なんてことを、叫ぶ。


　そしてライナは、そんなことを言わないでくれと、思う。自分なんかのために、あっさり死んでもいいなんて、言わないでくれと、彼は思う。


　こんな、こんななんの価か値ちもない化物のために、そんな簡かん単たんに、死ぬなんて。


　とそこでキファがきたのが、わかる。ライナの顔に触ふれ、


「フェリスさん、泣いてないで、動いて！　ライナを、他の兵の血がある場所まで、移うつさないと……血を吸すわないと『死デのル転ニ移オ』が働かないから……私はライナの腕を拾ってくる」


　と、言う。


　その言葉に、もう、ライナはなにも考えられなくなる。


　フェリスが泣いていると言うのだ。


　あのフェリスが、泣いているというのだ。


　それにまた、申しわけない気持ちになる。


　シオンがいなくなったときに彼女は不安そうな顔をして泣いて。


　もう、こんな寂さびしい思いをさせないとそう、ライナは言ったのに、また、こんなことになってしまった。


　自分の力が足りないばかりに、こんなことになってしまった。


　おまけに、もう、わかるのだ。


　自分は死ぬと、わかるのだ。


　自分の中の大切ななにかが徐じよ々じよに死んでいて、それは『死デのル転ニ移オ』では治ち療りようできないことが、わかるのだ。


　と、そこで、リルが言った。


「……そいつはもう、助からないぞ。結けつ晶しようを奪うばわれた魔ま眼がん保ほ持じ者しやはもう……」


　が、そこでスイの、


「兄さん、もういこう。僕たちの仕事は、終わった」


　という声がして。


　それにヴォイスが、聞く。


「……結晶を奪う、というのは、ライナさんの魔眼の力を奪った、ということですよね？」


「そうだ」


「それは『複写眼アルフア・ステイグマ』の力を、すべて……」


「ああ」


「ならもう、ライナさんは魔眼保持者ではないんですか？　彼は普ふ通つうの……普通の人間になった？」


　と聞くと、リルが言った。


「そうなるな。まあ、すぐに死ぬが」


「そうですか」


「ああ」


「そうですか……」


　と、少しだけ落らく胆たんしたような声を、ヴォイスが漏もらす。


　当然だろう。ヴォイスはライナの、魔眼の力を見み込こんでここまできたのだ。


　ガスタークが使う兵器をライナの魔眼が──『複写眼アルフア・ステイグマ』が防げるかもしれない、というのを期待して、ここまできたのだ。


　なのに、その瞳ひとみはあっさり失われてしまった。


　つまりここにいる人間は全員。


「………………」


　全員、死ぬ。


　だがそれに、ライナはもう、なにも考えられなくなり始めていた。


　出血が、ひどい。


　両腕を失ってしまったせいで、大量の血が流れ出てしまって。


　意い識しきが、消えようとする。


　遠くへ消えようとする。


　しかしそれに、キファの声がする。震ふるえる、かすれる、キファの声。


「死なせない。絶対に死なせない」


　と、言う。


　キファが肩かたに触れてきているのが、わかる。


　胸のあたりには、相変わらずフェリスが抱き着いているのが、わかる。その彼女の体が、震えているのがわかる。


　おそらくは『死デのル転ニ移オ』によって治療されているのだろう。『死デのル転ニ移オ』なら、両腕を失ったぐらいの傷なら、治療することができるかもしれない。


「………………」


　だが、やはり彼の意識は、遠くへ、遠くへと追いやられていく。


　そして、感じる。


　死を。


　自分が死んでいくのを、感じる。


　生きるための力を失っていくのを感じ……

















　そしてそこで、ライナの意識は消えた。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





「………………」


　空を見上げる。


　遠い空を見上げる。


　今日はとても晴れていて、朝からなにかいいことが起きそうだな、なんて、少し思っていたのだが、


「…………」


　とそこで、ヴォイス・フューレルは、ガスタークの刺客たちが引きあげていったのを確かく認にんしてから、背はい後ごを振り返った。


　そして見つめる。


　キファとフェリスが本当にうろたえた表情で、視力を失い、両腕を失ってしまったライナ・リュートの治療をしている姿を。


　いや、腕はもうくっついている。


　切り飛ばされた左腕は、すでに『死デのル転ニ移オ』の力によって接せつ合ごうしている。


　右腕は獣けものの牙きばで嚙かみくだかれてしまったのでもうないが、まあ、そちらの出血もすでに止まっている。


　なにせここは戦場だ。『死デのル転ニ移オ』の力の源みなもとである血が、大量にある。


　即そく死しじゃない限かぎりは、よっぽどのことがない限り、『死デのル転ニ移オ』さえ使えれば死ぬことはないだろう。


　だが、


「…………」


　ライナ・リュートは、死ぬのだという。


『複写眼アルフア・ステイグマ』を奪われてしまったから。


　魔眼を結晶化されて、奪われてしまったから。


　ヴォイスも魔眼を結晶化して、集めている、という輩やからを以前に見たことがあるが、確かに魔ま眼がん保ほ持じ者しやは瞳の力を奪われると、すぐに死んだ。


　即死だった。


　それはまるで、心しん臓ぞうや脳のうといった、重要な器官を破は壊かいされてしまったかのように、即死してしまった。


　おそらくは魔眼保持者にとって、その魔眼はなにか生きるために重要な力を供きよう給きゆうしている器官の一つなのだろう。


　だからライナもきっと、死ぬ。


　なにせ『複写眼アルフア・ステイグマ』を奪われてしまったのだから。


　だから、それに、


「………………」


　ヴォイスはまた、空を見上げて、


「ハーミット」


　と、部下の名前を呼よんだ。


　するとその、黒くろ髪かみが美しい女はこちらを見て、


「はい」


　と、言う。


　それにヴォイスは、


「ね、だから私は、今日はいい日になると言ったでしょう？」


　と、そう言って、笑う。


　だがその意味がわからないのか、ハーミットは小さく首をかしげ、


「……はぁ」


　と、相づちをうつ。


　だが別に、彼女に自分の気持ちを理り解かいしてもらう必要はなかった。


　なぜなら今日は、本当にいい日だから。


　泣いているキファ・ノールズを見つめ。


　泣いているフェリス・エリスを見つめ。


　深しん刻こくそうな顔をしているトアレ・ネルフィを見つめ。


　彼だけが、楽しそうに笑う。


　そしてその、三人に向かって、


「さてさて、ライナさんはもう死にましたか～？」


　と、軽い口調で言ってみると、三人がこちらをにらむ。もう、信じられないほどに怖こわい顔でにらんで、しかし、なにも答えてくれない。


　だが、答えてもらう必要はなかった。


　死んでいたら。


　もう、心臓が止まり、呼こ吸きゆうも止まっていたら、『死デのル転ニ移オ』は働かない。


『死デのル転ニ移オ』は死人には反はん応のうしないのだ。


　だがいまも、あの石は地面の血けつ液えきを吸っている。ぐいぐいと吸いあげている。


　まるでライナの中にある、他のなにかを目覚めさせようとしているかのように。


　普通なら魔眼を結晶化されて奪われると、即そく死ししてしまうはずなのに、いまだなお、彼を生き長らえさせているなにかを、目覚めさせようとしているかのように。


　それをヴォイスは見つめて、


「……ああ、とありえず賭かけには、勝てましたね」


　と、呟つぶやいた。


　一いち応おう、それなりに不安はあったのだ。


　あの醜みにくい『女神アバズレ』どもが言っていることが、どこまで本当なのか？　不安はあったのだ。


　ちなみに『女め神がみ』たちはライナのことをこう言っていた。


　いや、ライナの中にあるもののことを、こう言っていた。





《……何者なのかが、わからない。なんのために現あらわれたのかもわからない。いままでこんなことはなかったのに、いったい、『すべての式を解とく者』に、なにが起きている？》





　とそう、言った。


　そしてそれだけで、ヴォイスにとっては十分だった。


『女神』にすらその存そん在ざいを理解できない者。


　まるで神かなにかのように、この世の理ことわりのすべてを操あやつっている気でいるあの『女神』どもすら理解のできない、なにか。


　それがライナ・リュートの中にはあって。


　そしてそんな、『女神』にも理解できないようなよくわからないものが、偶ぐう然ぜん、現れたりはしないと、ヴォイスは思う。


「…………」


　なんの意味もなく現れたりはしないと、そう思う。


　だからここに連れてくればきっと、彼はその正体を現すとヴォイスは思った。


　絶ぜつ対たい的な死が降ふり掛かかるであろうここに連れてくれば、彼はその本来の姿すがたを現すと、そう思った。


　もしも彼が、死ぬべきではない人間なら。


　もしも彼が、ここで死ぬべきではない化物なら。


　ちなみにライナに教えた、


『αアルフアは──あなたの中にある破は壊かいの力は、もっとも大きな力の種類の一つなのだそうです』


　なんていう情じよう報ほうは、ヴォイスが創そう作さくした、噓うそだった。ちょっと噓っぽいくらいに粗あらがあるほうが相手が騙だまされやすいんじゃないか、なんて考えてちょっと注意深くついた噓だが、しかし、一から十まで、それは噓。


　そんなことを『女神』は言わなかった。


　彼女たちが言ったのは、ライナ・リュートを注意して、見み張はれ、だ。


　ライナ・リュートと、そしてルシル・エリス。


『すべての式を解く者』と、『すべての式を編あむ者』。


　この二人の中にはいま、よくわからないものが棲すみついている。


　この世の理ことわりをねじ曲げかねないモノ。


　いままでの常じよう識しきでは理解できない、なにか。


　それが彼らの中にはいて、世界を脅おびやかそうとしている──と、『女神』たちは言って、怯おびえていた。


　そしてそれに、ヴォイスは賭けてみようと思った。


『女神』の中の理すら超こえる、なにか。


　そんなものがもしも本当にいるのなら、きっとそいつは、ここで死んだりはしないだろう。


　そいつが神話に出てくるような英えい雄ゆうなのか、それとも伝説の勇者なのか、もしくは、


「……世界を汚けがす、悪あく魔まなのかはわかりませんが……」


　しかし、と、ヴォイスは笑えみを浮うかべる。


　そしていま、意い識しきを失っているライナのほうを見る。『複写眼アルフア・ステイグマ』を失い、地に伏ふしてしまった化物のほうを見つめる。


　彼はまだ、死んでいない。


『複写眼アルフア・ステイグマ』を失ってしまったのに、まだ死んでいない。


『女神』たちは、ガスタークが持っている兵器──確かグロウヴィルとかいう名前の兵器についても、知らないらしい。ヴォイスが世界中に張りめぐらしている情じよう報ほう網もうの中にも、それについては引っ掛かかってこなかった。


　つまりいまここには、『女神』どもが知らない大きな力が二つ、存在することになる。


　この世の仕組みを形づくっているモノたちが知らないなにかが、二つも存在することになる。


　そしてその力がここで、ぶつかるという。


　それも、こんな晴れた日に。


　雲一つない、綺き麗れいな空の下で。


　それはなんというか、


「……すべてが最初からこうなるよう決まっていた、運命のように、見えませんか？」


　なんてことを、ヴォイスは言ってみる。


　するとハーミットはますます不思議そうな顔をする。


　それにヴォイスは笑みを浮かべる。


　もちろんこうなるように仕向けたのは、彼だ。彼が入念に下準じゆん備びをし、こうなるように運んできた。


　だがそのすべてが、最初から決まっていたんじゃないかと、たまに思う。


　誰かが決めた運命の中で、一いつ喜き一いち憂ゆうしながらのたうちまわる下等な人間たち。


「……そう思うと、なんだか癪しやくですが……」


　でも、それでも今回はこれが、運命であってほしいと思う。


　こうなることが初めから決まっていて。


　敵が、ガスタークが、グロウヴィルとかいう名前の兵器を放つ前に、ライナが『複写眼アルフア・ステイグマ』を失うことまで、すべてが決まっていて。


　なるべくして、こうなった。


　そしてこれから、始まるのだ。


　もしもヴォイスが思ってたとおりになるのなら。


　もしも。


「もしもこの賭かけが私の勝ちならば……本当に世界は、ここから変わる」


　それは人間たちだけじゃなく、『女め神がみ』たちすら知らない景色に。


　いままで、誰も見たことがない景色に、世界は塗ぬり替かわる。


　それに、ヴォイスは少しだけ緊きん張ちようして、息を吸すった。


　死ぬか、世界が変わるか。


「…………」


　彼は振り返る。


　戦争は相変わらず続いている。


　ヴォイスたちが持つ、三万の兵など、いてもいなくても変わらないほどに大きな戦争が、そこでは続いている。


　そしてゲイルフィックラントの兵は、圧あつ倒とう的といってもいいほどに、強かった。


　敵の大規き模ぼ攻こう撃げき魔ま法ほうにも、『忘却欠片ルール・フラグメ』による破は壊かいにもまるで怯ひるまず、ぐいぐいと進んでいて、ガスタークは少しずつ、少しずつ後こう退たいし始めている。


　このままならきっと、ガスタークは負けるだろう。


　だがもちろん、そうはならない。


　ガスタークがいま、なにをしているのかは、あきらかだ。


　キファとライナを連れ戻もどすために放った刺し客かくが、戻ってくるのを待っているのだ。


　そして戻るなり、奴やつらはグロウヴィルを放つだろう。


　いや、


「…………」


　とそこで、ヴォイスは少し、おもしろいことに気づく。


　ガスタークの刺客が言った言葉。


　キファと、ライナを連れてくるようにと、命令を受けていた、というその言葉。


　それはつまり、ガスタークの連中も、ライナの中にあるナニかが、少し特とく殊しゆなものだということに、気づいてたんじゃないか？


　と、ヴォイスは思う。


　なのにガスタークの刺客は、ライナを連れていかなかった。


『複写眼アルフア・ステイグマ』を奪うばっただけで、さっさと帰ってしまった。


　それはつまり、なにを意味している？


　それはつまり、なにを意味している？


　と、そう、ヴォイスは自分に問いかける。そして薄く、笑みを浮かべる。


『女神』が知らない武器を持っているガスタークが、ライナのことをきちんと理解できていない。


　それはつまり、ガスタークのバックについている奇き妙みような存在も、ライナのことをきちんと把は握あくしてはいないんじゃないか？


　と、そう思って。


　それから、


「……全部私の妄もう想そうだったら、困こまるけど」


　と、彼には珍めずらしくちょっとだけ気弱に言ってから、


「ハーミット」


　と、彼はもう一度、部下の名前を呼んだ。


　それに彼女は答える。いつも礼れい儀ぎ正ただしい、はきはきした声で彼女は答える。


「なんでしょう、ヴォイス様」


「レイルカの傷きずはどうなった？」


「意識は失いましたが、助かるでしょう」


　という、言葉に、


「そう。それはよかった」


　彼は、うなずく。


「それはよかった」


　と、もう一度言ってから、また、空を見上げる。


　あとは待つだけだ。


　死か。


　もしくは世界の変へん貌ぼうがやってくるのを、待つだけ。


「ハーミット」


「はい」


「なんかお腹なか減へんない？　もうなんか、やることほぼ終わっちゃったから、ランチにしちゃおうか」


　なんていう突とつ然ぜんのヴォイスの言葉に、また彼女は困ったように首をかしげる。


　彼女はまじめなので、ちょっと冗じよう談だんを言うと、すぐにそんな顔になる。


　そして彼女はしばらく困った顔になったあと、やっと彼の言葉の意味をきちんと理解したのか、


「はい」


　と、小さく笑った。








　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆








「………………」


　突とつ然ぜん、心の奥おくのほうが震ふるえたような気がした。


　それに彼は、動きを止める。


　周囲で暴あばれている化物どもを殺して回っていた体の動きを止める。


　そしてその、自分の心の動きに、


「…………」


　シオン・アスタールは、意識を向けた。


　胸の奥が、強く震える。


　自分の中にある、なにかとても大切なものが、強く震える。


　それがなんなのか、最初はわからなかった。ただなぜか、叫さけびだしたいほどに強く、強く、強く、心が震えて。


「…………」


　彼は、空を見上げた。


　空は赤い。


　血のように赤い。


　彼がいまいるのは、そういう場所だった。


　しかしその赤い空の向こう。


　遥はるか遥か遠い向こう側で、なにか、異お常かしなことが起ころうとしていた。


　それがなんなのかは、わからない。


　それがなんなのかは、わからない。


　だがそれに、化け物どもも。


「…………」


　シオンを襲おそっていた、『女め神がみ』の分身どもも、気づいたようだった。


　数百匹の、この世のものとは思えない姿すがたをした化物どもが、一いつ斉せいに空を見上げる。


　北の空を。


　遥か北の空を。


　そこで、なにかとてもよくないことが起ころうとしている。


　一匹の獣けものが叫んだ。





《ヒュィイイイイイイアアアッァイアイアイア》





　人には聞きとれない、甲かん高だかい声で叫んだ。


　だがそれを、シオンは理解することができる。すでに人ではなくなってしまっているシオンは、理解することができる。


『女神』たちが自分の分身に、撤てつ退たい命令をだしたのだ。それに化物たちが一斉に引きあげていく。


　ここでシオンを襲うよりも、もっとまずいことが起きようとしているから。


　なにか、ひどいことが起きようとしているから、それに対応しにいこうというのだ。


　シオンはそれに、


「………………」


　生首だけになっても自分の肩かたに喰くらいついていた化物の一匹を、肩から引き離し、地面にたたきつける。それから手を、振ふるう。


「消えろ、化物が」


　と、呟つぶやく。


　すると彼の背はい後ごに黒い剣けんが生まれ、化物の頭を貫つらぬく。グシャっという音が鳴って、化物の頭は消える。


　それを確かく認にんしてからまた、彼は北を見つめる。


　北の空を見つめる。


　それから一度、目を閉とじる。


　開く。


「…………」


　すると彼は、現げん実じつの世界に戻ってくる。


　化物がいない、現実の世界に。


　そこは馬車の中だった。


　大きな馬車。机つくえと、そして簡かん易いのベッドが用意された馬車の中。


　そのベッドの中で、彼は目を覚ます。頭がひどく痛いたい。もしかしたら『女め神がみ』に襲われたときに、こちら側の世界で彼は意識を失って、頭を打ったのかもしれない。


　少し頭を押さえ、それから顔を上げ、簡易ベッドから出る。馬車の扉とびらを開く。外は相変わらず、騒さわがしかった。


　まだ、戦場なのだ。


　フロワードが待っていた。冷たい、しかし少しだけ心配するような顔で、


「……お目ざめですか、陛へい下か」


　と、言う。


　それにシオンはうなずき、馬車を出る。


　そして周囲を見回す。


　すると彼が気を失った場所とは、景色が違ちがった。


「……ここは？」


　と、彼が聞くと、フロワードが答える。


「旧きゆうアリ南方国と、旧カッスラーの領りよう地ちの、狭はざ間まです」


　という言葉で、自分たちの軍が、後方へと退しりぞけられてしまったのが、わかった。


「レムルスにやられたか？」


　と聞くと、フロワードはうなずく。


「思いの外ほか、強力な兵器を使ってきまして」


「勝てない？」


「いえいえ、態たい勢せいを立てなおすための一時撤てつ退たいです。それにすでに、クラウ・クロム元げん帥すいと、ラッヘル・ミラー元帥が兵を率ひきいて反はん撃げきを始めています。我わが陣じん営えいには優ゆう秀しゆうな駒こまが揃そろっていますので、押おしきれるでしょう」


　という報ほう告こくに、シオンはうなずく。


　おそらくは意識を失ったシオンを守るために、撤退したのだ。倒れたシオンを見た兵たちの士気も下がったのだろう。


　だが、すでに態勢を立て直し、反撃を始めつつあるという。


　それにシオンは笑みを浮かべ、


「俺なんかいなくても、ローランドは世界を取れるんじゃないか？」


　と、言うと、フロワードはそれに薄く笑った。


「ご冗じよう談だんを──では私は、陛下が目を覚ました、という情報を、全軍に伝えてきましょう。我が軍の兵はみな、あなたについてここまできているのですから、陛下がいてくれなければ私も含ふくめて、士気があがりません」


　と、お世辞のようなことを言って、踵きびすを返す。


　それを、


「…………」


　シオンは止めない。


　そのままフロワードから目を離はなし、再ふたたび空を見上げる。


　北の空を。


　空は晴れわたっている。


　気持ちいいほど雲一つない。


　だが胸むねの奥おくが、


「…………」


　胸の奥が、強く締しめつけられる。


　大切ななにかが変わろうとしているのがわかって。


　遠くで、大切ななにかが叫さけび声をあげているような気がして。


　それに。


「………………」


　それにしかし、シオンはやはり、なにも言わなかった。








　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆








「勝てるぞ！」


　と、ゲイルフィックラントの王は叫んだ。


　仲間たちの士気を上げるために、喉のどがはり裂さけんばかりに大きな声で叫んだ。


　実じつ際さいに今回の戦争は、うまくことがはこんでいた。


　あの北大陸最大の勢せい力りよくを誇ほこったストオル帝てい国こくをあっさり屈くつ伏ぷくさせた、などという情報に少しだけ怯おびえてみたりもしたが、結局、蓋ふたを開けてみれば国力がある側が、より多くの兵がいるほうが、勝つのだ。


　近道などない。


　なにごとにも近道などはなく、少しずつ、少しずつ、やるべきことをきちんとやってきた者が、勝つのだ。


　そしてゲイルフィックラントは、そういう国だった。


　王族だろうが、貴き族ぞくだろうが、能力がない者は認みとめられない。成果をあげられない者は認められない。


　たとえ王の子であったとしても、力がなければ、その王位継けい承しよう権けんは、他の貴族に奪われるのだ。


　だからこそ彼は努力を怠おこたらなかった。子こ供どものころから鍛たん練れんを怠らなかった。誰もが認める、名君と呼ばれたかったから。


　そしてこの国を、より大きく、より平和な場所にしたかったから。


　そこにガスターク帝国、などという、ついこの間までは名前も聞いたことのないような国が突とつ如じよ現れて、この、ゲイルフィックラントに嚙かみ付いてきた。


　奴らはいままで誰も見たことがないような武器や兵器を使うという。


　いや、確かにもう、何発もそれを使ってきていた。


　その兵器が吐はきだした火によって、仲間の兵がすでに何十万人も殺されてしまった。


　だが、それでも、


「……勝てる」


　と、彼は思う。


　もう、ゲイルフィックラントの軍勢が、ガスタークの兵たちを、呑のみ込もうとしていた。


　そしてその、ぶつかり合おうとしている兵の数の差は、十倍以上。一度ぶつかってしまえばもう、ガスタークの軍勢は一いつ瞬しゆんで散り散りに解体してしまうだろう。


　おまけにもう、混こん戦せんになってしまえば相手も妙な兵器は使えない。自分たちにも被ひ害がいが出てしまうからだ。


　だからこれで、終わる──と、グラフド・エルブブドは思った。


　瞬またたく間に北大陸の覇は者しやとなったガスターク帝国の英雄物語は、ここで終わるのだ。


　歴史書には残るだろう。なにせあの、北大陸を統とう一いつしたのだ。


　だが、ここから先の歴史には、ゲイルフィックラントの属ぞつ国こくとしてしか、名前は残らない。


「…………」


　それにエルブブドは笑みを浮かべた。


　それから腰こしの剣を引き抜く。


　彼は兵たちの先頭に立って馬を走らせている。


　いくつもの大規模攻撃魔法がぶつかりあい、死が、そこら中に溢あふれる中を、平然と駆かけ抜ぬけている。


　彼はそういう王だった。


　仲間たちの命を背負って駆ける王。


　だからこそみなが彼を選んだ。


　勇ゆう敢かんな彼を選んだ。


　彼は民たみに、兵に、愛されている王で。


　先頭を駆けるこの無む謀ぼうな王を、兵たちは必死に守ろうとする。


　するとさらに兵たちの勢いが増ます。普ふ通つうでは考えられないほどの速さで、数十万の兵が動く。


　それにエルブブドは嬉うれしそうに笑い、そして剣を掲かかげる。


　高く掲げる。


　もうすぐこの剣が、直ちよく接せつガスタークの兵の首に届とどく場所にたどりつく。


　その場所を真っ直ぐ目指して、


「さあ終わりにするぞ、おまえらっ!!」


　彼がそう怒ど鳴なると、それに仲間たちが、地じ震しんが起きそうなほどの大きな声で応こたえた。








　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆








　その、世界を埋うめ尽つくさんばかりの鬨ときの声に、ガスタークの兵たちは震ふるえていた。


　世界が揺ゆれる。


　大地が揺れる。


　ガスタークの奴らを殺せと叫ぶ兵たちの動く音で、なにもかもが揺れる。


　それにリーズが、


「遅おそい！」


　と、怒鳴るように言った。


「いったいリルたちは、なにをやってるんだ！」


　と、彼は怒おこったような声こわ音ねで言った。


　だがそれにレファルは、


「………………」


　答えなかった。


　ただ、信じられない勢いで迫せまってくるゲイルフィックラントの軍勢を真っ直ぐ見つめている。


　視界すべてを埋め尽くす、ゲイルフィックラントの緑色の国旗、鎧よろい、兵の群むれ。


　その動きを見て、思う。


「……きっと」


　きっとあの国は、いい王に恵めぐまれているんだろう、と、彼はそう思う。


　じゃなきゃあんな勢いで、兵たちは動かない。


　軍事国家として有名だったストオルですら、兵はああも柔じゆう軟なんに、勢いよく動きはしなかった。当然だろう。位の高い貴族や、王族は、戦場には出てきていなかったのだ。


　だがここでは。


　この戦場には、ゲイルフィックラントの王が、最前線の部隊にいるのだという。


　そんな馬鹿な話は、北大陸のどの国を潰つぶしたときにだって、聞いたことがなかったのだが、しかし、本当にこのゲイルフィックラントの王は、そういう王なのだという。


　それに。


「…………」


　それにレファルは少し、顔をしかめる。


　そして、思う。


　もしもなんのしがらみもなかったら。


　もしも『女め神がみ』が世界を喰くらって、『勇者』が狂くるっていて、もう、なにもかもが異お常かしくなってしまっていなかったなら、自分もそんな王が治める国の下で暮らしたいと、そう思うくらいだった。


　そもそも世界が欲ほしいだなんて思ったことはないし、こんな無む駄だな戦いはしたくなかった。


　人が死ぬのを見るのは、嫌きらいなのだ。


　それは仲間だろうが、敵てきだろうが。


　人が死ぬのを見るのは、嫌いなのだ。


　だって、意味がないじゃないか。


　どれだけ殺し合いをしたところで、結局は終わりがないのだ。


　どこかの国が世界を取る。


　だがいずれその国は滅ほろぶ。


　そしてまた争いが生まれる。


　残るのは血と、悲鳴と、絶望だけだ。


　だがそれを、人はすぐに忘わすれる。


　また同じことを繰くり返す。


　そんなくだらない殺し合いの輪の中に入りたいと思ったことは、一度もなかった。


　ストオルに親を殺されたときでさえ、彼はその復ふく讐しゆうに反対した。


　意味がないから。


　ストオルの下で平和に暮らせるならそれでいいじゃないかと、村のみんなを説得したぐらいだった。


　なのに。


「………………」


　なのになぜかいま、自分はここにいる。


　ここで人を殺している。


　大量の人を殺している。


　最悪だ、と、思う。


　もしも誰も見ていなかったら。一いつ緒しよに戦っている仲間がここにいなかったら、泣いてしまってもいいくらいに、うんざりした気持ちになる。


　平和に暮くらせりゃそれでいいと思っているだけなのに、なぜか世界はそれを許ゆるしてくれなくて。


　進め進めと背中を押す。


　前に進め。


　前に進んで人を殺せ。


　じゃなけりゃ最後は、すべてを『女め神がみ』に喰くらわれるぞ、と。


「………………」


　とそこで、やっと仲間が戻もどってきた。


　リルと、スイと、クゥだ。


　初めはゲイルフィックラントの王がいる位置の確かく認にんにいかせたのだが、キファにつけていた間者スパイがなぜかこのタイミングで戻ってきて。おまけにキファが、その間者スパイから目を盗ぬすんで逃にげだし、なぜかこの戦場にいると言う。


　それを聞いてレファルは、慌あわててリルたちにその救出を頼たのんだのだが。


「…………」


　そのリルのほうを見て、レファルは言う。


「……なぜ、キファを連れてない？」


　するとそれに、リルが少しだけ目を伏ふせ言う。


「あなたのもとへは、戻らないと」


　それに背後でリーズが、


「はぁ？　あの女は、馬鹿なのか？　ここでなにが起きるか、あの女が一番わかっているはずなのに」


　なんてことを言うが、しかし、戻ってこなかったのなら、仕方がない。


「ライナ・リュートのそばで、一緒に死ぬって？」


　と、レファルが聞くと、それにリルが、


「……いや、俺があの場で『すべての式を解とく者』を……」


「殺したのか？」


「そのほうが、よかったんだろう？」


　と言う、リルの言葉に、レファルはうなずいた。


「……そう。そうだな。どうせ俺には『すべての式を解く者』は救えなかった……連れてきても、ここで殺すことになったろう。だがそれでも……それでもキファのために少しでも長く、二人を一緒にいさせてやろうと思ったんだが……」


　しかし、ライナ・リュートは、死んだ。


　そしてキファはその、死んだライナのそばを離はなれなかった。


　それに、レファルは悲しげに笑って、


「……ま～たフラれたなぁ」


　と、言った。


　それにリルは、なにも言わない。


　スイも、クゥも、リーズも。


　なぜならいまから起きることが、わかっているからだ。


　レファルが剣を振るう。


　グロウヴィルを振るう。


　呪のろわれた、『再生の剣グロウヴイル』を振るう。


　するとここでは、すべてが終わる。


　ゲイルフィックラントの兵たちは、大半が死ぬだろう。これほど視界を埋うめ尽つくしていたはずの人間の群れが一瞬で消えて、地平線すら、見えるかもしれない。


　そしてその中に、キファの命も入っている。


「…………」


　人が死ぬのを見るのは嫌いだと言っているのに、彼の手は。


　彼の呪われた手は、


「……俺の手は、惚ほれた女まで殺さなきゃならないのかよ……」


　と、泣きだしそうな声で、彼は呟つぶやく。


　しかしそれは、誰にも聞こえないほどの声。いや、胸むねの、奥おくだけで響ひびくような小さな、小さな、しかし運命を呪う、深い怨えん嗟さの声で。


　そしてそのまま、彼は顔を上げる。


　泣くことはできないから。


　泣いて、逃にげだすことはできないから。


　だから彼は前を向く。


　するともう、すぐ目の前までゲイルフィックラントの軍勢が迫っている。


　それに、


「……仲間を下げろ。この戦争を終わらせる」


　と、言う。


　それにリルがうなずく。


　リーズが、


「陛へい下かがグロウヴィルを使われる！　全軍、下がれ！」


　と、叫さけぶ。


　するとガスタークの兵たちが歓かん喜きの声をあげる。ゲイルフィックラントの兵を皆殺しにしろと、騒さわぐ。


　殺せ、殺せ、殺せと、両軍の兵が叫びながらぶつかろうとしていて。


　しかしその、二つの軍に挟はさまれるように独ひとり、


「…………」


　レファル・エディアは立つ。


　背せ中なかの剣けんを引き抜く。


　人間が扱あつかえるとはとても思えない、


　長い、


　長い、


　長い、


　漆しつ黒こくの、


　呪われた剣。


　それをゆっくりと振り上げ、肩にかける。


　するとそこで、ゲイルフィックラントの軍勢の先頭を走ってくる男が見えた。


　豪ごう華かな緑色の鎧よろいを着た、男。剣を振りあげ、ゲイルフィックラントの兵たちを率ひきいている。もしかしたらあれが、あの国の王なのかもしれない。


　だが。


「…………」


　レファルの瞳ひとみはその、ゲイルフィックラントの王を映うつしてはいなかった。


　もう、片かた方ほうしか残っていない瞳で、遠くを見つめる。


　軍勢の向こう側を見つめる。


　これから殺すであろう、人の命を。


　仲間の命を。


「……キファは……」


　と、彼は呟く。


　だが、もうその後の言葉は続かなかった。言葉の続きは、自分の胸にしまいこむ。


　自分には弁べん明めいする資し格かくはないから。いまから殺す者たちに対して、これからすることを、弁解する資格はないから。


　だからいつものように、叫ぶ。


　いつものように、


「俺は……俺は、殺さつ戮りく者しやだ！　殺戮の王だ！　呪えるものなら、呪ってくれ！　だが、それでも。それでも俺はこの剣を振るう。いまから奪う命よりも、より、おおくの命を救うために、俺はおまえらを、殺すぞっ!!」





　そう、泣きそうな声で、叫んだ。








　そして彼は、グロウヴィルを──
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　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　景色が歪ゆがむ。


　景色が歪む。


　ぐにゃり、ぐにゃりと、奇妙な音をたてて世界が歪む。


　そしてその光景を、


「………………」


　ライナは前に、見たことがあった。


　闇やみの底になにかが見えた。


　景色が捻ねじれ、潰つぶれ、歪み、あらゆる色がごちゃまぜになり、すべてが真まっ赤かに染そまっていく光景。


　真っ赤に。


　真っ赤に。


　真っ赤に。


　真っ赤に。


「…………」


　それは以前、死んだときに見たのと、同じ景色。いや、胸にナイフのようなものを刺さされて死んだと思ったときに見たのと、同じ光景。


　それにライナは、自分の手を見る。


　すると彼の手は、真っ白に染まっている。


　手だけじゃない。足も、胸も、すべてが真っ白で。


　まるで存そん在ざい自体が稀き薄はくになっているかのように、その輪りん郭かくすらおぼろげにかすませていて。


「……これ、全部あんときと一緒だよな……」


　と、呟くように彼は言った。


　それから周囲を見回す。


　するとやはり、彼のまわりには視界一面、なにもかもが赤く染まっていて。


　そしてそれがなんの赤なのかも、もうライナは知っている。


　自分の瞳に浮かぶ、あの、朱しゆ色いろの五ご方ぼう星せいと同じ、朱あかだ。


　赤い天てん井じよう。


　紅あかい床ゆか。


　朱い壁かべ。


　真っ直ぐに、延々と続く、真っ赤な廊ろう下か。


　そしてここがいったいどこなのか、ライナは知っている。


　自分の中。


『複写眼アルフア・ステイグマ』の、中だ。


　ここには『αアルフア』とかいう名前の化物が棲すんでいて。で、そいつを。


「…………」


　そいつの暴ぼう走そうを、黒髪の女が必死に抑おさえていた。


　そしてその黒髪の女の顔を彼は、もう思いだしている。


　彼女がいったい何者なのかを、彼はもう思いだしている。


　母親だ。


　自分の、母親。


　どういう理由かはわからないが、母親は自分の命を懸かけて、ライナの中で、化物が暴れるのを止めていた。


　だから。


「…………」


　だからここにはいまも、彼の母親がいるはずで。


　それにライナは、


「……母かあさん」


　と、小さく呟つぶやいてみた。


　だがそれに、返事はない。


　ただ、血のように赤い廊下が真っ直ぐに延のびているだけで。


　それにライナは、歩きだす。廊下の向こうへと進み始める。するとやはり、以前と同じ景色が現れる。


　廊下を抜けた先──そこには、とんでもなく広い、空間が広がっていて。


　自分の中にこんなにも大きな空くう洞どうがあったら、寂さびしくて死んでしまうんじゃないか、なんて、わけのわからない考えが頭に浮かぶ。


　やはりその空間は赤い。


　天が、大地が、すべてが赤く、まるで人の内ない臓ぞうのようにぐねぐねと蠢うごめいている。


　そしてそれも、前と同じ。


　まったく前と同じ景色だった。


　だが、前と違うことがある。


　それは。


「……声が、堕ふってこない……」


　と、彼は言った。


　そう。


　以前は天から、声が堕ってきたのだ。


　頭の中に直ちよく接せつ堕おちてくる、低く、重い声。


　ライナの『複写眼アルフア・ステイグマ』が暴走するときにのみ聞こえる、まるで神かなにかのような威い圧あつ感を持った声が、いまは聞こえない。


　その、まるで神のように振ふる舞まう赤い化物がここには棲んでいたはずなのだが。


　しかしそいつが、いなかった。


　それにライナは、


「どっかに、隠かくれてるのか……？」


　と、言ってみる。


　もしくはリルが『複写眼アルフア・ステイグマ』をえぐってしまったから、『石喰いスパンクエル』とかいう石に喰くわれて、あの化物も死んでしまったのか。


　とにかくそこには、誰だれもいなくて。


　ライナは廊ろう下かを抜け、その空間の中へと入っていく。そして進みながら、


「……もしくはこれは、全部夢ゆめかね？　もう俺おれは死んでて、で、死ぬ前に見てる夢……もしくは……」


　地じ獄ごくに、堕おちたとか？


　その可か能のう性せいはある、と、彼は思う。


　なにせ『複写眼アルフア・ステイグマ』を暴ぼう走そうさせて、人をたくさん殺してしまっているのだ。


　こんな化物、天国にいけるはずがない。


　おまけに仲間も守ることが、


「…………」


　フェリスも、キファも、トアレも、ヴォイスも、アルアも、ククも、シオンも──いや、一いつ緒しよにいた、ほとんどの仲間を守ることができなかった。


　そんな奴が、死んで天国へいっていいはずがない。


　つまりはここは、


「……地獄か？」


　と、呟くと、それに返事がある。





《そうだよ》





　と、返事がある。


　だがそれは、空から堕ふってくる声だった。頭の中に直接たたきつけられるような、空から堕ってくる声。


　だが、『複写眼アルフア・ステイグマ』が暴走するときに堕ってくるような、威圧感がある声じゃなかった。


　どこか眠ねむそうな、それでいてめんどくさそうな、そんな声。


　それにライナは顔を上げ、


「誰だ？」


　と聞くと、その声はあははと笑う。


「あははじゃわかんねぇんだけど」


　すると声が、





《見ればわかるだろう？》





　と、言った。


　それにライナは顔をしかめ、


「どこを？」





《前を。すぐ前をさ》





　と、言う。


　それにライナは顔を正面へと戻もどす。するといつの間にか、正面の景色が変わっている。


　いや、すべてが赤く染そまっている、というその光景は変わらないのだが、しかし、いつの間にか二人の人間が、そこには現あらわれていて。


　一人は、女だった。


　綺き麗れいな、長い黒くろ髪かみを持った女。優やさしい顔をした女。見ただけで、泣きたくなるような、懐なつかしい顔をした女。


　母親だ。


　彼の、母親が、赤い地面に、眠ねむるように横たわっていて。


　そしてその彼女を、男が、優しく抱だいている。


　そしてその男の姿に、


「………………」


　ライナは、思わず言葉を失ってしまった。


　なぜならそこにいるのは。


「……………………」


　そこにいるのは、自分だったから。


　ただ、妙な服を着ている。まるで道どう化け師しのような、ふざけた服。そして左ひだり眼めの下に涙なみだの形をした刺青いれずみが入っていて。


　その、涙を流しているような左眼で、こちらを見る。そして優しく微笑ほほえみ、





《やあ、やっと逢あえたね》





　と、気安げに言う。


　それにライナはその、自分そっくりの道化師をにらみつけ、


「誰だ、おまえは」


　と、言った。


　すると道化師は肩かたをすくめる。





《僕は君だよ》





「はぁ？」





《君だ。眠っている、君》





「意味がわかん……」


　しかしその言葉を遮さえぎって、道化師が言った。


《もしくは、『寂しがりやの悪魔ライナ・エリス・リード』の片かた割われ──すべての式を解とく者、と、言ってもいいけれど、でも結局は、君なんだ》





　と、言う。


　だがその言葉の意味は、いまいちわからない。するとそれに、道化師はやはり、優しそうな顔で、笑う。





《いいんだ、いま、理解しなくても。どうせすぐにわかるようになる》





「そうなのか？」





《うん》





「そうか……」


　と、ライナは、言った。それから周囲を見回して、


「で、あの化物はどうした？」


　と、聞く。


　すると道化師が答える。





《アルファかい？》





「ああ」





《逃にげたよ。僕ぼくが──いや、君が目覚めたからね……君がきちんと目を覚ませば、アルファなどにはどうにもできない》





　なんてことを言うが、やはりそれもまるで理解できない。


　だが、理解できなくてもよかった。それよりもやるべきことがあるから。


「…………」


　ライナは、目の前で倒たおれている女を見つめる。黒くろ髪かみの、優やさしそうな女を見つめる。


　そして、


「……じゃあ」


　と、言った。


「じゃあ、母さんはもう、解かい放ほうされたのか？　母さんは俺のために、アルファを抑おさえてたんだろう？」


　そう聞くと、道化師はうなずく。そして母さんの黒い髪を優しく撫なでて、





《解放されたよ》





　と、言った。


　それにライナは目を、見開く。大きく見開く。その瞳にはもう、五方星は浮うかんでいない。呪のろわれていない、まるで呪われていない瞳を開き、そして、母親の元へと駆かけだそうとする。


　だが、それに道化師が、





《そして死んだ》





　と、言った。





《君を守るために、彼女はすべてを捨すてた。本当に優しい人だった》





　と、言った。


　それに、ライナは足を止める。地面に倒れている女を見つめる。


　母親を。


　ずっとその、名前も、顔も、姿も忘わすれていたのに、命いのち懸がけで自分を守り続けてくれていた母親の姿を見つめ、


「……し、死んだ？」


　と、言った。


　だがそれに、もう道化師は答えない。ただ、憐あわれむような顔でこちらを見るだけで。


「……し、死んだって、俺、まだ母さんになにも言って……」


　が、道化師がそれに、答える。





《君の気持ちはすべて、彼女に伝わっていたよ》





「でも」





《それに君にはまだ、他にやることがあるだろう？　彼女は死んだが、でも、君は死んでいない》





　と、道化師が言う。


　それにライナはその、自分にそっくりの男を見つめ、


「死んでない？」





《ああ。そして君は仲間を守らなければならない。いや、僕らは仲間を守らなきゃならない。だってそう、決めたんだろう？　目に映うつるすべてのものを救いたいって。化物の自分が、もしも誰かを救うことができるのなら、なら、なにもかもを救いたいって、そう決めたんだろう？　違うかい？》





　と、そんなふうに言われて突とつ然ぜん、


「………………」


　彼は、思いだした。


　自分がやるべきことを。


　自分がこれから、やらなきゃいけないことを。


　いや、自分がいったい、何者なのかを。


　だからライナは道化師を見つめて、言った。


　自分にそっくりの道化師を見つめて、言った。


「おまえは……」


　と、そこで、胸むねの奥おくが震ふるえる。


　胸の奥が、震える。


　そして、彼は口を開いた。


　するとその声は、





《……俺は……俺はシオンを救うために狂くるった、悪あく魔まか……》





　その声は、空から堕ふってきて。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





「…………」


　ライナは、目を見開いた。


　すると視し界かいに、仲間の顔が入ってくる。


　フェリスと、キファの顔。


　二人とも泣きそうな顔をしている。


　いや、実じつ際さいに泣いている。


　泣きながら、必死に彼の体に『死デのル転ニ移オ』を押おし付けてきていて。


　まだ、ライナが目を覚ましたことに気づいていない。


「…………」


　さらにその向こうにはトアレがいて、難むずかしい顔でヴォイスと話していて。


　それにライナは、


「……あ～」


　と、言ってみた。


「……まいったね、こりゃ」


　と、声を出してみる。


　瞬しゆん間かん、フェリスとキファが、こちらを見る。驚おどろいたように目を見開き、それからキファが、


「ライナ!?」


　と、叫さけんで、抱だき着いてくる。


　そしてフェリスは、


「…………」


　彼女は慌あわてて自分の涙なみだをぬぐって、しかしぬぐってもぬぐっても顔が歪ゆがんでしまって、こちらから顔をそむけ、


「ば、馬ば鹿かが、起きるのが遅おそい！」


　と、怒ど鳴なって。


　それにライナは、苦く笑しようする。


　トアレが嬉うれしそうな顔で近付いてきて、手を、こちらに差し延のべてくれる。


　その手に助けられてライナは、体を起こす。するといま、彼がいるのは血の海の中で。おそらくはこの血を『死デのル転ニ移オ』に吸すわせて、彼は治ち療りようされたのだろう。


　左ひだり腕うでが、くっついている。喰い千切られてしまった右腕はさすがにないが、傷きず口ぐちはもう塞ふさがっている。


　それをライナは見て、それからすぐそばにいた仲間二人を、見た。


　するとやはり、その血の海の中にいたせいで、キファも、フェリスも、血まみれになってしまっていて。


　それにライナは、


「…………ごめん。心配かけた」


　なんて呟つぶやいて。


　それにフェリスが、やはりこちらを向かない。声すらださない。


　するとヴォイスが、


「あ～、よかった。やっぱり起きました？」


　なんて言うので、それにライナはヴォイスのほうを向き、


「な～にがやっぱりだよ。おまえ、噓うそついたろ？」


　という言葉にヴォイスは笑う。そして少し首をかしげ、


「どの噓でしょう？」


「俺の目のことだよ。『女め神がみ』が言ってたってやつ。なんだっけ？　あの、アルファは……」


　と、言うと、ヴォイスが楽しげに続けた。


「αアルフアは──あなたの中にある破は壊かいの力は、もっとも大きな力の種類の一つなのだそうです──ってやつですか？　そうですね。あれは真っ赤な噓です」


　なんて、もう、もっともついてはいけない大切なことすら噓をついていたことを、彼は簡かん単たんに認みとめて。


　それにライナはあきれたような顔で言う。


「おまえふざけんなよなぁ。あっさりαアルフアは逃にげたぞ」


　と言うと、ヴォイスは少しだけ驚おどろいたような顔になり、


「ほう。アルファが逃げましたか。それはグロウヴィルに怯おびえて、ですか？」


　と、聞いてくるのでそれに、ライナは首を振る。


　するとヴォイスは、満面の笑みを浮かべ、本当に嬉うれしそうに、


「じゃああなたに怯えて？」


　と、もう、こうなることはわかってたと言わんばかりの顔で聞いてきて、


「…………」


　それになんかだんだんむかついてきたので、ライナは答えるのをやめた。


　だがそれに、ヴォイスが言う。


「で、あなたは自分の正体がわかった？」


「…………」


「つまりは私が言ったとおりになったわけですね？　ここにきたら、自分の正体がわかっちゃっ……」


「……ああもう、うるせぇなぁ。はしゃぐなよ」


　とライナが言うが、しかし、ヴォイスは最後に、


「まあ、話はあとでじっくり聞かせてもらうとしても、これだけは聞かせてください。というか、ここにいる者たちはみな、聞きたいと思うんですが……」


　と、言う。


　そしてそこで一度、ヴォイスは言葉を止める。少しだけ緊きん張ちようしているような、そんな雰ふん囲い気きを、ヴォイスから感じる。


　だからライナは、ヴォイスが、


「……あなたはグロウヴィルを……」


　と、言いかけたのを遮さえぎって、答えた。


「やれると思う」


　そのまま、抱き着いてきていたキファを自分から放し、そして振り返る。再ふたたび戻ってきたこの現実の世界で起きている殺し合いを見つめる。


　一度、リルに視し力りよくを奪うばわれたはずの瞳ひとみで、彼は戦場を見つめる。


「…………」


　その瞳の中央には、涙の形が浮かんでいる。青い、赤い、白い、七色に明めい滅めつする涙の紋もん様ようが浮かびあがっていて。


　するとその瞳は、この世界、以外のものまで映しだす。


　すべての魔法の構こう成せいが。


　すべての人間の構成が。


　すべての物質の構成が。


　すべての『忘却欠片ルール・フラグメ』の構成が、見える。


　そしてそれを解く方法が、わかる。




[image: ]


　それに、ヴォイスが背後から聞いてきた。


「……で、結局あなたは何者でした？」


　というその問いに、ライナは振り返らないまま、


「パズルを解くのが上う手まい、寂さびしがりやの悪魔だ」


　と、言った。


　そのまま遠くを見つめる。


　すると遠くで。


　遥はるか遠くで、化物が生みだされるのが、見える。


　もしかしたらこの景色は他の奴らには見えていないのかもしれない。いや、あれを呼びだしているガスタークの奴らすら、見えていないかもしれない。


　この現実とはまた違う、しかし重ちよう複ふくした世界でそれは起きているのだ。


　空から一匹ぴきの、巨きよ大だいな蛇へびが降おりてくる。白い鱗うろこを持った、しかし空を埋うめつくすほどに巨大な蛇。


　その蛇の口が開く。その口の中から、さらにもう一匹の化物が──いや、桃色の長い髪を持った、綺き麗れいな少女の顔が現れ、そいつが言う。


　異い界かいと現実の境さかい目めを超こえて、こちら側の世界に声を堕ふらせてくる。





《契けい約やく者よ……そなたの呼び声に、再び応こたえよう》





　少女がそう、声を堕ふらせた。


　静かな、静かな、静かな、しかし、ひどく威い圧あつ感のある声。


　直接人間の頭に響ひびき渡わたる、呪のろいの声。





《応えよう。応えよう。さあ、代だい償しようを差し出せ。さすれば力を、解放せん》





　まるで人間をそそのかすように。


　弱い人間をそそのかすように、化物がそう声を堕おとす。


　そしてそれに、契約者が答える。力を得るために、自分の体を犠ぎ牲せいにして、契約者が応える。


　どうやらグロウヴィルという武ぶ器きは、そうやって発動するもののようだった。


　化物に、人間が命を捧ささげて力を発現する。


　すると少女が笑う。


　馬鹿にするように笑う。


　なにもかもを見下すように、静かに笑う。


　そして、





《……契約は完かん了りようした。力を解放する》





　そう、言った直後。


　遠くで赤い光があがった。


　強く、強く、血のように赤い光を世界に放ち始めて。


　それにライナは、


「……みんなを下げてくれ。グロウヴィルを、解かい呪じゆす……」


　しかし彼の言葉はそこで止まってしまう。


　なぜなら突然、空から別の声が堕ちてきたから。





《は、はははは、はははははははは、あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは》








　それはよく知っている声だった。


　もう何度も聞いた声。


　ライナの『複写眼アルフア・ステイグマ』が暴ぼう走そうするたびに堕ってくる、あいつの声。


　自分を悩なやませ続けていたあの化物の声。


「…………」


　いや、自分の母親を殺した──


「『αアルフア』か……」


　ライナがそう言って、その声のほうを見上げる。


　するとそこには、あいつがいた。


　以前瞳の中で出会った、あの化物が。


　空を舞まうグロウヴィルと同じぐらい巨大な、一匹の獣けものが、空からこちら側にぶら下がってきている。


　血よりもさらに赤い肌はだ。


　その肌よりも、さらに赤い瞳。


　その瞳の奥には、朱しゆの五ご方ぼう星せいがあって。


　鋭するどい牙きば。


　鋭い爪つめ。


　巨大な羽。


　だがその羽ははためかない。ただゆっくりと揺ゆらぐだけで、獣は重力を無視して、空からぶらさがり続ける。


　いや、そもそもこの世界には、通常の人間がいる場所にある、重力といった概がい念ねんがないのかもしれない。


　おそらくはフェリスやキファたちには、この化物の姿も見えていないだろう。いや、ライナの瞳に『すべての式を解く者』の力が宿っていなければ、いまだってここには、なにも見えなかったかもしれない。


　ただ、空から声だけが堕ってきて。


　まるで神のような声が堕ってきて、人間は、怯おびえるのだ。


　しかしライナはその、『αアルフア』を見上げる。まるでつまらないものを見るかのように、見上げる。


　するとそれに、『αアルフア』は鋭するどい牙きばを持つ口で、笑った。





《は、ははは、あはははは、我われが見えるか、我が見えるか、悪魔よ……そしてついに貴き様さまもあの狂くるった勇者と同様、人の世から足を踏ふみ外し……》





　が、それを遮って、ライナは言った。


「うるせぇよ、化物が」





《言う言う、たかがニンゲンが、ちょっと力を手に入れたからとて、いったいなにができる？　もうすでに、オマエはアートファールに守られてはいない。我わが力を邪じや魔まするものはもうない》





　そう言って、獣は自分の背せ中なかに生えた翼つばさをむしり始める。自分の口に生えた牙を引き抜ぬき、さらに自分の胸に腕を突つき立てる。


　するとどんどん、どんどん、その化物を拘こう束そくしていた『封ふう印いん』が解けていく。化物を抑えるために──化物が暴走して、ライナを殺してしまうことを防ぐために、彼の母親がかけていた拘束具が『αアルフア』から外れ始め。


　そして、獣の体の中から、なにか他の化物がでてこようとする。胸を突き破やぶり、開き、そしてその中から、


「…………」


　その中から、人の顔のような形の頭を持った、巨大な蜘く蛛もがでてくる。全身が赤い。すべてが血のように赤い、巨大な蜘蛛。その蜘蛛の口が、まるでよくお伽とぎ話ばなしでみるような悪魔のような姿をしている赤い獣の体を喰らい始める。ライナの母親が作りだしていた、『アートファールの呪い』を、喰らい始める。


　そしてその口の上に乗っている、人型の頭が、こちらを見る。


　いや、実際にはその顔には瞳がないので、瞳でこちらを見たのかはわからないが、しかし、こちらを見たのは、わかった。


　ライナもその、顔を見る。


　目も、鼻も、口も、耳もない顔。ただ、人のような卵形の真っ赤な頭に、さらにもっと赤く輝く、朱色の五方星が無数に浮かんでは消えていく。


　そしてその五方星が浮かび続ける頭が、こちらを見つめる。見下すように見つめる。


　それにライナは顔をしかめ、


「それがおまえの正体か」


　と言うと、『αアルフア』はやはり、笑う。はははははと、頭がぐらぐらするほどに強大な声で笑う。


　そして、





《ソウダ。そしておまえは我をなんと呼ぶ？　神。悪魔。邪じや神しん。勇者。化物。貴様は我をなんと……》





　しかしそれに、ライナは手を差し伸のばす。


　そして瞳ひとみで。


　七色の涙なみだの紋もん様ようが輝かがやくその瞳で、醜みにくい蜘蛛の化け物を見上げて、呟つぶやく。


「……なんて呼ぶって？　はっ。ただの、蜘蛛だろ？」


　そう言って指をほんの少しだけ動かす。すると彼の指先に光が灯ともる。


　そして、


「……蜘蛛と……」


　さらにその向こうの空で暴れる、蛇へびの化物にまで目を向け、


「そして蛇の、式を解かい析せき。それを存そん在ざいごと解かい除じよす……」


　が、そこで。


　彼の左腕を何者かが、つかむのを、見た。


　女の腕だ。


　それに最初、フェリスかキファが、つかんだんだと思った。


　だがすぐにその考えを振ふり払はらう。


　こっちの世界には。


　この異い常じような世界には、人間はこれないはずだった。


　なら、誰だれだ。


　誰がここに……


「…………」


　と、ライナは、自分の腕をつかんだ、女のほうを見る。


　だがそれは、女ではなかった。


　いや、人間ではなかった。


　長い髪に、スタイルのいい、女の体。


　だがその顔には瞳がない。目はあるが、瞳がない。その代わりにその目の穴あなから、虫のようなものがうじゃうじゃと溢あふれてきていて、そして縦たてに開かれた牙だらけの口が、ライナの腕に喰らい付こうとする。


　それにライナは、


「……『女め神がみ』か」


　顔をしかめ、瞳をその、『女神』へと向ける。


「存在を解……」


　しかしその声も止まる。今度は右の肩に激げき痛つうが走る。なにかに喰い付かれた。


　さらに足が、背中が、首が、次々となにかに喰らいつかれて。


　それにライナは、振り返る。


　するとそこにはもう、数十匹の、『女神』の化物が溢れ返っていて。


　そしてまた、声が堕ってくる。


『αアルフア』の声が。


『女神』どもの、分身の声が。





《図に乗のるなよ、悪魔が……おまえはここで始末することが決まった……あがいても無む駄だだ……おまえは……おまえらは全員、ここで終わる》





　そう、言う。


　そして『αアルフア』の顔から、朱の五方星が一つ、放たれる。


　しかしそれは、なぜかライナのほうではなく、地面へ突つき刺ささるように飛びだして。


　五方星が大地に刺さる。


　するとそこが赤く歪ゆがみ始める。


　そしてその歪ひずみの中央に穴が空き、その穴から、茶色い土のようなものが出てくる。続いて緑色の甲かつ冑ちゆうを着た兵士が。青い空が。人間の声が。


　まるでその穴を中心にして、すべてが反転していくかのように、異界から現実の世界へと景色が変わってしまい。


　なのにまだ、『αアルフア』がいる。


　人間の世界に現れていいとは思えない、途と方ほうもなく巨大な、蜘蛛の化物がいる。


　その蜘蛛が足を振り上げただけで、周囲の兵たちが消し飛ぶ。触れられる前に消し飛ぶ。


　その、異常な光景に人間たちはなにも言えない。


　その、お伽話にしかでてこないような化物が現れた光景に、人間たちはなにも言えない。


　だがすぐに、悲鳴があがり始める。


　狂ったような悲鳴があがり始める。


　そしてそれに、『αアルフア』が、





《あああああああああはあははははははははははははははははははははあはあはははあははははははは怯おびえろ人間、震ふるえろニンゲン、我われは神だ、悪魔だ、邪神だ、勇者だ、おまえらを殺す、化物だ……さあ叫び声を上げろ！》


　と、咆ほう哮こうをあげる。


　そして顔から朱しゆの五ご方ぼう星せいが撒まき散らされる。それが人間にあたる。すると人間の体の血けつ液えきが沸ふつ騰とうして、爆ばく発はつしてしまう。


　以前にライナが使っていた能力とは、違ちがった。彼が暴走したときに五方星を放っていたときとは、違う能力だった。


　おそらく前は、『すべての式を解く者』の力を『αアルフア』が利用していたのだろう。


　だが、ライナの体から離れた『αアルフア』は、


「……怪かい獣じゆうじゃねぇか」


　と、彼はうめくように言う。


　するとそれに、背後でフェリスが、


「な、なんだあれは……」


　と、言う。


　それにライナは振り返らないまま、


「俺の中にいた、化物だ」


「なぜそいつが出てきた」


「俺が弱いから。でも、すぐ止める」


「しかしあんな化物を……」


　が、その言葉を遮さえぎって、ライナは言った。


「なぁフェリス……」


「ん？」


「いつもおまえには心配ばっかかけてさ、守ってばっかもらってたけど、今度は俺が……」


　と、彼は言った。


「今度は俺が、守るよ」


　そう言って、彼は一歩、前へ出る。体がひどく重い。『女め神がみ』の分身どもが異い界かいで彼の体にまとわりつき、彼の体を喰らっていて、うまく体が動かない。


　だがそれを無む視しして、彼は前に、進む。そして手を真っ直ぐ、『αアルフア』へと向ける。


　すると『αアルフア』は笑う。


　狂ったように笑う。





《ははははは、ははははははは、オマエにはできない。それはおまえにはできない。心の弱い、おまえにそれはできない》





　そう、声を堕ふらしてくる『αアルフア』の言葉を無視して、ライナは指で、光の紋もん様ようを宙ちゆう空くうに編あんでいく。


　だがやはり蜘く蛛もの化物は笑う。





《できないと言っているだろう！　おまえの力は強大過すぎて、この世界では使えない。力を使えば、景色ごと消えてしまうから、おまえは力を使えない。だからおまえを殺す場所に、ここを選んだ。心が弱いおまえは、心が脆ぜい弱じやくなおまえは、人間を殺すことができないから……おまえができるのは、まだ異界にいるあの蛇へびの化物を殺すことだけだ。我を殺すことは……》





　が、そこで後ろから、


「……できるでしょう。ね、ライナさん」


　と、ヴォイスが言った。


「あなたは私たちの、王だ。ここで私たちを救ったならあなたはもう、本当の意味で私たちの……」


　が、ライナはそれを遮る。


　ヴォイスの言葉を遮って、


「そんな大たい層そうな話じゃない。こいつの言う通り、俺は弱い人間だってことだよ。化物なんかじゃない、脆弱な人間だってことだ。そして人間は悲しいから……とても弱くて悲しいから、どうしても全部を選ぶことができないんだ」


　と、そう言って彼は、シオンの顔を思いだす。


　雨の中、泣きながら笑っていたシオンの顔を思いだす。


　あいつはずっと選せん択たくし続けていて。


　辛つらい選択をし続けていて。


　そして最後に、泣いてしまった。泣いて、いなくなってしまった。


　でも、そんなにも思いつめているのならどうして、相談してくれなかったんだって、そう俺は思っていた。


　なんで俺に、助けてくれって、言ってくれなかったんだって、そう思っていた。


　親友だって言ったのに。


　仲間だって言ったのに。


　なんでそんなにも、独ひとりですべてを背せ負おっちゃうんだよって、そう思っていた。


「………………」


　だが、違ちがったんだ。


　相談なんて、できなかったんだ。


　なぜなら俺が。


「…………」


　俺が、なにも背負ってなかったから。


　逃にげてるばっかりで。


　全部を救いたいってわがまま言って逃げてるばかりで、なにも背負ってなかったから。


　だからシオンは泣きながら、消えてしまった。


　だが、もう違う。


　ここからはもう違う。


　口だけじゃなく、本当の意味で、あいつの横に並ならべるようになろうと、そう思う。


　でもそのためには、背負う必要がある。


　前に進む必要がある。


「俺が、俺がもしも化物じゃなく、人間なら……」


　前に、進む必要がある。


　なぜならフェリスが好きだから。


　キファが好きだから。


　トアレが好きだから。


　ヴォイスは、まあ、どうだろう？


　それにミルクも、ラフラも、アルアも、ククも、ファルやタイルやトニーも、そしてシオンも。


「俺は人間が、好きだから……前に……」


　そう言って、ライナは手をあげる。


　すると自分の顔が歪むのを感じた。頰ほおに涙なみだが溢あふれてくるのを感じた。


　だがそれでも、


「前に、進むよ」


　と、言った。


　そして指先から、光を放つ。


　なにもかもの式を解といてしまう、光を放つ。


　それに一いつ瞬しゆん、『αアルフア』は驚おどろいたような顔になったが、しかし、本当にそれは一瞬のことだった。


　すぐに『αアルフア』は光に巻まき込こまれて、その存そん在ざいを消し飛ばされてしまった。


　だがそれでも光は止まらない。


　ライナの意思では、コントロールできないのだ。徐じよ々じよに、徐々に、まるで病気が感かん染せんしていくかのように光は世界に広がっていく。


　ライナの前に、扇おうぎ状じように広がっていく。


　そしてその光に触れた人間たちは、みな、砂すなになってしまう。


　数百。


　数千。


　数万。


　数十万。


　信じられない数の人間が、その存在を打ち消され、砂になってしまって。


　そして光が、グロウヴィルの放った赤い光と、ぶつかる。


　そのときにはもう、ライナの前の景色には人間は、ほとんど残っていなかった。


　グロウヴィルの光と、ライナが放った光が、大半の人間を殺してしまって。


　そしてグロウヴィルとライナの力がお互たがいの力を打ち消しあい、消える。


「………………」


　どうやらお互いの力は、ほぼ同じぐらいだったらしい。


　そして残ったのは、絶ぜつ望ぼうだけだ。


　人の姿は、欠片かけら一つ残っていなかった。


　百万以上いた人間が消し飛び、まるでそこには何ごともなかったかのように平原が広がっていて。


　おまけに空は晴れている。


　気持ちがいいほどに晴れている。


　それをライナは見上げ、


「……俺が、人間を……」


　そう言いかけると、突とつ然ぜん、フェリスが、


「違う！　おまえは、おまえは私たちを守っただけだ！」


　なんてことを、叫んだ。


　なぜか強く、叫んだ。


　それにライナは、苦笑する。


　彼女がいつもそうやって優やさしいことに、苦笑する。普ふ段だんは剣けんを振り回して、だんごだんごとうるさいくせに、こんなときばっかり優しくて、泣きそうになる。


　だがもう、彼は泣かない。


「ああ……」


　と、うなずくだけで。


「ああ、そうだな」


　と、うなずくだけで。


　そして、思う。


　仲間を守るために、人を殺した。


　それは、いい。納なつ得とくできる理由だと、そう思う。


　でも、納得できるからといって、やっていいことじゃない。自分を許ゆるしていいわけじゃない。百万を超こえる人間を殺しておいて、のうのうと笑って過すごしていいはずがない。


　だからシオンは泣いた。


　きっとガスタークの王も──


　レファル・エディアも、泣きながら前に進んでいるんじゃないか？　と、いまではうっすら思う。


　思ったところで、なにも変わらないが。


　ライナは一度、目を閉とじる。


　すると彼は再ふたたび、異界へと意い識しきを移い動どうさせる。


　そこでは相変わらず『女め神がみ』の分身どもが自分の体を喰くらっていて。


　それにライナは目を細め、


「……さあこうなったけど、どうする？」


　と、言った。


　すると『女神』の分身たちは怯おびえたような顔になり、


《……化物め……》


　と、言う。


　だがそれにライナは悲しく笑って、


「それがあいにく、悲しいぐらいに人間だったんだ、俺」


　そう言い、自分に喰らい付いている『女神』の一匹を手でつかむ。


「キエロ」


　と、言うと、その通りになった。


　それに『女神』たちが一斉にライナから離れ、





《撤てつ退たいのメイレイだ》





　と、言った。


　それにライナは、


「じゃあ、いけよ。でもって親玉かなんかに、言っとけ。どーせおまえら、シオンのこともいじめてんだろうが、もう許さないかんな、ってさ」


　そのまままた、手を掲かかげ、少しだけ低い声こわ音ねで、


「……いずれ殺しにいくって、伝えろ」


　と、言うと、『女神』の分身どもはあわててライナが作りだした異界から、逃げだしていく。


　それに彼はうなずき、そして、再び空を見上げた。


　すると空には相変わらず蛇の化物が浮ういている。


　その口からまるでガスタークの奴やつらと同じような、桃もも色いろの髪かみをした綺き麗れいな少女が顔を出していて、その娘むすめがにっこり笑う。


　そして、





　──ここで逢あえると思っていた。初めまして、悪魔さん。





　なんてことを言ってきて。


　それにライナは言う。


「誰だおまえは。『女神』どもや『αアルフア』とも、また、式の作りそのものが違うが……」


　するとそれに、少女は答える。





　──私はグロウヴィル。レファル・エディアの愛人。





「愛人？」





　──ええ。彼と交まじわるためだけに送りこまれた、女よ。





「……交わるためだけって……あの、話がよく、見えてこねぇんだが……でも化物なんだろう？」





　──あはは。





「いや、あははじゃなくてさ……あ～、なんだ。で、ここで会えるとわかってて、いったいなにがやりたかったんだよ？」


　と、ライナが聞くと、少女が答えた。





　──見るためよ。私たちで、狂くるった悪あく魔まを殺せるのか。狂った勇者を殺せるのか。ほんとは『女め神がみ』なんて敵てきじゃない。この世界を異お常かしくするのは、いつもあなたたちだから。





「…………」


　という言葉に、ライナは目を細める。


　少女の言った言葉の意味がやはり、いまいちわからなくて。


「……世界を異お常かしくするのは、いつも悪魔と勇者？　そりゃ……」


　が、また少女は笑う。あははと笑う。





　──あまり難むずかしく考えないで。どうせあなたは愛情に狂っているから正しい結論へはたどりつけない。でも、そうね。ちょっとだけ困こまったな。思っていたよりあなたの力が……





　が、そこで彼女は勝手に納得したような顔になって、





　──まあ、でも、お逢あいできて楽しかった。次に逢うのはあなたか、それとも勇者のほうか。それはわからないけれど、今日のところは私の愛いとしい勇者の剣けんのほうへと戻もどりましょう。ではこれで。





　そう言って、少女は蛇の口の中に戻る。


　そしてその蛇も消えてしまう。


　それをライナは見上げ、それから。


「………………」


　急に、自分の体の中から力が抜けていくのを感じた。それは立っていられないほどに。がくんっと膝ひざが落ち、そのまま地面に倒たおれてしまって。


「ライナ!?」


　と、キファが叫ぶ声がした。


　それにライナは目を開く。


　するとそこは再び、現実の世界に戻っていて。


　地面に倒れようとするライナを、キファと、トアレが、必死に支ささえてくれている。


　その、二人の顔を見て、


「……あ、ごめん。なんかすげぇ疲つかれて、眠ねむくなっちゃって……」


　と彼が言うと、トアレが微笑ほほえむ。


　キファも、なぜか泣きそうな顔で笑い、


「ライナいっつも眠そうじゃーん」


　なんて、無理矢理明るい声を出していて。


　ライナがいま、したことを、自分たちはなんとも思ってないって、そう伝えたがっているような、そんな声で。


「…………」


　それにライナは、思う。


　もうほんとに、自分は化物じゃないのかもしれないって、そう思う。


　だって、こんなにも優しい仲間に愛されて、助けられて、その中にいるんならもう、自分は人間なんじゃないかって、そう思う。


　もちろんもう、許されないほどの罪つみを犯おかしてしまったけれど。


　決して後あと戻もどりができない、地じ獄ごくへの口を開いてしまったけれど。


　でも、それでも自分は人間だって、いまさらながらに、思う。


「…………」


　仲間を守るためなら、人を殺してしまうほどに弱い、悲しい人間だったじゃないかと、彼は思う。


「…………」


　とそこで、その、キファたちの背はい後ごでフェリスがこちらを見ているのに、ライナは気づく。彼女はこちらにきたがっているような、でもそれをうまくできなさそうな、ちょっと無器用な顔でこちらを見ている。


　いま、百万を超える人間を殺した化物のそばにいたいだなんて、ほんとに馬鹿な奴だなぁと思うのだが。


　でも、結局人間はみんな、馬鹿なのだ。


　自分も含ふくめて、悲しいぐらいに馬鹿なのだ。


　近付いたら傷きず付つけあってしまうのに、それでもそばにいないと寂さびしくて死んでしまう、不完全な生き物なのだ。


　だからライナは、微笑ほほえむ。


　彼女に向かって、優しく微笑む。


「…………」


　するとそれに、フェリスも嬉うれしそうに微笑んで。





　　　　◆





　そしてこれで、戦争は終わった。


　百万を超える兵が一いつ瞬しゆんで消し飛び、戦場を巨大な蜘く蛛もの化物が暴あばれまわるような異常な戦争が、終わった。


　そしてその情報は、一瞬にして世界中を駆かけ巡めぐった。


　それはガスタークがストオル帝国を降くだしたときよりも遥はるかに大きな衝しよう撃げきを伴って、世界中を駆け巡った。


　噂うわさと、尾おヒレを巻き込んで、世界中にその情報が巡り巡って。











　そしてこの世界の、すべての仕組みが変わってしまう──








　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆








「…………」


　だが、そうなることをもう、主は気づいていた。


　悪魔が生まれると、そう言っていたのだ。


　悲しい、泣き虫の、寂しがりやの悪魔が。


　だがそれは、ほうっておけばすぐに死んでしまう、弱い生き物なのだという。


　助けてやらないと、すぐに死んでしまう、弱い生き物なのだという。


　なぜならあまりに優しすぎるから。


　あまりに優しすぎて、あまりに勇者を愛しすぎているから──





　すぐに狂ってしまう。





　だから、


「……迎むかえにいかないと」


　と、彼は。


　ティーア・ルミブルは呟くように言った。




　あとがき──ではなく、なかがき







　そんなこんなで今巻の本編は、すげええええ盛りあがった状態でここで終わりなのですが、さらーに今回は、『追つい憶おくから未来へ──』という、短編が載のりまーす。３４７ページもすでにあるのに、さらに短編載せるとか、あほか！　という話もあるのですが（笑）。


　でもってこれは、一度ドラマガに載った、長編の途と中ちゆうのストーリーなんだけど、話がぐいぐい進んでしまったことによって本編におさまりませんでした！


　なのでもうあの短編は収録せずにおこう！　という話になっていたら、あれを収録しろおおおおおという要望のメールを結構いだたきまして、僕もお気に入りの一本だったので、編集長に頼たのんで収録してもらうことになりましたー。


　時系列でいうと、まだライナたちが、ネルファを脱だつ出しゆつした直後あたりの話です。


　またあとがきもありますで、ではではあとで。




　追つい憶おくから未来へ──







　仲間がみんな、笑っている。


　楽しそうに笑っている。


　なぜそんなにも楽しそうなのか、それはいまいちわからない。


　でも、みんながみんな、笑っている。


「…………」


　ライナ・リュートはそれを見る。めんどくさそうに目を細め、しかし、やはり自分も嬉うれしくなってしまって、笑う。


　そこは酒場だった。


　路ろ地じ裏うらにある古ぼけた小さな酒場。


　昔、よくきた酒場だ。それはまだ、彼がローランド帝てい国こく王立軍事特とく殊しゆ学がく院いんとかいう名の、意味不明な学校の学生だったときのこと。


　仲間のファルと、タイルと、トニーと、そしてキファやシオンと、一いつ緒しよによくきた酒場だった。


　いまはその、ファルやタイル、トニーやキファは、酒場の中で飲んだくれている。嬉しそうに笑いながら、タイルがどこそこの女の子に惚ほれてるらしいとかいうのをファルが暴ばく露ろして、みんなでわーきゃー言っている。


「…………」


　そんなうるさい光景をライナは嬉しそうにしばらく見つめ、それから踵きびすを返す。


　すると背はい後ごから、


「おいライナ。逃にげるなんてずるいぞ」


　なんて声とともに一人の男が追ってきて、ライナは振り返った。


　するとそこには、シオンがいる。


　銀色の長い髪かみに、強い意い志しがこめられた金の瞳ひとみ。


　シオン・アスタール。


　いまやローランド帝国の英えい雄ゆう王とまで呼ばれている、ライナの親友が、


「あの飲んだくれどもを、俺一人に押し付けるつもりか？」


　なんてことを言ってきて。


　それにライナはまた、笑う。


「ザルのくせに」


「いやいや、最近そんなに酒、強くないんだよねぇ」


「そりゃ寝ね不ぶ足そくで？」


「そう。寝不足で」


　と言う、疲つかれた顔のシオンに、ライナは肩かたをすくめる。


「おまえはいっつも、馬鹿みたいに仕事しすぎなんだよ」


　するとシオンが眉まゆをひょいっと上げ、


「そうかな？」


　と言う。


　それにライナは呆あきれ顔で、


「そうかなどころじゃないって。だいたいおまえ、もう何日寝てない？」


「う～ん」


「覚えてないほど何日も徹てつ夜やしてんのかよ、ったく。いいからもう、今日は酒飲んで、潰つぶれて寝ちゃえよ。そのほうがおまえのためだ」


　それに、しかしシオンは笑ってこちらの肩をつかみ、


「んじゃ、それに最後まで付き合えよ。一人途と中ちゆうで逃げるなんてママは許ゆるしませんよ？」


　なんてことを言ってきて。


　さらにそのシオンの後ろから、キファが、


「パパも許しませんよ！」


　と、やはり楽しそうに言う。


　彼女はもう相当酔よっているようで、顔がだいぶ赤い。肩まで伸のびた赤毛に、酒に酔ってとろんとした赤い瞳、そしてかわいらしい赤い顔。ライナはその、彼女のほうを見る。誰がパパで、誰がママだって？　と、言おうとする。


　だが、その言葉を遮って、今度は酒場の中央で、樽たるごと酒を飲み尽つくさん勢いきおいの赤髪の筋きん肉にく馬ば鹿かが、


「よし、そうとなったら逃げた罰ばつとして、この店で最高に強い酒を一気呑のみということで！」


　とかなんとか、ふざけたことを言いだす。


　そいつのほうを、ライナは見ようとする。しかしその前に、さらに酒場の端はしから、


「うむ！　ならばそれと同時に、私もこのだんごを一気食いだぁぁあああ！」


　なんて、まるで意味がわからない声が上がった。


　ライナはそちらを、見る。


　するとそこには、一人床ゆかにだんごセットを広げている、金きん髪ぱつ青あお瞳めの絶世の美女が立っている。


　彼の相あい棒ぼうの、フェリス・エリスだ。


　フェリスも酒を飲んだのか、少し顔が赤い。切れ長の目もちょっとうつろな感じで、そのうつろな表情のまま、両手いっぱいに持った十本の串くしだんごを掲かかげ、


「だんごが大好きだぁあああああああああああああああああああああああああ！」


　と叫さけぶ。


　意味不明に叫ぶ。


　しかしもう、完全に意味不明なのに、なぜか酒場はそれに、うわぁあああああとか、無む駄だに盛もりあがる。


　まだ、酒に完全に酔っていないライナには、ついていけないほど盛りあがる。


　それはタイルが、トニーが、ファルが、キファが。そしてカルネやクラウに、その彼女のノアやらエスリナといったローランドの面々が。さらに馬鹿炸さく裂れつの槍やり遣つかいや詐さ欺ぎ師し姉弟きようだいやら、トアレ、フェリス、シオン。


　そしてライナと同じ魔ま眼がん保ほ持じ者しやだったラフラや、ビオまでいる。


　本当にそこには、たくさんの仲間たちがいて、その、みんながみんな、嬉しそうにそこで笑っている。


「…………」


　そんな光景に、ライナは困こまったような顔になって、


「まったく、なんなんだよ今夜は。なんでみんな、そんなに盛りあがってんのよ？」


　と聞くと、それにシオンが答える。


　こちらを見つめ、やはりいつもの、仕事に少しだけ疲れている顔でこちらを見つめ、言う。


「……それはこれを、おまえが望んでいるからだ」


「んぁ？　俺が？」


「ああ」


「俺が、この酒場にいこうって言ったんだっけ？」


　しかしその問いかけに、シオンは答えてくれない。ただ少し悲しげにライナの目を見つめて、それから彼は、酒場の、中へと目をやる。


　まるでライナに、もっとちゃんとこの中で起きていることを見ろと言わんばかりに、目を酒場の中へと向ける。


　それにうながされて、ライナはもう一度、酒場の中を見る。


　みんながみんな、笑っている景色。


　仲間たちが、親友たちが、腐くされ縁えんのむかつく奴やつらが、みんな、みんな、そこで楽しそうに笑っていて。


　それを見て改めて、ライナは嬉うれしくなる。このくそめんどくさい奴らの中で酒を飲むのはやっぱり、ほんとに、くそめんどくさいなぁ～、なんて思って、彼は微笑ほほえみそうになる。


「…………」


　だが少しだけ、違い和わ感かんもある。なにか妙みような、うまく、歯車が嚙かみ合ってないような、そんな気もする。


　なぜ、そんなことを思うのか？


　なんでいま、こんな違和感を感じるのか？


　それを彼は考えてみて、


「…………」


　すぐに、気づく。


　ああ、そうか。と、彼はすぐに気づく。


　そして酒場の中の、何人かの仲間の顔を見る。タイル、トニー、ファルはもう、ずっと前に死んでいるはずだった。


　あの、戦場で。


　まだライナたちがローランドの学生だったときに無理矢理派は遣けんされたあの戦場で、もう死んでいるはずだった。


　いや、それだけじゃない。


　ラフラも、死んでいるはずだった。ライナに魔ま眼がん保ほ持じ者しやたちの集しゆう団だんを任せて、ガスタークの馬鹿どもに殺されたのだ。でもいま、楽しそうに彼の幼おさな馴な染じみの少女と話している。その幼馴染みの少女も殺されてしまっているはずなのに、いまは二人で、楽しそうに話している。


　他にも何人も、何人も、もう、死んでいるはずの人間が、そこで、楽しそうに笑っていて。


「…………」


　その光景を見て。


「…………」


　その、ひどく奇妙な光景を見て。


「…………」


　ライナは、言った。


「……ああ、くそ。そうか……これは夢ゆめなのか」


　そう言った途と端たん、突然全身に、現実感が戻ってくる。いま、自分が置かれている状じよう況きようが戻ってくる。


　それは仲間たちの死。


　それはシオンとの別べつ離り。


　それはシオンが放った兵が、ライナたちの仲間を何万人も殺してしまったという現実。


　わりと頑がん張ばって足あ搔がいているつもりなのに、どういうわけか世界はどんどん、どんどん、ひどい方向にしか進んでいってくれない現実。


　それに。


　それにライナは、


「……そうか。夢か」


　と、呟つぶやく。


　酒場の中を見つめて。


　もう、ありえないほどの幸せが溢れているその光景を見つめて、


「……夢か」


　と、悲しそうに呟く。


　するとそれに、シオンがこちらを見る。肩かたをすくめる。彼の顔はやはり、疲つかれている。それはいつもいつも馬鹿みたいに徹夜で仕事をし続けているせいなのか、それともいまのこの、悲しいくらいにボタンを掛かけ違ちがえてしまい、すれ違ってしまっている世界の有り様を嘆なげいているせいなのか。


「…………」


　おそらくは、後者だと思う。


　ほんの少し前までは、一いつ緒しよに笑っていたのに。


　ほんの少し前までは、フェリスが暴あばれて、シオンがいじわるして、もう勘かん弁べんしてくれよーとかね、叫さけんでね、笑っていたはずだったんだけど。


「…………」


　ライナは、言った。


「じゃあ、おまえも夢か」


　するとそれに、シオンは言う。


「さてね」


「違うのか？」


　が、そこでシオンは再びライナから目をそらして、


「……俺が本物なのか違うのか、それは別に、意味のないことだろう？　どうせこれはすべて夢だ。目を覚ませば、また別の現実が始まる。そして俺とおまえの関係はもう……」


　と、そこまでで、シオンは言葉を止めた。


　だがライナもその先は、聞きたくなかった。夢の中でまでそんなことは、考えたくなかった。


　だからライナも、シオンが見ている酒場の中を見る。


　ひどく幸せな。


　まるで楽園のようなその光景を、ライナは見る。


　するとシオンはこちらを見ないまま、言った。


「……で、ライナ。これがおまえが心の奥おく底そこで望んでる世界──というわけだ」


　その言葉に、ライナは苦笑して、


「有りえないって、馬鹿にする？」


　が、シオンは首を振った。そして振り返る。なぜか泣きそうな顔で振り返ると、


「いいや……望んで手に入るなら、俺もこういう世界にしたかったよ」


「そか」


「ああ」


「じゃあ」


　と、ライナは言う。


「じゃあ、なんか……すげぇ悲しいな」


　と、ライナは言う。


　するとシオンはうなずいて、


「……そうだな」


　と言った。


　それからまた、しばらく、二人は酒場の中を見つめる。すでに死んでしまっているはずの奴らが楽しく笑っている光景を眺ながめる。


　もう、敵てき対たいしているはずの奴らが、酒を酌くみかわしている光景を眺める。


　いや、そもそも。


「…………」


　そもそも、ライナとシオンも、いまは敵対しているのだ。


　別の勢せい力りよくの中心で。


　敵対する勢力の中心で。


　その、ライナとシオンの周りで、人が死んでいく。


　二人の争いに巻まき込こまれて、人が死んで、死んで、死んで、死んで、死んで──


　死んで！


　死んで!!





「…………」





　その光景が、脳のう裏りに焼きついている。


　人が切り裂さかれる光景。


　人が焼かれる光景。


　あっさり人が死んでいく。


　あっさり仲間が死んでいく。


　それを見て、ふざけるなと、ライナは叫さけぼうとする。


　ふざけるんじゃねぇよと、叫ぼうとする。


　だが、叫ぶ間もなく次々人が死ぬ。


　嘆なげく間もなく次々人が死ぬ。


　それに、なんだよ、と、思う。


　なんなんだよこれは、と、ライナは思う。


　おまけにその、彼の仲間を殺していくのは、シオンなのだ。


　親友のはずのシオンなのだ。


　シオンが。


　シオンが泣きながら前に進んで。


「…………」


　そしてライナの仲間を殺す。


　ライナの大切なものを壊こわしていく。


　それに。


　それにライナは、


「……もう、やめたいなぁ……」


　と、言った。


　するとシオンが、


「はは」


　と、泣きそうな、乾かわいた笑い声で答える。


「だって疲つかれんじゃん？」


「…………」


「ってか、俺おれってばもうさぁ、すでに辛つらくて泣きそうだしさぁ」


「…………」


「まったく、なんでこんなことになっちゃったかなぁ」


「…………」


「俺はさ、おまえのこと、好きだけどさ」


「…………」


「面と向かっては言わないけど……おまえにはいっぱい助けられたしさ、その、親友だと思ってんだよね」


「…………」


「でも……でもさ。でも……こんなに仲間を殺されたら……俺だってさすがに、黙だまってるわけにはいかないだろう？」


　と、言う、ライナの言葉に、シオンがこちらを向く。ライナの、黒い瞳ひとみを見つめてくる。泣きそうな顔のまま、弱々しい笑みを浮かべてこちらを見つめてくる。


　そして、


「なら、俺を殺すか？」


　と言った。


　しかしそれに、ライナは首を振って、


「助けたい」


「はは」


「これ本気だぜ？」


「……だろうね。おまえは、馬鹿みたいなこと言ってるときが、一番本気だ」


　そこでシオンは、踵きびすを返す。こちらに背を向ける。その背中にさえ、疲ひ労ろうの色が見える。


　そして、言った。


「……でも俺は、これからも人を殺す」


「させないよ」


「おまえの仲間を殺す」


「だからさせねぇって」


「そしてそのさきで。前に進んで、進んで、進んだそのさきで、もしも再びおまえと出会えたら、まだ、おまえは笑っててくれるかな？」


　と、シオンは言った。





　もしも再び出会えたら。





　その、言葉に。


「…………」


　その、シオンの言葉に、ライナは笑った。嬉うれしそうに笑った。


　そして笑って、答えた。


「……悪ぃ。もう、笑ってねぇんだ、俺」


「だよな」


「ああ」


「じゃあ」


　そこで、シオンが一歩、前に出る。ライナから離はなれる。すると彼の姿すがたが、少しずつ、少しずつ、薄うすれていく。


　どうやらそこで、夢は終わるようだった。


　シオンの姿が、どんどん、どんどん、薄く、見えなくなっていき。


　そして最後の、彼の言葉だけが残った。


「じゃあ」


　姿は消え、夢は終わる。





「じゃあきっと、次におまえに会えるのは、戦場だな」





　そう悲しげに呟つぶやいて、シオン・アスタールはライナの前から消えた。
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　　　　◆





　そしてライナは目を覚ました。


「…………」


　目を開けるとそこには、いつもの現げん実じつが広がっている。


　そこは、ローランドの兵たちから逃にげ惑まどう、ネルファの兵や民たみにヴォイスが用意してくれた仮か設せつ宿しゆく舎しやの一つだった。


　ベリス主国に駐ちゆう屯とんしている、反ローランド帝てい国こく連合の兵たちが使っている仮設宿舎の一つ。


　いや、宿舎といっても実じつ際さいは、小さなテントのようなものの中に、簡かん易いベッドを置いただけ、という粗そ末まつなものだったが。


　しかしそれでも、ローランド兵に追われ、ネルファ皇こう国こくからカッスラー、アリ南方国、ベリス主国と長い旅路を経へてここまでやってきた兵や民にとっては、十分過すぎるほど十分な宿舎だった。


　その、テントの天てん井じようを見つめ、ライナは、


「…………」


　いま自分が見た夢ゆめを思いだす。


　いま、自分が見た、ひどく疲つかれる夢を思いだす。


　そしてなにか小さく呟こうとして、


「…………」


　しかし、なにも言わなかった。


　するとそれに、


「……ライナ」


　という、女の子の声が、自分のテントの中から上がる。その声に、聞き覚えがある。


　夢の中にも出てきた声。


　キファの声だ。


　それに、ライナは声がしたほうへと目を向ける。


　するとテントの中の、入口の前に赤毛の少女が立っていて。彼女は心配そうな顔でこちらを見つめてきている。


　その、彼女の姿を見て、ライナは言った。


「……んぁ～、キファ、おはよ」


　すると彼女はうなずく。


「おはよ」


「で、どしたの？」


　と、彼が聞くと、彼女はかわいらしい顔に笑みを浮かべて、


「かわい子ちゃんを、夜よ這ばいにきました～！」


　なんてことを言う。さらに自分で言った言葉に自分で恥はずかしくなったのか、顔を真っ赤にする。


　それにライナはキファのほうを見て、さらに、テントの外から照り付けている陽ひざしの強さに目をやってから、


「……こんな昼間っから夜這い？」


　すると彼女は、相変わらず恥ずかしそうに笑ってから、


「というのは冗じよう談だんで」


「本気だったら困こまるけどね」


「えー、こんなかわいい子が夜這いにきて困るって、どういうことよ～」


　と、頰ほおを膨ふくらませながら近付いてくるキファに、ライナは上半身を起き上がらせて答える。そして彼女の顔を見る。するとやはり、少しだけ心配するような顔でこちらを見ていて。


　それだけで、なぜ、彼女が、無理して夜這いにきた～とかいう、わけのわからない冗談を言ってきたのかが、わかった。


「……あの、俺、うなされてた？」


　すると彼女はこくこくうなずく。


「すごかったよ！」


「まじで？」


「うん」


　と、うなずく彼女の顔が、本当に心配そうにしているので、ライナはそれに苦笑して言った。


「……いや、なんかさ～、すげぇ怖こわい蛇へびのお化けみたいなのに襲おそわれる夢見てさぁ」


「蛇のお化け？」


「ああ。で、もうすぐ喰われそう～助けてママ～ってところで、目が覚めた」


　なんていうあほっぽい夢の話に、キファはあははと笑う。


「なにそれ～。なんか子こ供どもみたいな夢だね」


「だろぉ？　でもほんとすげぇ怖い蛇だったんだって」


「へぇ」


　と、彼女はうなずく。そのままこちらに近付いてきて、懐ふところから取り出したハンカチで、ライナの顔の寝ね汗あせを拭ぬぐってくれる。


　それから彼女は、言った。


「ねぇライナ」


「うん？」


「あのね」


「うん」


「無理して馬ば鹿かな噓うそつかなくていいよ。寝言でライナがシオンの名前呼よんでたの、私聞いちゃってるんだからね？」


　なんてことを言われて。


「……うぁ……」


　とだけ、ライナは言った。


　それから、もう、完全に噓がバレてたらしいことに負い目を感じて、キファのほうを、うかがう。


　すると彼女はやはり、心配そうな顔のままこちらを見て、


「……大だい丈じよう夫ぶ？」


　と聞いた。


　それにライナは慌てて、


「大丈夫もなにも、なんにも全然、悩なやんでなんか……」


　が、彼女はそれを聞かずに、さらに近付いてくる。


「だから噓つかないでって言ってるでしょ？　辛いときは辛いって言わないと、疲れちゃうよ？　ライナってばいっつも、独ひとりで抱かかえこんじゃうんだもん。少しは悩みを、私にもわけて？」


　なんて言いながら、キファはライナの顔に触れ、首に触れ、そのまま抱き着いてこようと、


「ってちょっと待ったぁああああ。あの、え？　き、キファ？　ええと、これはその……」


　と言う、ところで。


「こら馬ば鹿かライナ！　もう昼だぞ！　起きろ！」


　という、やはり聞き覚えのありまくる声とともに、テントの入口がばさっと開かれた。


　そして金きん髪ぱつの絶ぜつ世せいの美女が入ってくる。切れ長の澄すんだ青い瞳ひとみでこちらを見る。その青い瞳が、驚おどろいたように少し、大きく見開かれる。


「…………」


　その、青い瞳に映うつっているのは、こんな光景だ。


　ベッドに寝ているライナと、そのライナに抱き着こうとしているキファ──という図。


　それにライナは、


「あ～、いや、フェリス、これはちょっ……」


　が、彼の言葉はそこまでだった。


　テントに入ってきた絶世の美女──フェリス・エリスは言った。


「あ、あ、危あぶなぁああああああああああああああああああああああああああい！」


　そのまま彼女は、もう、姿が消えてしまいそうなほどの異い常じような速さでこちらに突とつ進しんしてくる。拳こぶしを振り上げ、そのままライナのほうへと突つきだす。顔面に当たる。そのまま彼は吹ふっ飛ぶ。ぎゃぁああああああああああと叫んでライナは転がる。


　その横で、


「危ないところだった。また一人、いたいけな少女が、スケベ魔人の犠ぎ牲せい者しやになるところだった。大丈夫ですかな、お嬢じようさん？」


　などと、わけのわからないことをフェリスがキファに向かって言っている。


　それにキファが呆ぼう然ぜんとした顔で、


「えと、あの」


　なんて言ってるが、まるで気にせずフェリスは続ける。


「あの男は戦場を走るだけで男女問わず兵士たちが妊にん娠しんしてしまうという怖おそろしい化物なのだ！　さあ、お逃にげなさい！　急いでお逃げなさい！　逃げて逃げて逃げのびて、クラップという町のだんご屋で私のためにだんごセットをたくさん買ってきなさい！」


　とかなんとか、例によっていつものわけのわからない話を展てん開かいしているが、


「…………」


　どうでもいいのでもう、ライナは聞かない。


　ただ、殴なぐられた顔を痛いたそうに押さえ、それから起き上がる。テントの外の様子を、気配から探さぐる。どうも少し、テントの外にいる人たちが慌あわただしく走り回ってるようで。


　それに、ライナはフェリスと、キファのほうを見て、


「んで、二人ともなんの用？　なんかあったから、俺を起こしにきたんだろ？」


　そう聞いた。


　すると二人は同時に、うなずく。


　キファが言った。


「一度ここで、ネルファからきた集しゆう団だんを解かい散さんして、ベリス主国に吸きゆう収しゆうしてもらうことになったから、集団の解体を始めることになって……」


　とそこで、その続きをフェリスが継つぐ。


「とにかくさっきも言った通り、クラップという町にあるだんご屋が美う味まいらしいのだ。食べにいこう」


　という、まるで話が繫つながっていない二人の言葉に。


「…………」


　ライナはうなずいて、キファのほうだけを見て言った。


「なるほどね。で、ヴォイスとトアレが、今後の方ほう針しんを話したいから俺にもこいって？」


「うん」


「じゃあ、いくか」


「うん」


　と、ライナと、キファがうなずいて、歩きだそうとしたところで、


「私を無視するなぁあああああああああ！」


　例によって例のごとく、フェリスが剣を抜ぬく。振りかぶる。ライナの頭をそれで、思いっきり殴ろうとする。


　それをライナは、


「もぉ～、めんどくせぇなぁ～」


　と言って、よける。しかしやはり、いつものごとくよけきれずに、顔面にガツンと剣がぶつかる……


　ぶつかる、はずなのだが。


「…………」


　しかし、なぜか剣は、顔にはあたらなかった。もう、本当に、あたる寸すん前ぜんのところで止まっていて。


　ライナはそれに、


「へ？」


　と言った。


　それからフェリスのほうを見る。いつもの、なんの感情も浮かんでいない無表情な顔。その彼女の顔を見て、


「え、なんで？」


　と聞いた。


「なんで剣、止めたの？　おまえらしくもない」


　しかしそれに、彼女は答えない。ただ、剣を腰こしに戻もどしながら、少しだけ。


　ほんの少しだけつまらなそうな顔をする。


　他人にはわからない程てい度どの、かすかな表情の変化を見せる。


　そのつまらなそうな顔のまま彼女はライナを見て、それからキファを見て、そしてもう一度、ライナを見た。


　そして。


「…………」


　そして彼女はどういうわけか、なにも言わないまま突然、踵きびすを返す。


　それに、


「え？　へ？　あの……」


　と、ライナは声をかけようとするが、彼女はそのまま出ていってしまい、


「…………」


　それを彼は呆然と見送ってから、キファと、顔を見合わせる。


「……ええと、なに、いまの？」


　と、ライナが聞くと、キファはそれに、少しだけ困こまったような顔をする。彼女にはなにか心当たりがありそうだったので、それを聞こうとしたが、しかしそこで、


「ライナさん、ちょっといいですか？」


　なんて声が、テントの外からかけられた。


　元ネルファの皇おう子じ、トアレ・ネルフィの声だ。


　それにライナは、


「……ああ、いいよ。いまいく」


　と、答える。


　そしてテントを出る。テントの外は、まるで遊牧民の集落かなにかのように、見渡す限りテントが広がっている。いま、ここには、国を追われたネルファの民たみと、兵たちが数万人、逗とう留りゆうしているのだ。


　そしてここにいる者たちを、このままずっとここに置いておくことはできない。


　ライナたちはさらに北に進む必要があるし、といってこの民を全員、一いつ緒しよに連れていくことはできない。


　連れていくことができないのなら、ここで、それなりに暮くらしていく方法を見つけなければならないのだが。


　ライナはテントから出て、外にいたトアレのほうを向いた。


　褐かつ色しよくの髪に、誠せい実じつそうな瞳。その、彼のほうを向いて、ライナは聞いた。


「……おはよ、トアレ」


「おはようございます、ライナさん。昨さく日じつも夜遅おそくまで仕事をされていたのに、起こしてしまってすみません」


　なんて言葉に、ライナはそんなこと気にする必要ないよとばかりに手を振る。そういうトアレのほうこそ、ここのところほとんど寝てないはずだった。


　いや、いまここにいる誰だれ一人ひとりとして、安らかな眠ねむりについている者などいないだろう。ローランドに追われ、戦争に巻まき込こまれ、目の前で家族が死ぬ、仲間が死ぬ、恋こい人びとが死ぬ、でもそれでも歩みを止めるわけにはいかないから歩き続けて、国から国へと渡わたり歩く。


　だがそれも、そろそろ終わりにする必要があった。


　もし、このベリス主国がネルファの民を受け入れてくれるというのなら、それにこしたことはない。


　つまり、


「いまからやる話しあいってのは、この群集の解体についてだろう？」


　するとトアレはうなずいた。


「はい」


「で、ネルファの民の一時の食いぶちを、ヴォイスとベリス主国はちゃんと用意してくれるって言ってんのか？」


　するとそのライナの問いに、トアレは少しだけ難むずかしそうな顔になる。


「そう、ヴォイスさんは言ってくれてますが……さて。ベリス主国の方々は、本当のところどう思ってるか」


　それに、ライナはうなずいた。


「あ、もしかしてこれから、ベリスのお歴々と会うのかな？」


「ええ。でも、その前にあなたと、そしてヴォイスさんとの三人で、いろいろ決めておくこともあるかと思いまして」


「じゃ、その話しあい？」


「はい。なので」


　と言って、トアレはライナをうながす。ここから少し離れた場所に、ヴォイスの一味が駐ちゆう屯とんしている大きなテントがあるのだ。今後の方針を決めるちょっとした会議のようなものは、そこで行うことになっている。


　その大きなテントのほうを、ライナは見る。


　それからその、大きなテントのほうへと続く道を、フェリスが歩いているのが目に入る。


　さっき、ライナを殴るのをやめて、つまらなそうな顔になってテントを出ていってしまった彼女が独ひとり、歩いているのが見える。


　それに。


「…………」


　ライナはその、フェリスの後ろ姿に、なにか声をかけようかと思ったが、


「いこ、ライナ」


　横から、キファが言ってくる。


　続いて、


「いきましょう。ベリス主国の方々がくるまで、もう、あまり時間もありませんし」


　トアレが言って、歩き始める。


　それにライナは、


「……んぁ？　ああ、そうだな」


　そう言って、うなずく。


　うなずいてからもう一度だけ、フェリスの後ろ姿すがたを見る。彼女はどこへいくつもりなのか、ヴォイスが用意している会議用のテントを素す通どおりして、すたすたと歩いていってしまう。


　その、彼女の後ろ姿をしばらく見つめ、なぜだかちょっと、もの足りない気分になる。ちょっとだけ、寂さびしいような気分になる。


　どうしてそんな気分になったのかはわからないが、もしかしたらさっき、彼女にしっかり殴なぐられなかったせいだろうか？　なんてことをちょっと彼は思って、


「……はっ、俺はマゾかよ」


　彼は小さく苦く笑しようした。


　でもたぶん、それは本当だった。


　彼女はいつものように剣を抜き、ライナを殴ろうとした。いつもならそれで彼は吹っ飛ばされ、てめぇなにすんだよコラぁああああとか彼が叫ぶとまたもフェリスはわけのわからないことを言って、意味不明な異次元空間にひとっ飛び、みたいな展開になるはずなのだが。


　しかし、今日はそうはならなかった。


　いや、よく考えてみるとここのところ数日、そんなふうな展開を経けい験けんしていないような気がする。


　フェリスが騒ぎ回って、そしてシオンが嫌いやがらせをしてきて、もう勘かん弁べんしてくれぇえええええええとライナが叫んで一段落。


　それを、彼はずっと鬱うつ陶とうしいと思ってきたのだけれど、いざ、なくなってみると、


「…………」


　なくなってみると、ちょっと寂しいような、そんな気もする。


　だが、いまはそんな状じよう況きようじゃないのだ。


　刻こつ々こくと状況が変わる。少しでも対たい処しよが遅おくれると、どんどん仲間が死んでいく。


　だから前に進む。


　必死に前に進む。


　対処が遅れたせいで仲間が死んだりしないように。


　動くのが遅かったせいで人が死んだりしないように。


　前に進む。


　前に進む。


　だから正直、もう、いまはフェリスのくだらない冗談に付き合ってる暇ひまは……


　と、そこで、


「……ああ、それであいつ、さっきつまんなそうな顔して、俺殴るのやめたのか」


　ライナは、困ったような顔で、小さく呟いた。こりゃ、悪いことしたなと、少しだけ胸の奥おくがちくりと痛いたむ。


　フェリスの後ろ姿を見る。するとその背せ中なかまでもつまらなそうで、彼はそれにまた、苦笑する。そしてやはり、ちょっとだけ、寂しい気分になる。


　それはいまの、自分たちが置かれた状況を見て。国を追われた民が暮らしている粗そ末まつなテントの群むれを見て。その中にいる、疲つかれた民衆の顔を見て。


　それから最後によく晴れた、しかし、すでにローランドからは遥はるかに離れてしまった空を見上げて。


「…………」


　ライナは小さく、なにかを言った。


　だが、それは誰にも聞こえない。聞こえる必要もない。彼は肩をすくめ、小さくため息をつき、でも、さらに前に進むためにその息を吸いこむ。


　そして。


「んじゃ、そろそろヴォイスのとこいくか」


　そして彼は、歩き始める。


　やはり前へ。


　前へだ。





　　　　◆





　その、ヴォイスがいるはずの会議用のテントの向こう側で。


「……む～」


　などと、難しい顔でフェリスはうなっていた。


　腕うで組ぐみをする。への字口をする。それでも彼女が綺き麗れいで、周囲のテントにいた老ろう若にやく男なん女によが彼女のほうを見とれるが、彼女はそれを一向に気にしない。


　気にしないまま、


「気に入らん！」


　と、独り、怒ど鳴なった。


　それに周囲の者たちがびくっとするが、やはり彼女は気にせずに、


「気に入らぁあああああああああん!!」


　思いっきり怒鳴った。


　声に出して思いっきり怒鳴ってみると少しだけすっきりして、彼女はふむっとうなずく。その、ふむっとうなずいた彼女の前に、一人の男が現れる。茶色い髪かみに綺麗な口くち髭ひげの男。その男が彼女を見つめ、にこりと笑って、


「お美しいお嬢じようさん。なにか、御不満なことでもおありに……」


　が、その言葉の途と中ちゆうで、


「やかましい！」


　と怒鳴って彼女は拳こぶしを振ふるう。ぎゃふっと言って口髭の男が信じられないほど吹っ飛ぶ。周囲の者たちはそれを見て、ええええええええ!?　という顔になるが、やはりフェリスは気にしない。


　ただ、しばらく無言のまま空を見上げる。今日はよく晴れていて、絶ぜつ好みようのだんご日び和よりだ。こんな日は朝からうまいだんご屋に出むき、『この店のだんごを右から左まで全部持ってこい』と言って買い占しめてからライナの馬ば鹿かに買っただんごを担かつがせて、公園でだんごピクニックをするのが一番のはずだった。


　みんなでわいわいだんごを食べるのだ。誰が一番喉のどに詰つまらせずに一気にだんごを食べられるかを競うのもいいだろう。


　だが。


「…………」


　とそこで、彼女は振り返る。そしてライナたちが入っていった、会議用の大きなテントを見る。中ではライナと、トアレと、ヴォイスが、今後の方ほう針しんについてとかなんとか、面めん倒どうな話しあいをしているらしい。


　ここのところ毎日、そんなことをしている。戦場を駆かけまわり、国から国へ逃にげまわり、人が死んで、死んで、死んで、それでも旅は終わらない。なんとか逃げきったと思ったら次の仕事が山積みで、この仕事が終わったらさらに次の国へといくらしい。


　おまけにうまいと評ひよう判ばんだったはずのだんご屋までも、突然ローランドのバカ者どもが起こした戦争のせいで閉へい店てんしていたりして。


　もう、怒いかりは頂ちよう点てんに達していた。


　戦争でだんご屋閉店とはいったいどういうことだぁあああああああ！　と、彼女の怒いかりは大爆ばく発はつのはずだった。


「…………」


　だが、しかし、いま、彼女がイライラしているのはそのせいじゃない。だんご屋が閉店してしまっているから怒っているわけではない。


　さらに言うと、ライナの馬鹿が、ライナの分際で最近、ちょっと彼女のことをめんどくさそうに受け流そうとしているのも、別にどうでもいい。


　あいつはあいつなりに、頑がん張ばっていると、彼女は思っているから。


　生まれてこのかた一度も頑張ったことのない怠なまけ大将の馬鹿ライナが、ここのところちょっと頑張りすぎてもう、疲つかれ果てていることは、わかっているから。


「…………」


　だから彼女がいま、無む性しようにイライラしているのは、そのせいじゃない。


　彼女が気に入らないのは、別の理由だ。


　とそこで、彼女は思いだす。


　さっき、ライナのテントへとあいつを起こしにいったときのこと。この戦せん乱らんの中で、まだ営えい業ぎようを続けている有名だんご屋があるという噂うわさを聞いて、おいライナうまいだんご屋があるらしい一いつ緒しよにいくぞさっさと起きろ！　と誘さそいにいったときのこと。


　テントにいくと、すでに先客がいた。


　最近急に現れてうろうろしている、キファとかいう名の赤毛の女だ。


　ライナの、テントの中にすでに彼女はいて。


　それにフェリスは、テントの中に入れなくなってしまう。なぜだかちょっとだけ、入るのはまずいような気がして、彼女はテントの中に入れなくなってしまう。見たくないものを見せられてしまいそうな、そんな気がして、彼女はテントの中に入れなくなってしまう。どうしてそうなるのかはわからない。だが最近、そういうことが多いのだ。自分でもなぜだかわからないが、妙にライナの前に飛びだしていくのが難しく感じられるときがあって。


　わけがわからないのだが、ライナの前だと、うまく動けなくなってしまうことがあって。


「…………」


　そしてそのときも、そうだった。


　だから彼女はテントの外で立っていた。ライナが出てきたらだんご屋に誘おうと、そう思って彼女は立っていた。


　すると中から、声が聞こえてきた。


　それはライナの声。


　誰かに話し掛けるような、ライナの声。


　しかしそれは、テントの中にいるキファへ向けられたものではなかった。もちろんフェリスへ向けたものでもない。


　しかしライナは、声を出す。


「…………」


　ひどく。


　ひどく辛つらそうな、疲れた、うなされているような声だった。


　泣きそうな声。


　嘆なげくような声。


　ライナは言う。


　ライナは辛そうな声で、ローランドに残してきた、馬鹿な王の名前を呼ぶ。


　それでフェリスにも、彼が夢ゆめを見ているのだということが、わかる。どんな夢を見ているのかも、わかる。なにに苦く悩のうしているのかも、わかる。


　なのにあいつは目を覚ますと、まるで何ごともなかったかのようにへらへらして、前へ進もうとする。


　本当はそんな気力、もう残っていないはずなのに。本当は叫びだしたいほどにいま、辛いはずなのに。


「…………」


　シオンが勇者の遺い物ぶつを使った。そしてネルファの民たみを、何万人も、一瞬で殺した。


　いや、ライナを、フェリスを、キファを、いままで仲間として一緒に過ごしていたはずの者たちを、平然と、シオンは殺そうとしてきた。


　そのときのシオンの心が、いったいどこにあったのか、それはもう、フェリスにはわからない。


　いや、わかる必要もないと思っている。シオンを助けるのは、ライナの役だ。


　ライナがあいつを助けると言った。なら、私はそれについていって、ライナを助けていればいい──そう、彼女は思っている。


　だが、そのライナの気持ちはどうだ？


　シオンが勇者の遺物を使った。罪つみのない、何万ものネルファの民を殺した。ライナと、フェリスと、キファを、平然と殺そうとしてきた。


　それを見たときの、ライナの気持ちはどうだ？


「あいつは」


　と、彼女は呟つぶやく。


「あいつはなんで、いつも、いつも、私になんの相談もしない？」


　と、彼女は言った。


「なんで弱音を吐はかない？　馬鹿みたいに夢にまでシオンの姿を見てるのに、あいつはなぜ、疲れた顔のまま前に進もうとしてる？」


　それに、彼女はイラつく。


　そんなことを思って、彼女はイラつく。


　もう一度、会議用のテントを見る。


　押おし掛かけていってライナを殴って、だんご屋に無理矢理連れていってみようかとか、そんなことを思う。


　へらへら笑いながら、泣きそうな顔をしているライナをぶん殴なぐって、だんご屋に連れて行ってみようかとか、そんなことを思う。


　しかしそこで。


　そこで突然、


「…………」


　会議用のテントの入口がひょいっと開いた。続いて中からライナが顔を出し、きょろきょろと周囲を見回す。しばらくしてライナの目がこちらをとらえる。彼はそのまま、テントから出てくる。やはりいつもの、やる気がまるで感じられない、めんどくさそうな足どりで近付いてくる。


　そして彼は、


「よぉ」


　と言った。


　それにフェリスは、いつもの無表情のままライナを見つめ、言った。


「……なんだ。もう会議は終わったのか？」


　が、彼は肩をすくめる。


「めんどいから、トアレに任まかせてきちゃったよ」


「トアレに？」


「ああ」


「この、怠なまけ者が」


　と、フェリスが言うと、ライナは笑ってうなずく。眠ねむそうな、もう、本当に怠け者の王様のような顔で、


「怠け者なのは生まれ付きだからねぇ～」


　なんてことを言う。


　それにフェリスはふんっと小さく、つまらなそうに言ってから、


「で、私になんの用だ？」


　と聞く。


「私は忙いそがしいのだ」


　なんてことを、言う。


　するとライナはそれに、微笑ほほえむ。それからなぜか、周囲を気にするようにきょろきょろと首を動かす。そして少しだけ困ったような顔になり、


「あー、いや、そのぉ、さっきさ、おまえが美う味まいだんご屋を見つけたって言ってたからさぁ。いや、忙しいんならいいんだけど……ええと、そのだんご屋、遠いの？」


　という、その、言葉に。


「…………」


　フェリスは思わず、


「…………」


　思わず、顔をしかめた。


　思いっきりしかめた。


　しかめないとなぜか、顔が、真っ赤になってしまいそうだったので、それをこらえるように必死にしかめたのだが、しかし、それでも顔が赤くなりそうで、


「たぁあああああああああ！」


　とりあえずそれを見られないように、思いっきりライナを殴った。


　それにライナは、


「え？　え？　なんでなんぎゃぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　吹っ飛ぶ。その吹っ飛んでいく馬鹿の姿を、うっすらと赤らんだ顔で彼女は見つめる。


　あの馬鹿が。


　あの、人の気持ちばっかり心配し過すぎの馬鹿が。いまはもう、自分のことで手て一いつ杯ぱいなはずの馬鹿が、さらに彼女にまで気を遣つかってきたのに、ひどく腹はらが立った。


　せっかくライナの気分を紛まぎらわせてやろうとかそんなことを考えていたはずなのに、いつの間にやらライナのほうに気を遣わせてしまったことに、腹が立った。


　おまけにその、いまの、ライナの言葉に、


「…………」


　思わずジャンプして、さぁだんご屋へいくぞーと叫さけんでしまいそうなほど嬉うれしくなってしまった自分の馬鹿な心に腹が立った。


　だから彼女は言う。


　踵きびすを返し、思わず、微笑ほほえんでしまいそうな顔をライナからそむけて、彼女は言う。


「よし、だんご屋へいくぞ！」


　それにライナが起き上がりながら、


「なんで殴んのよ？」


「うるさい」


「まあ、いいけどさ」


「うるさい」


「でも」


「うるさい」


「……ちょっと、助かったよ」


「うるさ……」


　が、そこで、彼女は振り返った。するとやはり、ちょっと疲れたような顔のライナの姿があって。


　その姿を見て、彼女は言う。


「ライナ」


「んぁ？」


「次はシオンの馬鹿も殴ってやる」


　その言葉に、ライナは目を、大きく見開いてこちらを見つめて、


「…………」


　黙だまる。


　だが、やはりフェリスは気にしない。彼女は人の目を気にしない。


「また、戻もどれる。人が何万人死のうと、誰が何億人死のうと、きっと戻れる。私はおまえを殴って、シオンを殴って、で、だんご屋に連れていくのだ。だから……」


　と、彼女は言った。


「だから。だから独ひとりで馬鹿な夢を見るな馬鹿」


　と、彼女は言った。


　それにライナは、今度こそ困こまりきったような顔になった。恥はずかしそうな、でも少しだけ嬉しそうな顔で、


「……人の寝ね言ごと、勝手に聞くなよなぁ」


「おまえの寝言がうるさいのが悪い」


「噓うそ？　俺、そんな大声で寝言言ってる？」


　するとフェリスはうなずいて、


「すごいぞ。昨日の夜などは、隣となり村むらにまで聞こえるほどの声で、『あああああもうだめだ。もうだめだぁああ。トアレが好きなんだ。男が好きなんだ。誰かこの、俺の熱い気持ちをなんとかしてくれぇええええええええ』と叫んでいて、トアレが泣いていたぞ？」


「へぇ」


「ほんとだぞ？」


「へぇへぇ」


　と言ったところで、フェリスは腰こしの剣けんを抜ぬく。それにライナは慌あわてる。


「あ、あ、うそうそ冗じよう談だん。信じました。あとでトアレに謝あやまるから無む駄だに剣抜くのやめろ！」


　なんてことをライナが言って。


　いつもどおりの慌あわてた声こわ音ねでライナが言って。


　それにフェリスは、思いっきり、満足げに、


「うむ」


　と、うなずいた。


　するとライナはそれに苦く笑しようして、


「フェリスは……相変わらずフェリスだなぁ」


　と言う。


　その、ライナの顔を見て。本当にめんどくさそうに、苦笑するライナの顔を見て。


　ほんの少しだけ、ちょっと前の、なにも気負ってないころの、まだ、シオンがそばにいたころの、間ま抜ぬけな顔に戻っている彼を見つめて、


「ふふ、当然だ」


　フェリスは笑った。


　それからもう一度、彼女は踵を返す。ライナから目をそむけ、別の方角を見る。彼女が見ている方角の先に、クラップという名の町があって、そこのだんごがたいそう有名らしい。これはぜひ、食べてみる必要がある。


　彼女はそれに、


「さて、だんごを食べにいこう」


　と言った。


　それにライナはうなずく。


「ああ」


「せっかくだから、イリスも連れていこう。アルアも、ククも、連れていこう」


「そうだな」


「キファとかいう女も、トアレも、連れていこう」


「ああ」


「ヴォイスはなしだ」


「はは」


「そしていつか」


「ん？」


「もし、本当にそのだんご屋がうまかったら、いつか」


「うん」


「シオンの馬鹿も、一いつ緒しよに連れていこう」


　と、フェリスは言った。


　返事は待たない。待つ必要はない。だが、それに。それにほんの少しだけ間があいて、


「ああ」


　という、返事が、ライナからあった。


「ああ……そうだな」


　それにフェリスは大きくうなずく。


「ああそうだ」


　と、力強く言う。


　そして前へ進む。


　進む先は、だんご屋だ。


　ただのだんご屋だ。


　破は滅めつじゃない。


　絶ぜつ望ぼうじゃない。


　これから進む先は、ただのだんご屋なのだ。


　だから彼女は、微笑む。嬉しそうに微笑む。


　決して、絶望へ向かって、私たちは頑張っているわけじゃないのだから。





　　　　◆





　空を見上げる。


　暗い、空だ。


　ここのところ、雨が多い。雨季、というわけでもないのだが、ここ一週間、ずっと雨が降ふり続いている。


　情じよう報ほうによると、ローランドのほうではここのところ雨が降らなさすぎて、水が不足気味だという。


「国が変われば、こうも天気も変わるものか」


　と、呟つぶやく。


　それから彼は、周囲を見回す。


　そこはルーナ帝てい国こくの、王おう城じよう。


　すべてがローランドとは違ちがう。


　なにもかもが、ローランドとは違う。


　だが、別に、そんなことはどうでもいい。


　どうせどこにいたところで、昔とは、なにもかも違ってしまっているのだから。


「陛へい下か」


　という、声がする。


　それに彼は──シオン・アスタールは、暗い空から目を下ろす。するとルーナ帝国の攻こう略りやくを命じてあったフロワードの姿がある。


　その、ルーナ帝国の王城で。


　すでに王族は皆殺しになり、城中にいた人間も皆殺しになってしまっているルーナの王城において、フロワードが小さく微笑ほほえんで、言った。


「……ようこそ、ローランド帝国へ」


　そう。


　もうここも、いまはローランドの土地なのだ。


　ネルファも、そしてこれから、カッスラーもそうなるだろう。いやいずれ、南大陸はすべて、そうなる。


　ローランドの本ほん拠きよ地ちも移い動どうさせた。


　これからしばらくは、元ルーナ帝国のこの王城が、シオンが住まうローランドの本拠地になる。


　血と、殺さつ戮りくと、絶望で、この南大陸すべてを染そめあげるのだ。


　シオンはフロワードを見る。感情のない、しかし、強い意い志しがこめられた金色の瞳ひとみで部下を見つめ、


「ルーナ攻略、ご苦労だった。引き続き、北上を続けろ」


　と、言う。


　それにフロワードは頭を下げる。


　だがもう、その姿には興きよう味みがない。シオンは顔をそむけ、再び、空を見上げる。


　雨が降り続いている空を見上げる。


　そして、思う。


「さて」


　と、思う。


　この先に。


　ただ、ただ、この先に進んでいって、果たしていったい、なにがあるのだろうか？


　と、かすかに思う。


　たとえ必要なことだったとしても、こんなにたくさん、人を殺して。


　こんなにたくさん、絶望を振ふりまいて。


　果たしてこの先に、いったいなにがあるんだ？


　と、少しだけ思う。


「…………」


　だがもう、それを問いかける相手はいない。


　ただ、ただ、淡たん々たんと、戦争はその激はげしさを増ましていくばかりで。


「陛下」


　フロワードが言う。


「ではカッスラーの攻略を始めます」


　フロワードがそう言う。


　それにしかし、シオンとは別の、女の声が命じる。


「やれ。皆殺しにしろ」


　それにシオンは女のほうを見る。亜あ麻ま色いろの髪をした、かわいらしい顔をした女のほうを見る。


「…………」


　だが、もう、なにも言わない。


　ただ、胸の奥で願うだけだ。


　泣きそうな顔で願うだけだ。


　この、絶望的な道が。


　血と、死と、悲鳴に彩いろどられた彼の進む絶望的な道が。


「…………」


　行き先まで絶望に続いていないことを、強く、強く、強く。





　シオン・アスタールは強く、願った。






　あとがき







　ってなわけで、『大伝勇伝６』。


　読んだ方はわかると思いますが、ついにクライマックスへの突とつ入にゆうを始めました。ライナを巡めぐる大きな一つの物語の終しゆう了りようまで、今巻は書いてあります。もう、なんか書いてる僕がはらはらするほど急速に話が進みまくるのですが、ここから伏ふく線せんが回収されまくってライナやシオンたちがすごく頑がん張ばると思うので、応おう援えんをよろしくお願いします。


　あと、今巻はものすごく大きな変へん革かくがあったのですが、あー、でも、あとがきで作品のことを言うのはやめよーっと。今回はたぶん、伝勇伝史上最さい厚あつになったせいか、あとがきのページ数ももの凄すごく少ないですしね！　ちなみに先月、僕史上最厚の『いつ天４』が出たので、なに連続刊行でぶ厚いのばっかり書いてるの！　もっと薄うすいの書いて締しめ切りを守りなさいよ！　とも思うのですが、どちらも手を抜ぬけないがつんとした話になってしまったので、知らぬ間にこんなぶ厚さに！　あと伝勇伝の、堕おち伝のほうにはどうしても載せられない短編も、すでにぶ厚いのにさらに収録してしまっているので、この『いつ天４』＆『大伝６』、二冊合わせると原げん稿こう用紙で１０００枚以上あります。１０００枚って!?





　でもまあ、今回はあとがきページが少ないので雑談は横においてさくさくいきます。


　まず大宣伝！　この本の初版を買ってくれた方は帯で見たと思いますが──


　伝勇伝がなんとゲームになります！


　それもＰＳＰで！（プレイステーションポータブルね！）


　なんかＲＰＧだぜ！


　とよたさんが描き下ろしイラスト描きまくって死にそうになってるの見たから、描き下ろしイラストのオンパレードだぜ！　ちなみにとよたのサオティが言ったこと。


「私ゲーム好きだから、いくらでも描いてやらぁ！」


「まじっすか！」


「おおよ！」


「じゃあこの枚数を描き下ろしていただけると──」


「殺す気かぁああああああああああああああああああ！」


　と、そんな男らしい口調ではなかったのですが、でも本当に信じられない枚数をサオティが光の速さで完成させていくのを見て、僕も原稿を早くあげようと心に誓ちかいました。あとゲームの内容見たけど、ほんとにおもしろそうだったのでみんな楽しみにしててね！





　次の宣伝。


　プロジェクト レヴォリューションというカードゲームに、『伝勇伝』が参さん戦せんします！


　９月19日（土）発売の『ドラゴンマガジンブロック』の中に『伝勇伝』も収録されます。


　また！　またサオティが、フェリスを描き下ろしています！（がんばれサオティ！）





　あとはー、他にもあったような気がするけれど、とりあえず今回はページが足りないのでこのへんで。ドラゴンエイジで連れん載さい中の『伝勇伝』のコミックスも、２巻が発売され、どんどんおもしろくなってるので読んで読んでと担当さんが言えと言っていたけど、もう人気がでてきてるみたいでよかったー。長なが蔵くらさんが愛たっぷりに伝勇伝を描いてくれていてうれしいです。今日もネームが届いたけど、すげぇおもしろかった。自分が昔書いた話なのに、いい話だなぁとか思った（あほ）。


　とまあ、今回はこのへんで（ね、ほんとにページないでしょ）。


　でもってなんかまたまた連続刊行中ですね。


　この本が二冊目で、来月に『いつ天５』。再来月に『堕ち伝５』とか殺す気かあああああ！　と、このあとがきでは書いてますが、この本が発売されるころには全部原稿はあがってるはず！


　はず！


　なのでみなさん、あがってなければ来月の本は出ませんが、


「おおおおい！」


「あら担当さん。しかし今回はあとがきスペースがないので、おおおおいだけで終わってもらいます！　はっはっは～！」


　ではではそんなわけでー。


　来月の『いつ天５』、出るといいね！





鏡貴也公式ＨＰ　http://www.kagamitakaya.com/




鏡　貴也





　初出





ＰＲＯＬＯＧＵＥ　Ｉ～第四章




　　　書き下ろし







追憶から未来へ──




　　　ドラゴンマガジン２００９年１月号





大だい伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ６


戦場に堕ちるアルファ





鏡かがみ　貴たか也や
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